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カリスマ社長に求婚されました










シンデレラの夜




　いつかは、左手薬指に指輪をもらいたい。もちろん、大好きな人から。

　そんな願いはささやかなもので、きっといつかは叶かなうと思っていた。

　そう、例えばクリスマスの夜とかに……。

「和かず也や、遅いな……。約束の十九時は、とっくに過ぎてるのに」

　今日は十二月二十四日のクリスマスイブ。街では、お馴染みのクリスマスソングが至るところで流れていて、幸せそうなカップルが何組も私の前を通り過ぎていく。

　駅前のモニュメントの前でひとり、彼氏を待つ私は、待ち遠しさより不安がよぎる。

　今日は土曜日で、和也の仕事は休みだ。遅れる理由が見当たらないし、こんな大事な日を忘れるわけがない。

　あとは事故にでも遭ったんじゃないか、そんな嫌な予感を抱いてしまって、鼓動が速くなってくる。

「もう十九時半だし、もう一回電話をかけてみようかな」

　十五分前にかけたときは留守電だったけど、今度は出てくれるかもしれない。

　きっと渋滞かなにかにハマっているんだと言い聞かせて、バッグからスマホを取り出す。

　電話をかけると、留守番電話には接続されず、圏外のアナウンスもない。だけど三コールほど呼び出したところで、なぜか電話は意図的に切られてしまった。

「な、なんで？　電話に出てくれないの？」

　もう一度かけ直すと、今度はワンコールで切れる。

「やっぱり……。だけど、どうして？」

　今日は、クリスマスイブというだけじゃなくて、私の二十八歳の誕生日なのに。

　おとといは、いつもと変わらない明るい調子で、『イブの日、楽しみにしてろよ』って言ってくれていた。それなのに、どうして電話に出てくれないんだろう。

　頭の中が混乱して、まともな思考ができそうにない。だけど、ここで待っていても無駄なことだけはハッキリ分かる。

　とりあえず、ふらふらと歩き出してみたものの、気持ちはまるで落ち着かない。

　和也のマンションに行ってみようかな……。

　まずは、きちんと話ができないとどうしようもない。

　こみ上げてくる涙を抑え、ショップが連なる通りを進んだ。

　ここは街路樹が青色の電球で装飾されていて、夜になると眩しいくらいに光を放っている。

　ロマンチックこの上ない場所を、私は絶望感いっぱいの気持ちで歩いていた。

　とにかく、デートをドタキャンされた理由が分からない。だいたい、和也に変わった様子はなかったのだから。

「強いて言うなら、仕事の付き合いが多くなったってことかな……」

　それも営業職の彼なら、不自然なことじゃないと思っていたけど、もしかして仕事の付き合いではなかったのかもしれない。

　いろんな考えを巡めぐらせていたとき、ふと少し先の人混みの中に、和也の姿が見えた。

「いた！」

　やっぱり来てくれたんだ。

　なにか急用が入って、待ち合わせ時間に間に合わなかっただけに違いない。

　嬉しさでいっぱいになった私は、気がついたら小走りで駆けていた。

「和也！」

　彼が立っていた場所はジュエリーショップの前で、ますます気持ちが高ぶってくる。

　和也は今日、私が欲しいものをプレゼントすると言ってくれていた。以前から、好きなジュエリーブランドの話をしていたし、指輪が欲しいことは遠回しに伝えていた。もしかして、それでジュエリーを見てくれていたのかもしれない。

「和也！」

　人混みの中を縫っていき、ようやく和也に会えたというのに、彼は私に気づくなり眉をしかめる。その様子のおかしさに、私も自然と笑顔が消える。

「誰？　和也の知り合い？」

　代わりに明るい調子で声をかけてきたのは、和也の後ろからひょっこり顔を出した女の人だ。

　二重の目がクリッとしたかわいい人。ハッキリとした顔立ちと華きゃ奢しゃなスタイルに見覚えがあり、すぐに和也の会社の同期の人だと分かった。街で数回、和也といるときに出くわしたことがある。

「覚えてないか？　オレの元カノ。坂さか下した茉ま奈な」

　え……？　〝元カノ〟って、なに？

　なんで、彼女にそんな紹介をしているのか理解できなくて、呆ぼう然ぜんとする。

　彼女は余裕の眼差しで私を見下すように見ると、鼻で笑った。

「ホントだ。和也の言う通り、重い人なのね。別れても、こんなふうに当たり前に声をかけてくるなんて」

「え？　別れたって……？」

　和也の言葉も、この人の言っている意味も、まるで分からない。

　頭が混乱状態になっていると、和也は彼女の背中を軽く押し、ジュエリーショップに入るよう促した。

「先に入って、指輪見ときなよ」

「うん」

　笑顔の彼女に、和也も優しい表情を返している。

　この店は、『ｅｌｌ』と書いて『エル』と読む高級ジュエリーショップだ。新鋭カリスマデザイナーが一代で築いた日本発の店で、ニューヨークやパリにも店舗展開している今大注目のブランドだった。たしか社長は三十代の男性で、かなりのイケメンだとテレビで言っていた気がする。

　ｅｌｌの指輪は私の憧れなのに、まさかさっきの彼女にプレゼントをするつもりなの……？

　胸が締めつけられる思いで、和也を見上げた。

「ねえ、和也。別れたってなに？　私たち、一度もそんな話してないよね？」

　思わず和也の腕を掴んだけれど、思いきり振り払われてしまった。

「ずっと、言おうとは思ってたんだ。茉奈と別れたいって。だけど、お前にあれこれ言われるのがウザいから。デートドタキャンして、終わりにしたかった」

　悪びれもせず話す和也に、私はただ絶句する。初めて聞く彼の本音に、私の理解が追いつかない。

「こうやって約束をドタキャンすれば、さすがのお前も分かるかなって。一緒にいても、重かったんだよな。いろいろ夢語られて。悪いけど、もうバイバイ」

　そう言って和也は、これみよがしに手をヒラヒラさせると、店の中へ消えていった。

　これは、本当に現実なの……？

　ひとり残された通りで、呆然と立ち尽くすしかできない。

　和也がずっと別れたがっていたなんて、まるで想像もしていなかった。

　こんな突然の一方的な別れを受け止める余裕なんてない。

　涙がひとつ、ふたつとこぼれ落ちていく。

「なんで？　なんでなの……」

　和也は、私がｅｌｌを好きだということも、そこの指輪を欲しがっていることも知っていた。その場所へ、他の女性と入るなんてひどい。

　それも私の目の前でなんて……ただただ絶望感でいっぱいだった。

「最悪な誕生日……」

　この日のために買ったオフホワイトのニットワンピースも、こげ茶色のロングブーツも、ベージュのファーコートも、全部が空回りだった。

　虚しさばかりがこみ上げてきて、和也を追いかける気力もない。

　フラフラと、もと来た道を歩きながら、ショーウインドウに映る自分の姿を見る。

　アップにした髪は、走ったせいで少し崩れているし、目は真っ赤だ。

　気を緩めると涙が溢れてきて、慌てて拭った。

　どこへ行こうかな、帰ろうかな……。帰ったところで、ひとり暮らしだから、和也のことを悶もん々もんと考えてしまいそうで嫌だ。

　気持ちの整理もつかず、ボーッとしながら歩いていると、

「危ない!!」

　誰かの叫び声とともに、耳に響くほどの車のブレーキ音が聞こえ、とっさに体が怯ひるむ。

　気がついたら、赤信号の横断歩道を渡ろうとしていて間一髪、車が目の前で止まった。

　自分が車にひかれそうになったことを理解したとき、膝ひざに痛みを感じて、擦りむいていることに気づいた。よけようとしたときに足がもつれて、転んだようだ。

　とんでもないことをしたと、青ざめながら立ち上がり、よろけそうになりながらも歩道へ戻る。

　一部始終を見ていたであろう信号待ちをしていた人たちは、青信号に変わると私をチラチラ見ながら通り過ぎていく。

　そして、私がひかれそうになった車はハザードランプを点けると、路肩に車体を寄せて停車した。

　よくよく見るとその車は高級車で、黒塗りの有名な外国車だった。フロント部分にはロゴが輝いている。

　こんな車に乗る人はどんな人なのか、不安を覚えながら近づいていく。

　とにかく、ヘタをしたら大事故を招くところだったのだから、きちんと謝らなければいけない。

　すると、勢いよく車のドアが開き、中から男性が飛び出してきた。

「大丈夫だった!?」

　その人は、息をのむほどのイケメンで、不謹慎にも目を奪われる。

　栗色の髪は少しウエーブがかかっていて、それを緩く後ろに流していた。キレイな二重の目に通った鼻筋、そして適度に厚みのある形の整った唇が、華やかな雰囲気を醸し出していた。

「は、はい……。私は大丈夫です。それより、本当に申し訳ありませんでした。私の不注意で……」

　思いきり頭を下げると、その男性が優しく肩を叩いた。

「顔を上げて。それより、膝を怪我してるみたいだ。ハンカチを巻いておこう」

「えっ!?　そ、そんな悪いです！　気になさらないでください」

　迷惑をかけた挙句、怪我の手当てをさせるなんて申し訳ない。こんなことなら、丈の短いワンピースにするんじゃなかったと、今さら後悔してしまった。

　和也には最悪な振られ方をするし、見ず知らずの人には気を遣わせるし、ろくなことがない。

　だけどその男性は、「いや、血も出ているし、応急処置をしておこう」とスーツの胸ポケットからハンカチを取り出した。

「で、でも……」

　それは見るからに高級な濃紺のハンカチで、予想通り中央の下部分に有名ブランドのロゴが入っている。

　戸惑う私にお構いなしに、その人はひざまずくと手際よく私の膝にハンカチを巻いた。かなり手先が器用な人なのか、結び方がとてもキレイだ。

　それに風に乗ってふわりと、甘い香りが漂ってくる。それはハンカチからなのか、それとも彼自身からなのか分からないけど、とてもいい香りだ。

　ほんの数分のやりとりだけでも、この男性の品のよさと優しさが垣間見えた。

「これで、ひとまず大丈夫。あとは、きちんと消毒をしないとな」

「本当にありがとうございました。ご迷惑をかけた挙句、こんなことまでしていただいて……」

　立ち上がった彼に向かって、もう一度お礼とお詫びをする。

　ひざまずいてまで手当をしてくれたその気持ちが、今の私には温かく心に染みた。

「いや、全然気にしなくていいよ。それより……」

　真顔の彼に見下ろすように見つめられ、不覚にもドキッと胸が高鳴った。

　とても背が高く足が長い。身長は百八十センチくらいあるように見える。

　ダークグレーのスーツに深い黄色のネクタイ姿で、もしかしたら今から約束でもあるのかもしれない。

　それを考えたら我に返り、とにかくこの人を解放しないといけない、そう思ったときだった。

「なにかあった？　目が赤いよ」

「え？」

　彼が心配そうに聞いてきて、途端に戸惑い始める。

　さっきまで、赤信号すら分からないくらいに絶望していたことが蘇ってきた。

「もしかして、なにか悲しいことがあった？　でないと、赤信号に気づかないわけがないもんな」

　彼にもそれを指摘されて、言葉を失ってしまう。

　この人の優しさに心は一瞬温まったけど、和也のことを思い出すとやっぱり涙が溢れてくる。こんな場所で泣いたって仕方がないと分かっているのに、どうしても止められなかった。

「す、すみません……」

　指で何度も涙を拭いながら、申し訳なくなってくる。

　見ず知らずの人に、どこまで迷惑をかけたらいいんだろう。

　すると彼は、私の腕を軽く掴んだ。

「えっ？」

　驚いた私は、彼を見上げた。

「これから、パーティーに行く途中だったんだ。よかったら一緒に行かないか？」

「パ、パーティーにですか？　それは、さすがに……。だいたい、部外者の私が行くわけにはいかないです」

　どう見てもパーティーに行く格好ではないし、どういう人の集まりで、なにが目的なのかも分からない。それに、いくら優しそうとはいえ、いま初めて会ったばかりの見ず知らずの人にホイホイついていくわけにはいかなかった。

　すると彼は、優しい笑みを浮かべた。

「せっかくのクリスマスイブなんだから、悲しいことより楽しい思い出を作ろう。オレは相さが良ら。きみは？」

「私は、坂下茉奈です……」

　おずおず答えると、相良さんは掴んでいる私の手を軽く引いた。

「そんなに堅苦しいパーティーじゃないんだ。どうしても雰囲気が合わなければ、途中で帰ることもできる。だから、行ってみないか？　茉奈ちゃん」

　相良さんがナンパのような軽い調子で誘っているわけじゃないと思うのは、穏やかな口調のせいか、彼から漂う気品のせいか。きっと、そのどちらもあるかもしれない。

　さっきから、チラチラと膝を見ては傷の程度を心配してくれているようだし。

　そんな相良さんが、悪い人であるはずがないと感じられたからか。

「はい、ぜひお願いします……」

　気がつくと、私はパーティーへ行くことを了承していた。

　相良さんは嬉しそうな顔で私の背中を優しく押し、助手席のドアを開けた。

「茉奈ちゃん、乗って」

「はい……」

　柑橘系の上品な香りのする車に、おそるおそる乗ってみた。

　高級車なんて初めてで、それだけでも緊張する。

　革張りと思われるシートに体を預けると、運転席の相良さんと目が合った。

　すると相良さんは私を見るなり、クスッと笑った。

「茉奈ちゃんって小柄なんだな。シートにすっぽり入ってる」

「えっ？　そうですか？」

　なぜだか妙に照れくさくて、ごまかすように笑ってみる。

「オレだったら、茉奈ちゃんみたいな子、守りたいと思うけどな。振った男、見る目ないよ」

　相良さんはそう言って、車を走らせ始めた。

「な、なんで分かったんですか？　私が振られたって……」

　相良さんにはなにも話してないのに、どうしてお見通しなんだろう。

　呆あっ気けにとられていると、相良さんは真面目な口調で答えてくれた。

「クリスマスイブの夜に、そんなかわいい格好して泣いてる。それも、危ないことにも気づかないで。その原因なんて、すぐに分かるよ」

「すごい……。相良さんって、鋭いんですね。その通りなんです」

　誰から見ても、今夜の私は惨めに映ってるんだろう。

　ため息が漏れたとき、相良さんがふと言った。

「愚痴でもなんでも聞くから、茉奈ちゃんが話したいことをしゃべってみて」

　ハンドルを握る相良さんは、視線こそ正面を向いているけど、心は私に向いていることが優しい口調で分かる。

「相良さんって本当に優しいです。迷惑をかけた私を、ここまで親切にしてくださって……」

　車にひかれそうになったときですら、私に対して文句じゃなく体を気遣ってくれた。

「そんなに言われるほどじゃないんだけど、茉奈ちゃんを放っておけなかったから」

「相良さん……」

　出会ったばかりの人の優しさに、こんなに心を満たされることがあるなんて……。

　気がつけば私は、和也に振られた話を相良さんにしていた。

「そうだったのか……。それはつらかったな」

　車を走らせる相良さんは、私の話をひと通り聞き終えると、神妙な面持ちで応えてくれた。

「はい。それに、ｅｌｌの指輪って、本当に憧れだったんです。その夢も、彼にとっては重荷だったんでしょうね」

　和也の『重かった』という言葉が頭の中をリフレインしてきて、泣きそうになる気持ちを抑えた。

「茉奈ちゃんは、ｅｌｌがそんなに好きなのか？」

「もちろんです。シンプルだけど品があって大好きなんです。だから、ｅｌｌの指輪が欲しかったんですけど……」

　それなのに、今夜でｅｌｌは切ない思い出に変わってしまったことが、本当に悲しい。

「なるほどな。そんな男は早く忘れたほうがいい。夢を否定するなんて、オレには考えられないな」

「ありがとうございます……。和也の気持ちを、見抜けなかった自分も情けないんですけどね」

　いつかは、私の願いも叶うだろうか。

　愛する人から、愛の証である指輪をもらいたいという願いが……。

「茉奈ちゃん、今夜はオレが忘れさせてあげるよ。きみのつらさを全部。そして明日から、前を向いて進もう」

「相良さん……」

　ハンドルを握る相良さんの横顔は真剣そのもので、そこまで想ってくれる気持ちに、熱いものがこみ上げてくる。

　どうして、見ず知らずの私のために、ここまでしてくれるのかは分からないけど、絶望のどん底だった気分がほんの少しだけ晴れた。

「茉奈ちゃん、もうすぐパーティー会場に着くよ」

「え？　この辺りであるんですか？」

　相良さんの言葉に、車窓から外を見てみると、建物はなく、街灯もまばらにしかない。

　街の中心地から離れたこの場所は、大きな原っぱがあり、夏には野外フェスが行われる。この先は海しかないのに、相良さんの車は迷いなく進んでいた。

「ああ。今夜は、船上パーティーなんだよ」

　相良さんは穏やかに言うと、速度を少し速めた。

「船上パーティーですか……」

　船のパーティーなんて、今まで行ったことがなくて、イメージがまるで湧かない。

　いったい、どんな雰囲気のものか聞いてみようと考えているうちに、車は駐車場らしき広場に着いた。

　ロープで区切られた枠の中には、高級車ばかりが停まっている。それだけでも圧倒されるのに、目の前の港に停泊している船は、テレビでもたびたび紹介されている豪華客船だった。

　私は、思わず言葉を失う。

　見上げるほど大きな船は、クリスマス仕様にライトアップされている。さらに甲板にもイルミネーションが施され、眩しいくらいに輝いていた。

「ごめん、茉奈ちゃん。少し待っててくれるか？」

「あ、はい。分かりました」

　シートベルトを外した相良さんは、どこかせわしなく車を降りていった。

　相良さんを待っている間、窓から船へ入っていく人たちをチェックすると、女性のドレスアップした姿に目を見張る。

「これって、簡単なパーティーじゃないみたい……」

　芸能人さながらの華やかなドレス姿の人たちを見て、急に心細さと不安が押し寄せてきた。

「お待たせ茉奈ちゃん。行こうか」

　十五分ほど経って相良さんは帰ってくると、助手席のドアを開けてくれた。

「はい……。でも、私なんかが行って大丈夫でしょうか？　いくらなんでも、カジュアルすぎる格好に思えて」

「大丈夫だよ。ちゃんと、ドレスがあるから」

「え？　どういうことですか？」

　私の質問に相良さんは答えず、ただニコリとして手を握ると、歩き始めた。

　そんな彼に連れられるまま、入口で警備員らしき人のチェックを受ける。まるで愛想もなく、むしろ威圧感のある男性がふたりで、招待状の確認をしていた。

　雰囲気が物々しく、怖じ気づいてしまった私に気づいた相良さんが、そっと肩を抱いて耳元で囁いてくれた。

「大丈夫だよ、茉奈ちゃん。オレが絶対に側そばにいるから」

「はい……」

　まるでその言葉が魔法みたいに、私から緊張をスッと取り除いてくれる。

　そして、肩から感じる彼の温もりが、いっそう私に安心感を与えてくれていた。




　船内は赤い絨毯が敷き詰められ、天井には大きなシャンデリアが吊るされている。ＢＧＭにはクラシック音楽が流れていて、優雅な雰囲気を演出していた。

　入ってすぐ正面に見える金色に輝く手すりの階段を上がった先には、廊下伝いに個室が並んでいる。

　初めて見る豪華客船の内部に呆気にとられていると、相良さんが説明してくれた。

　この船は、普段は旅行客を乗せて世界各国を回っているけれど、クリスマスのこの時期だけパーティー用として使われる。長期の旅行用としての船だから個室があり、バスルームも一部屋ごとに完備されているそうだ。

　客室は二階から五階までで、約二千人が泊まれるそうで、バーカウンターやプール、レストランにシアターまで備わっているということだった。

　その規模の大きさに唖あ然ぜんとしてしまったのに、相良さんは涼しい顔で説明してくれるのだから、彼はいったい何者なのだろうと不思議になる。

「茉奈ちゃん、ここが衣装室だよ。ドレスのレンタルができるから」

　相良さんは階段を上がって最初のドアをノックすると、私の肩を抱いたまま部屋へ入った。

　そこには、高級そうなドレスがたくさん掛けてあり、シャンデリアで照らされている。ラベンダーの香りがほのかにして、海が見える窓際にはベージュのふたり掛けソファが置かれていた。

「いらっしゃいませ、相良様。ご予約を承っていますから、ごゆっくりとお選びください」

　そう言って出迎えてくれた女性は、三十代半ばくらいの品のある優しそうな人で、名前を向むか井いさんといった。

　予約と言っていたから、さっき駐車場で相良さんが出ていったのは、このためだったのかと、配慮に感謝の気持ちでいっぱいになる。

「ほら茉奈ちゃん、好きなの選んで」

　相良さんに当たり前のように言われ、おそるおそるドレスを眺める。

　どれもロングドレスで、マーメイドラインのものが多い。かなりスタイルがよくないと、着こなせないデザインだ。

　私のように背も低く、スタイルも凹凸がないのでは、似合うとは思えない。

　これでは選びようがなくて、困ってしまった。

　そんな私を、相良さんは足を組んでソファに座り、満足そうに眺めている。

　すると、それまで控えめに見守っていた向井さんが、一着のドレスを手に取り、差し出してきた。

「これはいかがですか？　オフホワイトのＡラインドレスです」

　それは、胸元に同系色のファーがついているサテン生地のもので、七分丈の袖口はパフスリーブになっている。スカート丈はひざ下で、甘めの印象のドレスだった。

「茉奈ちゃん、かわいいじゃないか。着てみたらどうだ？」

　相良さんに言われ、私はコクリと頷く。

　とりあえず着てみようと思い、向井さんに案内されるまま、奥の小部屋に入る。

「部屋の中に、また部屋があるのね」

　慣れないドレスを身につけて、姿見に映る自分が照れくさい。

　なにせ、こんなドレスを着たのは初めてだもの……。

　体のラインを強調しすぎないデザインだから、なんとか着こなせているけど、相良さんはどう思うだろう。

　緊張しながら部屋を出ると、相良さんはハッとした顔で立ち上がった。

「似合うじゃないか茉奈ちゃん。膝の傷も隠れているし」

「本当ですか……？　ありがとうございます」

　相良さんに似合うと言ってもらえてホッとする。

「本当にかわいいよ。ジュエリーは……これだな。茉奈ちゃんは小柄だから、ポイントは上に持っていこう」

　そう言って相良さんは、手に持っているネックレスとイヤリングを見せてくれた。

「これって、ｅｌｌのこの冬の新作ですよね!?」

　絶対にそうだ。星をモチーフにしたもので、雑誌などでも話題になっている。

　ネックレスは二連で、星が流れているのをイメージし、十個のルビーが使われていた。イヤリングにもルビーが垂れさがっている。

「どうしてこれがここに？」

　思わぬｅｌｌの登場に、私は戸惑いを隠しきれなかった。

「実は、今夜のパーティーのスポンサーがｅｌｌなんだよ。だから、ジュエリー類が提供されてるんだ。茉奈ちゃんさえよければ、つけてみたらいい。それとも、ｅｌｌは見たくもないかな？」

「いえ、そんなことはないです。むしろ、感動しました」

　このパーティーのスポンサーがｅｌｌで、それもジュエリーが提供されているだなんて、運命めいたものを感じる。

　和也に振られたことを思い返せば思い返すほど涙が溢れそうになるけれど、ｅｌｌをそれだけの思い出にはしたくない。

　キラキラと輝くジュエリーを眺めながら、切なさと感動と複雑な思いが交こう錯さくした。

「じゃあ、これはオレがつけよう。茉奈ちゃん、前を向いて」

「えっ？　相良さんがですか？」

　それはかなり恥ずかしく、うろたえてしまう。

　意味もなく目をキョロキョロさせていると、相良さんが優しく私の肩を掴んだ。

「ほら、前を向く。これは、オレがつけてあげたいから」

「は、はい……」

　顔が赤くなっていくのを自覚しながら、私はゆっくりと相良さんに背中を向けた。

　さっきまではアップにしていた髪を、向井さんがドレスに合わせて丁寧に巻き直してくれていた。

　相良さんは、私の肩にかかる髪を前に垂らして、ゆっくりと首にネックレスをつけてくれる。

　いつの間にか向井さんの姿はなく、部屋には相良さんとふたりきりになっていた。

「うなじがキレイだな。茉奈ちゃんは色白だから、ルビーが映える」

「そんな……」

　後ろから聞こえる低くも聞き取りやすい相良さんの声に、なぜだか胸の鼓動が速くなる。

　知り合って間もない人を、振られたばかりの私がこんなに意識するのはおかしい。

　それは分かっているのにドキドキするのは、この場所が夢のようにきらびやかな世界だからかもしれない。

「次はイヤリング……」

　相良さんの腕が私の首筋に触れながら、そっと耳にイヤリングがつけられる。

「指輪もあるけど、それはいつか茉奈ちゃんが好きな人から贈られる日まで、楽しみにとっておこう」

「はい……」

　相良さんの優しい口調が、傷ついた心に染みてきて、涙がこみ上げてきそうだった。




　部屋を出ると、外で待っていた向井さんが「お似合いです」と笑顔を向けてくれた。

　相良さんは彼女にお礼を言うと、私の背中を軽く押して先を促す。

　ふたりの短い会話からでも、相良さんが向井さんと顔見知りなのが分かった。それに、この船のこともよく分かっていて、いったい相良さんは何者なのだろうと疑問は募るばかりだ。

　だけど、私がそれを詮索する筋合いはない。

　ここに連れてきてもらって、身に余るドレスアップもさせてもらえた。それだけで十分で、彼が何者かなんて知る必要はない。

　どのみち、一夜限りの偶然の出会いなのだから……。

　今夜の私は、シンデレラと同じで、魔法にかかっているだけ。明日になれば、相良さんは私のことなんて、きっと忘れていく。

　だから、ほんの数時間だけ、夢を見せてもらうつもりでいよう。

　失恋の傷を癒す夢を……。










彼の素顔




　私の背にあったはずの相良さんの手は、いつの間にか肩を抱いている。

　彼をさらに意識してしまい、私の鼓動は速くなっていった。

　相良さんにエスコートされるまま歩いていくと、緩やかな螺ら旋せん階段が見えてきた。

　だんだんと賑やかな声も聞こえてきて、どうやらその先が、パーティーのメイン会場らしい。

　それにしてもさっきから、威厳たっぷりの年配のおじさまたちが、相良さんを見つけるなり丁寧に挨拶をしている。私から見たら、企業の重役でもおかしくない雰囲気の人たちばかりで、呆気にとられてしまっていた。

　相良さんがどういう人なのか、聞かないというより、聞けない気持ちになっていた。

　階段まで着いたとき、こちらに歩いてくる若くて派手な男性が見えた。すれ違うパーティーの参加者は五十代くらいの人が多く、相良さんくらいの年齢の人はほとんどいないから、自然と目を奪われる。

「相良さん、あの方は？　ここに来られている方って、みなさん年上の方ばかりなのに……」

　その男性は、顔立ちが派手で、雰囲気にかなり華やかさがある。彼の隣にはかわいらしい女性がいて、笑顔で見つめ合いながら会話をしていた。

「彼は、嶋しま谷たに智とも紀きっていうんだよ。テレビ局の御曹司で、芸能事務所も経営している副社長。そして隣は奥様の由ゆ香かさん」

「テ、テレビ局の御曹司の方が来られてるんですか!?」

　そう言われてみれば、ニュースで見たことがある。たしか、先月ご結婚されたばかりだ。

「ああ、智紀はうちの……」

　相良さんは、中途半端にそう言うと口をつぐんだ。

「うちの……って？」

　つい聞き返すと、相良さんはぎこちない笑顔で小さく首を横に振る。

「ごめん、なんでもない。それより、おいで。茉奈ちゃんに紹介してあげよう」

　紹介だなんて、この先二度と会うことはないだろうに……。

　そう言って断ろうかとも思ったけど、嶋谷副社長が私たちに気づいて、駆け寄ってきた。

「相良さん、こんばんは。先月は、ありがとうございました」

「智紀、こんばんは。相変わらず、由香ちゃんと仲がよくて羨ましいな」

　相良さんが答えると、ふたりは顔を見合わせて、はにかんだように微笑んだ。

「また、相良さんにはご連絡させてもらいますので……」

「ああ、待ってるよ」

　テレビ局の副社長ですら、相良さんに気を遣っているように見える。

　圧倒されながらふたりの会話を見守っていると、由香さんが私に笑みを向けて言った。

「相良さんの本命の方なんですね。嶋谷の妻の由香です。どうぞ、よろしくお願いします」

「えっ？　本命……？」

　本命って、どういう意味だろう。

　どうやら由香さんは、私を相良さんの恋人だと勘違いをしているみたいだ。

　たしかに、相良さんに肩を抱かれているのだから、誤解をされても仕方ない。

「いえ、私は相良さんの恋人ではないんです……」

　おずおず否定すると、嶋谷副社長が由香さんの腕をさりげなく突いた。

　彼女は余計なことを聞いたと思ったらしく、「すみません……」と言って、バツが悪そうに小さくなる。

　すると、相良さんが穏やかな口調で、私を紹介してくれた。

「彼女は坂下茉奈さん。今夜はオレに同伴しているんだ」

「そうだったんですか。どうぞよろしくお願いします」

　嶋谷副社長は愛想よく答えると、由香さんを促し、先に階段を下りていった。

「相良さん、誤解されちゃいますよ……。手を離していただけませんか？」

　相良さんを見上げると、彼はニコリと笑みを浮かべた。

「女性をエスコートするときに、肩を抱くのは不自然な行為じゃない。ただ、茉奈ちゃんが不快なら離すけど」

「不快なんかじゃないです。ただ、相良さんに迷惑がかかります。私が恋人だと、他の方にも勘違いされてしまいますよ？」

　勘違いされて、相良さんは嫌じゃないのか、そんな当たり前の疑問を持って聞いてみたけど、彼は涼しい顔をしている。

「別に構わない。それより、茉奈ちゃんが、オレのことを心配しなくていいんだよ。今夜はとにかく、少しでも楽しんでほしいから」

「相良さん……」

　不思議な人……。なんの面識もない私に、どうしてそこまでしてくれるのだろう。

　分からないことだらけのまま、私は相良さんに促されてメイン会場に向かった。

　階段を下りると、大きなシャンデリアが輝く広間が見えた。丸テーブルがいくつもあり、その上には料理が置かれている。立食形式で、フレンチから中華、和食まで様々あった。そこをみんな思い思いにまわり、グラス片手に談笑をしている。

「茉奈ちゃん、お酒飲める？」

　呆然と夢見心地でいると、相良さんに声をかけられて我に返った。

「あ、はい。大丈夫です」

「じゃあ、少し食事にしよう。このあとは、ビンゴやダーツゲームがあったりで、落ち着かなくなってくるから」

　流れまできちんと把握しているなんて、相良さんは本当に何者なんだろう…。

　それにしても、クリスマスイブの夜にシングルでパーティーに出席する相良さんに違和感を覚える。だいたいみんな、パートナー同伴なのに。

　仕事の絡みで来ているなら、私が邪魔だろうから、それも違うのだろう。

　相良さんはそのあとも、顔見知りらしき方に会うたびに挨拶をするけれど、私の側を離れようとはしなくて、パーティーに不慣れな私に料理やお酒をすすめてくれた。だけど私は相良さんがどういう人なのか気になってしまい、せっかくの料理もどこか上の空で食べていた。

　そして、ひと通り食事が済んだところで、正面のステージに司会者が登場し、ビンゴが始まった。出席者はそちらに注目する。

　私も自然と聞き入っていると、なんとビンゴの景品がｅｌｌのジュエリーだと分かって驚いた。

　ステージ上では、ジュエリーケースにネックレスやピアス、そして指輪が収まって、キラキラと輝いていた。

「ビンゴの景品にまで、ｅｌｌが提供されているんですね？」

　興奮気味に相良さんに言うと、彼は苦笑いを向けた。

「茉奈ちゃん、ビンゴより少し夜風に当たらないか？」

「え？　でも……」

　せっかく景品がｅｌｌのジュエリーだから、参加はできなくても見てみたい気がする……。

　心の中で残念に思う気持ちが伝わったのか、相良さんは私の頭をポンポンと優しく叩いた。

「ビンゴに参加させてあげたいけど、茉奈ちゃんが手に入れる最初のｅｌｌが、景品というのは嫌だな」

　そう言われてしまっては、彼に従うしかない。この場で私が我儘を言える権利はないのだから。

　小さく頷くと、相良さんは満足そうに歩き出した。

　彼のあとをついていくと広間の先に大きなウッド調の扉があり、そこを開けると甲板へ続いていた。車から見えたイルミネーションは、ここだったらしい。

「すごい……。間近で見ると迫力ありますね」

　夜の海をバックにしているからか、ネオンがより映えていた。足元も白と青の電球の道になっていて、雪だるまやツリーなどクリスマスでお馴染みのオブジェが、両サイドに飾られていた。

「キレイだろ？　ゲームが終わるとここも騒がしくなるから。今だけなんだよ。こんなに静かに見られるのは」

　言われてみると人の数はまばらで、少し先にはさっき会った嶋谷副社長夫妻がいる。

「ロマンチックですね……」

　こんなに贅沢なイルミネーションを見るのは初めてで、相良さんがいなければ一生目にすることはなかったと思う。

　感動する気持ちと同時に……ここにいるのがどうして和也じゃないんだろう、という気持ちが頭をよぎる。

　本当は、イルミネーションなんか見られなくても、和也と過ごせればそれでよかった。寒い冬空の下でも、彼がいれば寒さなんて忘れられた。

　それなのにどうして、あんなひどい別れ方をするの？

　私との思い出が、全部嘘だったと言われたのと同じで、切なさと苦しさと、どうしようもない悲しみがこみ上げてきた。

「茉奈ちゃん？」

　気がつけば、涙がひと粒ふた粒とこぼれ落ちている。

　相良さんに、夢のような場所に連れてきてもらえて、気持ちも落ち着いてきたかと思っていたのに。

　やっぱり思い出すのは、大好きな彼のこと……。

「和也……。ひどいよ」

　こらえきれずに口にして、嗚お咽えつを漏らす私を、相良さんは優しく抱きしめた。

「相良さん……？」

　ハンカチを巻いてもらったときと同じ柑橘系の品のある香りが、私をふわりと包み込む。

　突然の行為に戸惑うばかりで、そのあとの言葉が続かなかった。

「泣くなよ、茉奈ちゃん。ここは夢を見る場所なんだ。でも、消えてなくなる夢じゃない。新しい明日へ踏み出す、きっかけを作るところなんだよ」

「はい、ありがとうございます……」

　優しく髪を撫でてくれる相良さんの温もりに、今は素直に甘えようと思ったのは、誰かに支えてもらわないと、心が折れきってしまいそうだったから。

　初対面とはいえ、こんなふうに私を受け止めてくれる相良さんに、少しだけ安らぎを感じていた。

「茉奈ちゃん、今夜は泊まれる？　個室は確保してあるから、不都合がなければ泊まったらいい」

「えっ!?　泊まるのはさすがに……。それに、着替えも用意してないですし」

　そこまで好意に甘えるわけにはいかなくて、慌てて断る。

　すると、相良さんは優しく私の体を離して微笑んでくれた。

「メイク道具やバスグッズは備わっているから、それを使ったらいい。今夜はオレからのクリスマスプレゼントだ」

　きっと相良さんは、失恋した私を心配して言ってくれているのだろう。

　相良さんの気遣いが嬉しくて、その提案をありがたく受け入れることにした。




　彼が案内してくれたのは、一番上の階にあたる五階の奥の部屋だ。

　入ってすぐの正面にキングサイズのベッドが見えた。その左手には海に面した窓があり、右手にはふたり掛けの深い緑色のソファが置かれている。

　優しいオレンジ色の光を放つシャンデリアが、温かい気持ちにさせてくれる。

「あの、この部屋に本当に泊まっていいんですか？」

　どう見ても高そうな部屋だし、私が使うにはかなり贅沢だ。

「いいよ。プレゼントだから。オレは別の部屋に泊まるけど、なにかあったら遠慮なく部屋の電話を使えば対応してもらえるから」

　相良さんは、ひと通り部屋を見回して、不都合がないかを確認してくれている。

　彼のその気持ちが、本当に嬉しい……。

「相良さん、なにからなにまで、ありがとうございます。こんなに素敵な誕生日を過ごせるなんて、思いませんでした」

　和也に振られた直後は、どうしたらいいのか分からなくて途方にくれていたのだから。

「もうお礼はいいよ。茉奈ちゃんの心の傷が、少しずつでも癒されるように……。じゃあ、いい夢見なよ。おやすみ、茉奈ちゃん」

「はい、おやすみなさい。相良さん……」

　彼を見送ったあと、ドレスを脱ぎ、シャワーを浴びる。

　ドレスは明日の朝、向井さんが取りに来てくれるとのことで、皺しわにならないようにハンガーにかけておいた。

「こんな部屋をとっていて、高級車に乗っていて、見ず知らずの私をパーティーに参加させてくれて、相良さんはどういう人なんだろう……」

　嶋谷副社長みたいに、どこかの御曹司なのかもしれない。そうでなければ、今夜の出来事はとても理解できそうにないもの。

　本人に聞けば解決するけれど、初対面の人にあれこれ尋ねるのは気が引けるし、相良さんは名字しか教えてはくれなかった。だから、あまり踏み込まないほうがいいのかもしれないと、私になりに考えて聞かないでおいた。

　どうせ明日からは、二度と会うことのない、私とは住む世界が違う人。そうやって、気持ちを切り替えて忘れていくしかない。

「そうだ。ハンカチ、キレイに洗って明日の朝には返さなくちゃ」

　シャワーを浴びるときに膝から外して、洗面台に置いたままになっていた。

　洗うために改めて広げると、右下に〝Ｙ〟と刺繍されていることに気づいた。

　それはブランドのロゴマークではない。ということは、相良さんの名前……？

「名字だとＳになるから、きっと下の名前なんだわ」

　や行の名前なんだろうと想像したけれど、気にしないように自分に言い聞かせる。

　相良さんは、今夜限りの人なのだから。

　私は、部屋に備え付けの洗剤でハンカチを丁寧に洗うと、ハンガーに吊るした。




　翌朝七時に目が覚めた私は、着替えを済ませて朝食を終える。

　朝食は、自分の希望する時間に部屋へ持ってきてくれるサービスになっていて、オムレツやサラダなどを堪能した。

　そして九時になると、約束通り向井さんがドレスを取りに来てくれた。

「おはようございます、向井さん。あの、相良さんのお部屋は、どこかご存知ないですか？」

　ハンカチを返そうと思ったけれど、肝心の部屋の場所を聞いていなかった。しかも、携帯番号も知らない。

　最後にもう一度お礼を言いたいから、会いたかったのだけど……。

　向井さんは眉を下げて残念そうな顔をした。

「相良様は、急なお仕事で朝早く帰られたと聞いています」

「えっ？　帰った？」

　じゃあ、もう二度と会えないということ……？

　覚悟はしていたけど、あっけない別れに放心状態になる。

「あの、相良さんからハンカチを借りていてお返ししたいんですが、連絡先を教えてもらうことはできませんか？」

　せめて、会社の連絡先だけでも聞けたらと、わずかな望みをかけてみたけど、向井さんはゆっくり首を横に振った。

「申し訳ありません。私は存じ上げませんし、仮に知っていたとしても個人情報はお教えできなくて……」

「そうですか……。ご無理言ってすみません」

　それなら、せめてハンカチだけでも預かってもらえないか頼んでみたけれど、次はいつ相良さんに会えるか分からないという理由で、断わられてしまった。

　相良さんには、もう会えない……。

　昨夜、『おやすみなさい』と交わした言葉が最後になってしまったなんて。

　せめてもう一度、会いたかった……。

　ドン底に沈みそうだった私を、ここへ連れてきてくれた相良さんに、心残りなくお礼が言いたかった。だけど、それは叶わないのだから、どうしようもない。

　ハンカチはバッグにしまって、スタッフの人に挨拶をすると船をあとにした。

　外は寒いけど、澄みきった青空が広がっている。この空のように、私の心も晴れて前に進めたらいい。

　さようなら、相良さん。そして、夢を見させてくれて、ありがとうございました。

　途中でタクシーを拾うと、そのまま自宅へ向かう。

　相良さんと過ごした余韻に浸っていたくて、今日は家で過ごそうと決めた。




　私が住むマンションは、中心地から電車で約三十分の郊外にある。周りにはスーパーやコンビニ、同じような低層マンションが建ち並び、それなりに賑やな場所だ。

　部屋に戻ると、私はすぐにルームウェアに着替えた。

　１ＤＫのこの部屋にはテレビとベッド、それに小さなドレッサーとハンガーラックがあるだけ。これがいつもの光景だと分かっているのに、どうして今日は色あせて見えるのだろう。ほんの数十分前まで、豪華客船にいたとは思えない。

　バッグからハンカチを取り出し、丁寧に広げる。

　傷ついた膝を巻いてくれたものだから、血がシミになっていないか心配だったけど、大丈夫みたいだ。

「せめて、会社名だけでも聞けていたら、連絡が取れたのに……」

　この胸がポッカリと空いた感じは、なんだろう。

　二度と会えない人だと分かっていたつもりなのに、寂しくてたまらない。

　お礼も言えずに帰ってきてしまったから、余計に孤独感が増すのかな……。

　相良さんのことは、キッパリ忘れなければいけない。

　彼からも連絡先を聞かれなかったのだから、それが相良さんの答え。

　私とは、一夜限りの思い出なのだと。

　ハンカチは、万が一偶然出会えたときに返せるように、常にバッグに入れておくことにした。心のどこかで、それを期待している自分がいるから……。

　しばらくは切なさが蘇りそうだけど、せっかく相良さんが素敵な時間をくれたのだから、これからは前へ進んでいかなければいけない。

　気を紛らわせるために、ベッドに座り、テレビをつける。すると、ちょうどクリスマスの特番をやっていて、先月行われた嶋谷副社長夫妻の結婚式の話が出ていた。どうやら、この局は嶋谷副社長の経営するところらしい。

　ゲストの若い女性タレントが、中年の男性司会者と盛り上がっている。内容は、由香さんの結婚指輪についてで、なんと数千万円はするｅｌｌの指輪だということだった。

「ｅｌｌの指輪だなんて、羨ましい……」

　思わず食い入るように見てしまったけれど、和也との失恋と、相良さんとの一夜の夢、その両方が思い出されてしまって涙がじわりと浮かんでくる。

　チャンネルを変えてしまおうと、リモコンに手を伸ばしたときだった。

「このｅｌｌを創業した相良社長は、なんとまだ三十二歳という若さなんですよ」

　司会者の言葉に、動きが止まる。

「すごくイケメンの方ですよね？　私もパーティーでお会いしたことがあるんですよ」

　興奮気味に話す女性タレントの言葉のあとに映し出された顔写真は、昨夜出会った相良さんだった。顔写真の下には、【相良優ゆう一いち社長】と表示されている。

「相良さんが、ｅｌｌの社長……？」

　頭の中が混乱し、理解が追いつかない。

　テレビの中では「恋人はいるんですかね？」だの、相良さんのプライベートの話題で盛り上がっている。だけど、そんなことより相良さんがｅｌｌの社長だったということに、呆然としてしまった。

　だから、嶋谷副社長のことも知っているし、結婚式にも出席してたんだ……。

　あのとき、相良さんが副社長とのことを『オレの……』と言いかけていたのは、もしかしたら〝顧客〟とでも言いたかったのかもしれない。

　それに相良さんがｅｌｌの社長ならば、昨夜のパーティーでの謎もほとんど理解できる。船内に詳しかったのも、出席者の人たちが相良さんに会釈をしていたのも、それは彼がｅｌｌの社長だったから。

「本当に昨夜は夢だったのね。そもそも私が出会えるような人じゃなかった」

　あのハンカチの〝Ｙ〟は、相良優一さんの〝Ｙ〟。

　彼が、ｅｌｌの社長だったなんて……。










運命の再会




　相良さんとの出会いを無駄にしたくなくて、一度はしっかり和也と話をしようと決めて連絡したけれど、「ウザい」のひと言で終わってしまった。

　そんな簡単に付き合っていた時間を終わらされたことに、かえって悲しみなんて吹っ飛んでいった。和也を好きになった自分ですら、腹が立つくらいだった。

「はぁ……。もっとすんなり、仕事って決まるものだと思ってたわ」

　あれから季節は変わり、もう四月。すっかり暖かくなり、私は心機一転、転職することにした。

　今までの機械メーカーの事務の仕事もそれなりに満足していた。それでも辞める決心をしたのは、生まれ変わりたかったから。大げさかもしれないけど、やりがいを感じられる仕事を見つけたかった。

　そう決めたのは、相良さんとの思い出があるから。私のために、彼が費やしてくれた時間を意味あるものにしたくて、新たに前へ進む決心をした。

　だけど、転職活動は思うようには進まず……。

「どこも書類落ちか面接落ちかあ……。このままじゃ、地元に帰らないといけなくなりそう」

　今のマンションの家賃も、仕事が決まらなければ払えなくなる。

　ハローワークからの帰り道、今日もめぼしい企業が見つからず、落ち込み気味で街を歩いていた。

　和也とのことがあったせいで、あれからｅｌｌのショップの前には一度も行っていなかった。もしかしたら、相良さんに偶然でも会えるかもしれない、という淡い期待よりも、切ない思い出のほうが勝ってしまっていた。

「……なんて、社長がショップに来るわけないか」

　まだお昼を過ぎたばかりで、とりたてて用はない。あてもなく歩いていた足は、自然とｅｌｌのショップへ進んでいた。

　なぜだろう、あれほど抵抗があったのに、吸い寄せられるように店の前に来てしまった。

　和也のことも、相良さんのことも、少しは前向きに考えられるようになったからだろうか。

　こうしてｅｌｌのショップを見ると、和也を少し思い出すけど、もう未練なんてない。むしろ相良さんの笑顔が思い浮かんで、胸がズキンと痛んだ。

　しばらくウインドウ越しにジュエリーを眺めていると、店のドアが勢いよく開く。そして、そこから出てきたのは……。

「茉奈ちゃん！」

「さ、相良さん!?」

　まさか相良さんがショップにいるとは思わず、驚きで言葉がそれ以上出てこない。

　ハンカチを返したいことや、相良さんがｅｌｌの社長だったことや、パーティーのお礼や……。とにかく話したいことはたくさんあるのに、こうやって再会できただけで胸がいっぱいになってしまった。

　そんな私を、相良さんはどこか思いつめた表情で見つめている。

　なにか話さないと……。

　混乱する頭でやっと出てきた言葉は、やっぱり相良さんの素顔のことだった。

「あの……相良さんって、ｅｌｌの社長だったんですね。テレビで偶然見て驚きました」

　おずおず言った私は、ハンカチをバッグから取り出す。

　相良さんがｅｌｌの社長だと知ってから、ｅｌｌに電話をしてみようかと思ったこともある。だけど、もし迷惑だったらどうしよう……と思い、できずにいた。

「相良さん、イブの夜は本当にありがとうございました。ハンカチ、お返ししたかったんですけど、会社に連絡するのも気が引けて、ずっと持ってたんです」

　これでようやく返せて、相良さんと私を繋ぐものはなくなった。もう、相良さんに会わなければいけない理由は、なにもないのだから、本当にお別れだ。

「ありがとう……」

　相良さんはポツリと呟くように言って受け取ると、真剣な眼差しで私を見て手を取った。

「茉奈ちゃん、少し時間をくれないか？」

「えっ？」

　私の返事を待たずして、相良さんは強引に手を引っ張ると店内へ入っていった。

　初めて入ったｅｌｌのショップは、白が基調の清潔感溢れる空間だった。中央には大きなガラスのショーケースがあり、壁際には、新作だろうか、指輪やネックレスが小さなライトに照らされて並んでいる。静かなクラシック音楽が流れていて、ｅｌｌの洗練された高級なイメージを漂わせていた。

　ジュエリーケースの向こう側には若いキレイな女性の店員さんがふたりいて、笑顔を崩すことなく視線だけを私たちに向けた。

　社長に手を引っ張られて入る私を、きっと不審がっているに違いない。

　相良さんは、お構いなしに足早で店内を横切っていく。そして奥にあるドアを開けて入ると、すぐに鍵を閉めた。

　この部屋がなにに使われているのか、そんなことを確認する間もなく、突然私は相良さんに抱きしめられた。

「茉奈ちゃん、会いたかったよ……」

「さ、相良さん……？」

　心臓が痛いくらいに、鼓動が速くなっている。

　相良さんの言葉の真意が、すぐには理解できないけれど、私も彼に会いたかった。その気持ちを今改めて実感して、体を離すことができずにいた。

「パーティーが終わってから、早朝に仕事のトラブルの連絡が入ってね。会社に行かなくちゃいけなくなったんだ」

　痛いくらいに私を抱きしめ、相良さんはゆっくりとそう言った。

「はい……。向井さんから伺いました」

「オレも彼女から聞いたよ。茉奈ちゃんが、ハンカチを返したがっていたことを。本当は、すぐに戻ってくるつもりだったんだ」

「えっ!?　そうだったんですか？」

　思わず体を離して顔を上げようとすると、相良さんは半ば強引に抱きしめ直した。

「ああ。だけど、船に戻ったときには茉奈ちゃんの姿が見当たらないだろ？　スタッフに聞いたら、帰ったと聞いて愕がく然ぜんとしたよ」

　相良さんは、ほんの数秒黙ってそして続けた。

「連絡先を聞かなかったことを、心底後悔した。だけど、こうやって今日再会できて、本当に嬉しい」

「相良さん……。どうして、私のことを忘れないでいてくれたんですか？」

　ｅｌｌの社長である相良さんなら、私のように特別美人でも華やかさがあるわけでもない女性なんて、すぐに忘れると思っていた。だけど、相良さんはずっと覚えてくれていて、そしてもう一度会えたことを喜んでくれている。そのことが、どうしても不思議だった。

「茉奈ちゃんが、ちゃんと笑えているか心配だったから。できるならオレが側にいて、茉奈ちゃんを笑顔にしたいと思ってたんだ」

「相良さん……」

　胸がいっぱいで、泣きそうになる。一夜限りの出会いだと自分に言い聞かせていたのに、相良さんはずっと私に会いたがってくれていた。

「ごめんな、オレの素性を隠していて」

「いいえ。私に話さなければいけない理由はないですから。それに、次の日にはテレビで知りました」

　クスッと笑って言うと、相良さんが小さなため息をついた。

「そうだよな。黙っていても、茉奈ちゃんが知る可能性はあったんだから、正直に話していればよかったのかもしれない」

　ようやく体を離した相良さんが、バツが悪そうに苦笑いをした。

「どうして、話してくれなかったんですか？」

「話せなかったんだよ。ｅｌｌに切ない思い出を作ったばかりの茉奈ちゃんに、自分がそれを創った人間とは言えなかった」

「そうだったんですね……」

　相良さんがそれほど私を気遣ってくれていたなんて、その優しさに心がどんどん温かくなる。

　ぎこちなく微笑むと、相良さんも優しく笑顔を向けてくれた。

「ところで茉奈ちゃん、今日はどうしたんだ？　仕事は休み？」

「それが、実は……。今、転職活動中なんです」

「えっ？　転職活動？」

　驚く相良さんに、私は仕事を辞めて転職先を探していることを話した。

「そこまで前向きになれたなら、よかった。茉奈ちゃんって、けっこう大胆なんだな。感心する」

「いえ……。そんな立派なものじゃないです。だいたい、仕事が見つからないままなんで。このままじゃ、実家に帰らなくちゃならないかも……」

　思わずため息が漏れてしまった。

　せっかく相良さんと再会できても、地元に戻ったのでは簡単には会えなくなる。

「茉奈ちゃんの実家は、どこにあるんだ？」

「広島です……」

　そう答えると、相良さんは表情を曇らせた。

「広島か……。それは、遠いな……」

　腕を組み、口を固く閉じ、なにか考え込んでいる。

　どうしたのだろうと黙って待っていると、相良さんが私に穏やかに言った。

「なあ、茉奈ちゃん。ｅｌｌで働かないか？」

「えっ!?　わ、私がですか？」

　予想もしていなかった言葉に、声が大きくなる。

　すると相良さんは、慌てて私の口を手で塞いだ。大きくて温かい手に触れられて、胸がときめく。

「店内に聞こえるから。あくまで、この話は特例」

　そうたしなめられて、私は小さく頷いた。

　それを確認した相良さんは、安心したように小さく息を吐いて手を離してくれた。

「あの……とても光栄なお話なんですけど、ｅｌｌのショップの雰囲気に私は合わないと思うんです」

　店内にいた女性店員のようなキレイで洗練された雰囲気は私にはない。

　相良さんの好意はとても嬉しいけれど、返事ができる申し入れではなかった。

「誰も、ショップの店員とは言ってないよ。オレの秘書のつもりで話したんだけどな」

「秘書ですか？　それはつまり、相良さんの側で働くということですよね……？」

　ますます受け入れがたい話に、おずおず尋ねると、相良さんはニコリと微笑んだ。

「そうだよ。仕事なら、オレが教えてあげられるから」

「で、ですが……」

　そんな簡単に決められることなのか謎だけど、相良さんは私の動揺をまるで意に介していない。それどころか、さらにダメ押しをしてきた。

「仕事が見つからなかったら、広島に帰らないといけなくなるんだろ？　いいのか？」

「それは、困ります……」

　相良さんに、なかなか会えなくなるのは避けたい。せっかくこうして再会できたのに、遠く離れてしまったら、今度こそ忘れられてしまいそうだ。

　だけど、未経験でしかも憧れのｅｌｌでの社長秘書の仕事を『やります』と即答できるわけがなかった。

「オレはこのまま、あのイブの夜みたいに、茉奈ちゃんと離れてしまうのは嫌だ。もっときみを知りたい……」

「相良さん……。それは、私も同じです。住む世界が違う方だと分かっていながら、どこかで会いたいと思ってました」

　相良さんのストレートに気持ちをぶつけてくる姿に押されて、私も自分の想いを伝えていた。

　すると相良さんは、パッと顔を輝かせた。

「じゃあ、引き受けてくれるだろう？　秘書の仕事を」

　あの憧れのｅｌｌで働けるなんて考えたこともなかった。まるで夢でも見ているみたいに嬉しい。秘書の仕事は初めてだし、不安はあるけれど、挑戦してみたい。

　その気持ちで、恐縮な思いを持ちつつ首を縦に振った。

「未経験なので、ご迷惑をかけるかもしれません……」

「構わないよ。すべてオレがサポートする」

　力強く言う相良さんに、私は胸を高鳴らせながら頷いていた。

「ありがとうございます。ぜひ、よろしくお願いします」

「ありがとう、茉奈ちゃん」

　相良さんはホッとしたように、私を優しく抱きしめた。

　どうして、こんなふうに抱きしめるの……？

　そんな戸惑いを持ちながら、体を離そうと小さく相良さんの体を押し返そうとしたけど、さっきと同じようにそれは彼の力で抑えられた。

　そのあとは、ほとんど夢見心地で、相良さんから説明された出勤に関する話を、ひたすらメモに取っていたことだけは覚えている。

　出勤は、週明けの月曜日からになった。

　初出社までの間、私はスーツの準備をしたり、ｅｌｌの本社ビルを確認したりで、落ち着かない日を過ごす。

　相良さんは仕事で忙しいようで、月曜日までは会えない。それでも日曜日の夜、【明日、茉奈ちゃんが出勤してくるのが待ち遠しい】とメールをくれた。

　それが嬉しくて、月曜日の朝が待ちきれないほどだった。




　そして月曜日、ショップから徒歩十五分ほどの場所にあるｅｌｌの本社へ向かう。

　五十階建てのモダンなグレーのビルに本社があり、四十七階から最上階までがｅｌｌのオフィスだ。相良さんの社長室があるフロアは五十階にあり、緊張感いっぱいでエレベーターに乗り込んだ。

　突然、社長秘書に命じられた私を、他の社員の人はどう感じるだろう。そのことが特に不安だった。

　五十階に到着し、エレベーターを降りたところで、

「おはよう、茉奈ちゃん」

　相良さんに穏やかな笑みで迎えられた。

「相良さん!?　もしかして、待っていらしたんですか？」

　濃紺のスーツに、深い赤色のネクタイを締めた相良さんが、驚きで唖然とする私の至近距離まで近づいてきた。

　さっきまでの緊張は、ときめく気持ちに変わっている。

　鼓動の速さを感じながら彼を見上げると、そっと左頬を触れられた。

「ようやく、茉奈ちゃんが来てくれるんだから、じっとしていられなかったんだ。再会してからは数日のことだったけど、それまでは三カ月待ったんだよ」

「相良さん、すごく嬉しいです……。私も、今日が待ちきれませんでした。昨夜は、興奮しちゃったのか、あまり眠れませんでしたし」

　照れくささを隠すつもりで苦笑いをすると、相良さんに無言で抱きしめられた。

「あの……。ここ、会社ですよ？　誰かに見られたら……」

　とても大胆な行動に、私は面食らってしまう。だけど、相良さんは体を離すどころか、さらに強く抱きしめ、顔を私の髪に埋めた。

「ここは、人の出入りが少ないから大丈夫。それより、かわいいことを言う茉奈ちゃんが悪い」

「かわいいことですか……？」

　初めて会ったときと同じ、相良さんの色っぽい香りに酔いしれながら、なにを言っただろうと自分の言葉を思い返す。

　すると、相良さんが言った。

「今日が待ちきれなかったって言ったろ？　そんなことを聞かされたら、抱きしめたくもなるよ」

「相良さんってば……」

　そんなに喜んでくれるなんて、こうやってｅｌｌの本社に来た今でも、まるで夢を見ているみたいだ。

　相良さんは一度私をきつく抱きしめたあと、体を離し笑顔を向けた。

「おいで。みんなに紹介するよ」

「あ、はい……」

　社員はどんな人たちなのか、社内はどんな雰囲気なのか、想像するほど緊張する。

　相良さんにエスコートされる形で、曇りガラスのドアを開けてもらい、中に入ると、目の前にショーケースが飛び込んできた。

「これって、飾られているのは本物のジュエリーですか？」

「ああ、そうだよ。新作を飾るようにしているんだ」

　そこには、豪華なダイヤのネックレスにイヤリング、そしてティアラが数点、小さなライトに照らされて輝いている。

「素敵……。こんな入口から入ってすぐの場所にあるなんて、かなりインパクトがありますね」

　思わず立ち止まって眺めていると、相良さんが私の後ろに立ち、肩越しにショーケースを覗き込む。すぐ真横に彼の顔があって、少しでも動いたら頬が当たりそうだ。

　ドキドキする気持ちを隠して、ジュエリーだけを眺めていた。

「それは、このフロアには上顧客が来るからなんだ。そういう人たちに対するサービス。このティアラは、結婚式用として作ったものなんだよ」

「そうなんですね……」

　早く離れてくれないだろうか……。

　恥ずかしさでいっぱいの私は、そう言ったきり固まってしまった。

　すると、相良さんのクスッと笑う声がした。

「ごめん、茉奈ちゃんをいたずらに緊張させるつもりじゃなかったんだ」

　言いながら、ようやく相良さんは私から体を離した。

　私もホッとしながら、少し肩の力が抜けていく。

「相良さんって、結構大胆なことをしますよね？」

　顔の火照りはまだ冷めなくて、手で小さくあおぐ。

「本当にごめん。茉奈ちゃんと一緒に仕事ができるのが嬉しくて、気持ちをコントロールできなかった」

　相良さんは楽しそうに言うと、私を奥へと促した。

　案内されたオフィスは、大きな窓が部屋全体に広がって、開放感で溢れている。

　社員の人はおよそ三十人。二十、三十代の若い人たちが目立つ。女性のほうが若干多くて、外国人も三人ほどいた。みんな、笑顔でこちらを見ている。

　相良さんが「坂下茉奈さんです」と私を紹介すると、全員が立って拍手をしてくれる。

　不安があったけれど、快く受け入れてもらえて、ようやく私も笑顔がこぼれた。










恋人はカリスマ社長




「じゃあ、社長室に案内しよう。奥のグレーの扉の向こうが、社長室なんだ」

「は、はい」

　いよいよ仕事が始まると思うと、背筋が伸びる。

　今日からの秘書の仕事は、どんなに大変でも絶対に頑張ろうと決めていた。

　相良さんは、私を二度も助けてくれたから。

　一度目は、和也に振られたとき。そして二度目は今回。仕事が見つからなければ、地元へ帰らなければならなくなっていたし、なにより憧れのｅｌｌで働くことができる。そのご恩を絶対に無駄にはしないと固く誓っていた。

　社長室に入ると、右手に窓があり、自然光が適度に差し込んで明るい。左手には電話とパソコンが置かれた小さなデスクがある。

　そして正面が相良さんのデスクで、同じように電話とパソコンが備えられている。

　その背後には本棚があり、資料で使うのか、写真集や雑誌などがびっしりと並べられている。なかには英語のタイトルのものまであった。

「実は今まで、秘書をつけたことがなくてね」

　相良さんは、自分のデスクに置かれている郵便物を手に取り、確認しながら言った。

「そうなんですか？　じゃあ、スケジュール管理とかは自分でされていたんですか？」

　社長という役職の人には、当たり前のように秘書がいるのだと思っていたから驚く。

「ああ。もともとｅｌｌを立ち上げたときは三人しかいなかったから、自分のことをひとりでこなす習慣は身についてるんだ」

　ひと通り郵送物に目を通した相良さんが、苦笑いで私を見た。

「だけど、だんだんｅｌｌも大きくなって、仕事が増えてくると、サポートが欲しいと思うようになったんだ」

「それは当然ですよ。相良さんが多忙なのは想像できますし、他の方に頼める仕事は、任せたらいいと思います」

　ｅｌｌでは新米の私が語るのも生意気かもしれないけど、相良さんは嬉しそうに目を細めた。

「とはいえ、誰でもいいわけじゃない。秘書は、オレと一番長く時間を過ごすパートナーになるわけだから」

「はい、それも分かります」

　カリスマ社長と言われる相良さんの秘書の人選は、きっと厳しいものに違いない。それだけに、本当に私でよかったのだろうかと不安になる。

　すると、相良さんは穏やかな目で私を見た。

「茉奈ちゃんだから、この仕事をお願いした。それは分かってもらえるかな？」

「えっ？」

　それを、どういう意味に受け取ればいいのか、よく分からなくて返事に困ってしまった。

「オレは軽々しい気持ちで、茉奈ちゃんをここへ連れてきたわけでも、何度も抱きしめたわけでもない」

「それは、私も一緒です。もちろん、不意打ちな場面ばかりでしたけど、相良さんだから抵抗しませんでした……」

　ドン底の私を救ってくれた相良さんに、私はすっかり心を許している。

　クリスマスイブから三カ月の間、相良さんのことが頭から離れることはなかった。ふと気づけば、あの豪華客船での夢のような時間を思い出し、時間が経つにつれ、相良さんで心がいっぱいになっていた。

　でも、それが恋心なのか、考えても分からなかった。単に、慰めてもらえたから、彼を忘れられないでいたのか、答えが出せないままでいる。

　だけど、相良さんの存在が私を元気にしてくれるのはたしかだ。失恋の傷を癒してくれて、さらに前向きに歩きたいと思わせてくれたのは、まさしく彼だった。

「茉奈ちゃん、それはオレのことを少しはよく思ってくれていると、自うぬ惚ぼれていいのかな？」

「は、はい……」

　この気持ちを、どう表現したらいいのか分からない。だけど、相良さんを嫌いではないのだから、頷いた。そしてその途端、なぜだかとても恥ずかしくなり、立ち尽くしたまま俯いてしまった。

「茉奈ちゃん」

　相良さんの優しく私を呼ぶ声がして、ゆっくり顔を上げる。

　すると、相良さんは私を、笑みを浮かべたまま見つめて言った。

「オレと付き合ってくれないか？」

「え……？」

　思いがけない告白に、理解が追いつかない。

「あ、あの……。それは、恋愛の意味でってことですか？」

　おずおず尋ねると、相良さんは小さく笑った。

「当たり前だろ？　オレは初めて会ったイブの夜から、茉奈ちゃんに惹かれていた。そして再会して、自分の気持ちがハッキリ分かったよ」

「ハッキリ……？」

「そう。オレは、茉奈ちゃんに側にいてほしい。もちろん、彼女として」

　相良さんの言葉に、私は胸が熱くなっていくのが分かる。まっすぐ私を見つめる目に、吸い込まれていきそうだった。

「実はこの三カ月、ずっと茉奈ちゃんを探していた」

「えっ？　私をですか……？」

　覚えていてくれただけでも嬉しいのに、探してくれていたなんて……。

　驚きを隠せなくて言葉が続かない。

「ああ。だけど、茉奈ちゃんに関する情報はなにもないだろ？　最初に出会ったあの通りを歩いてみたり、街中でも周りを注意してみたり……そんなことだ」

「そんなことって……。私はとても嬉しいです。忙しい相良さんが、私のことを気に留めてくれていたのが」

　お互い同じような気持ちだったことに心がどんどん満たされていく。

「気に留めてるんじゃない。好きなんだよ、茉奈ちゃんが。告白の返事はいつでもいい。仕事のことは抜きにして、ゆっくり考えて」

　相良さんは笑顔で言って、デスクへ戻ろうとした。その瞬間、私は無意識に彼の腕を掴んでいた。

「待ってください、相良さん。私も好きです」

　肩越しに振り向いた相良さんは、目を見開いて言葉を失っている。

　その姿を見て、自分がなんの迷いもなく告白したことに恥ずかしさがこみ上げる。

　この三カ月、ずっとこの気持ちが分からなかったのに……。

　それでも好きだという言葉が口から出たのは、私も一緒だと気づいたから。

　私も、相良さんに側にいてほしいし、側にいたいと思う。

　あの夜から今日まで、なんとか前に進めたのは、相良さんと出会えたから。

「あ、あの……。相良さんがｅｌｌの社長だからとかじゃないんです。本当にイブの夜に救われたというか……」

　聞かれてもいないのに、言い訳じみたことを口にしてしまったと思う。でもそれだけ、自分でも戸惑っていた。

　すると、相良さんはいつもの優しい笑みを浮かべてくれた。

「ありがとう」

　短い言葉だけど、相良さんの自然と緩んでいく表情を見て、私も嬉しくなる。

　ぎこちなく立ったままの私に、相良さんは「仕事に取りかかろうか」と空気を変え、仕事の説明を始めた。

　秘書用の執務室がないから、当面は社長室にあるデスクを使うこと。そして、主な仕事は電話の取り次ぎや上顧客の対応。さらに、スケジュール管理や外出時の同行などだという。

　丁寧に説明をしてくれることに感謝しながら、今日から私の新しい時間が始まっていくと思うと、胸の高鳴りを感じていた。




　スケジュール管理や電話応対に追われながら、その日はあっという間にお昼になった。

「茉奈ちゃん、休憩にしよう。一緒にランチに行かないか？」

　デスクで書類整理を終えた相良さんが、私の席へ向かって声をかける。

「あ、はい。でも大丈夫なんですか？　電話が鳴るかもしれないですよ？」

「席空きのときは、総務に回るよう切り替えるから大丈夫」

　相良さんは私の側へ来ると、電話のボタンを押して切り替えた。

「行こう、茉奈ちゃん」

　手を差し出されて、ドキッとする。

　相良さんの手は、少し色黒で締まっていて指が長い。

　素直に自分の手を差し出せずにいると、相良さんが不安そうな顔で覗き込んできた。

「オレたち、付き合うことになったと思ったんだけど、勘違い？」

「えっ？　いえ、勘違いなんかじゃないです。すみません、手を出すのが恥ずかしくて……」

　慌てて弁解すると、相良さんがクスッと笑った。

「かわいいな、茉奈ちゃんは。じゃあ、オレから強引に手を取ればよかったんだ」

　相良さんは、私の手を力強く握って引っ張り上げた。弾みで立ち上がった私を、優しく引き寄せる。

「行こうか？　美味しい店を紹介するよ。茉奈ちゃんは、なにが食べたい？」

　抱きしめられているわけじゃないけど、体が至近距離にあるからか、かなり近くで相良さんの声がする。顔が見えず声を聞くだけでも、顔が火照るほどにドキドキしていた。

「私は、イタリアンが食べたいです……」

　本当は一緒ならなんでもいいけれど、相良さんに優柔不断だと思われたくなくて、とっさに答えていた。

「オーケー。じゃあ、おすすめのイタリアンレストランに連れていこう」

　相良さんは一回だけ、私の背中を軽く叩くと先を歩いた。

　私はそんな彼を小走りで追い越してドアを開ける。

「社長にドアを開けさせるわけにはいきません」

　私はあくまでここの秘書なのだから、それらしく振る舞わないといけない。

　ずっと相良さんの優しさに、甘えるわけにはいかないからだ。

「ありがとう」

　相良さんは笑みを浮かべて、部屋を出ていった。




　本社ビルを出て、相良さんとイタリアンレストランへ向かう。

　周りはショップやカフェなどが立ち並ぶ賑やかな通りで、ふたりで並んで歩いていると、かなり視線を感じた。

「相良さんって、やっぱり目立ちますね。さっきから、女の人たちがチラチラ見てます……」

　隣にいる私は、どんなふうに見えているのだろう。

　まさか、恋人とは思えないだろうから、上司と部下といったところかも……。

　それを考えたら、なんとなく離れて歩いてしまっていた。

「そうかな？　だとしても、関係ない。オレには、茉奈ちゃんしか見えないから」

　相良さんはそう言ったあと、私の手を強く握った。

「茉奈ちゃん、今少し離れたろ？　余計なことは、考えないでほしい。オレは、きみが好きだと言っているんだから」

「はい……。ありがとうございます」

　相良さんは、一瞬のことでも気づいていたんだ。出会ったときからいつも、私を分かってくれる。どうして……？

「相良さん、会社の人に見られちゃうかもしれないですよ。手を離さないと……」

　五分くらい歩いて店に着き、相良さんの手をほどこうとすると、その手に力を込められた。

「オレは、オープンにして付き合いたいんだけど、茉奈ちゃんは嫌かな？」

「全然嫌じゃないです。でも、大丈夫なんですか？」

　相良さんに促されながら店内に入ると、店員さんが愛想よく出迎えてくれ、テラス席へと案内された。

　ここは有名な高級イタリアンの店で、雑誌で取り上げられていたから知っている。客層はビジネスマンや着飾った女性グループがメインで、騒がしい様子はまったくない。

「それは気にしなくていい。ｅｌｌは社内恋愛自由だから」

　相良さんはイスを引いて、私を座らせてくれる。

　スマートなエスコートは、だいぶ慣れた様子だった。でも、私はこんなふうにエスコートされるのは初めてのことで、戸惑いながらもお礼とともに笑顔を向けた。

「そうなんですね。それなら安心しましたけど……」

　そう言ったものの、少し不安がある。

　相良さんは社長で、しかも私が秘書。そのふたりが付き合うだなんて、よく思わない人もいるんじゃないだろうか。

　相良さんは、メニューを取り、私に渡しながら言った。

「うちは、デザイナーふたりも恋人同士だし、他にもいる。茉奈ちゃんが心配する必要はないよ。それより、食べたいものは決まった？」

「あ、はい……。なんだか、迷っちゃって」

　気持ちを見透かされたみたいで気まずいけど、相良さんがそう言うなら、あまり気にしないでいよう。

　とりあえずメニューを眺めてみるけど、どれも値段が高くて決められない。コース料理が美味しそうだけど、やっぱり単品が精一杯だ。それも、一番安いナポリタンあたりが……。

「茉奈ちゃん、このコースなんてどうかな？　オレのおすすめ。今日は、ご馳走するから、ふたりでこれを頼まないか？」

　相良さんが指さした料理は、私がさっき目を引かれたものだ。

　まさか、それに気づいて言ってくれた……？

「でも、ご馳走していただくのは申し訳ないです」

　いくら相手が社長だからって、甘えるわけにはいかない。

　おずおず断ると、相良さんが困ったような笑みを見せた。

「茉奈ちゃんはオレの彼女だろ？　ご馳走したいだけなのに、ちょっと寂しいな」

「すみません……。まだ、実感が湧かなくて……」

　それも、ｅｌｌで働く初日で告白されたのだから、この状況についていくだけでいっぱいいっぱいだ。

「じゃあ、こうしよう。茉奈ちゃんは、オレを名前で呼んでくれないか？　〝相良さん〟っていうのは、他人行儀だし」

「えっ？　ということは……優一さん？」

　口に出すと、急に恥ずかしくなってくる。思わず両手で頬を覆おおうと、相良さんはクスクスと笑った。

「そう。オレは茉奈って呼ぶ。それと、敬語もナシだ。そうしていれば、自然と実感も湧いてくるよ」

「優一さん……。分かりました。じゃなくて……分かった……」

　優一さんはどこまでも、私の気持ちを考えてくれて、居心地のいい場所を作ってくれる。

　自分が想われているのはよく分かったけれど、優一さんにとって、私のなにがそんなに惹かれるものだったのか。それがどうしても分からない。




　ランチのコースは、前菜にスープ、それから魚介類のパスタにスイーツと続いて、どれも本当に美味しかった。

「優一さん、本当にありがとう。とても美味しかった」

　お店を出てぎこちないタメ口でお礼を言うと、優一さんは嬉しそうに首を横に振った。

「茉奈って、幸せそうに食べるんだな。見てて、癒されたよ」

「え？　そ、そうかな。なんだか、恥ずかしいけど」

　子供っぽいと言われているみたいで、照れくさい。

「恥ずかしいことじゃないよ。オレは、美味しそうに食べてもらえて、嬉しかったから。そうそう、午後から茉奈に紹介したい人がいるんだ」

「私に？　どんな方？」

「ｅｌｌのデザイナー兼、一緒に創業した大事な友人ふたりだ」

「え……？」

　そういえば朝の話で、ｅｌｌは三人で創業したと言っていた。

　その人たちを紹介されるなんて、ほぐれていた緊張が一気に押し寄せてくる気がした。










優一の〝本命〟




　優一さんとｅｌｌを創ったのは、どんな人たちなんだろう。

　ドキドキしながら社長室に戻ると、クリーム色の革張りソファに男性と女性が座っていた。男性は埋もれるように体を預けて、足を組んでいる。

「遅いだろ？　呼びつけたのは優一なんだから、さっさと帰ってこいよ」

　その男性は、明らかに不愉快な顔で振り向くなり言った。

　目が少し垂れているけれど、眉がキリッと上がっていて、甘いながらも男らしいルックスをしている。

「悪い、悪い。そんなに遅くなったか？」

　私は優一さんに軽く肩を抱かれながら、彼らの正面に座る。すると、女性のほうが私を見てニコリと微笑んだ。

　色白の目鼻立ちのハッキリとした美人で、栗色のストレートの髪を、後ろでひとつに結んでいる。

「遅い。で？　話ってなに？　その彼女のこと？」

　眉間に皺を寄せたまま険しい顔をしている男性に、私はすっかり萎縮してしまった。

「ちょっと柊しゅう也やってば、待ったのはたった十分なんだから、我慢すればいいじゃない」

　女性は、柊也さんという人に向かって口を尖らせている。すると、柊也さんは渋々口をつぐんで、顔を横に向けた。

「私は、高たか畑はた彩あや子こ。彼、正まさ木き柊也と一緒に、ｅｌｌのデザイナーをやってるのよ」

「は、初めまして。坂下茉奈といいます」

　ということは、付き合っているデザイナーとはふたりのことか。ランチのときに、優一さんが言っていたものね……。

　彩子さんは優しそうな人だけど、柊也さんは苦手だ。いまだ顔をそむけていて、この時間を迷惑がっているように見える。

「彼女は、今日からオレの秘書でもあり、大事な恋人だ。だから、ふたりもそれを覚えていてほしい」

「えっ!?　お前、彼女作ったのか？」

　大げさなくらいに柊也さんは驚いて、それまでの態度とは一変、身を乗り出してくる。彩子さんも驚きで、口をぽかんと開けている。

「ああ。そんなに驚くことじゃないだろ？」

「驚くって。お前は最後の独り身王子だったじゃないか」

「独り身王子？」

　聞きなれない言葉に、思わず口に出すと、彩子さんが気をとり直したように笑顔で言った。

「あのね、優一は若くして成功した、いわゆるシンデレラの男版みたいな人なの。それはそれは、多くの女性が狙ってるんだから」

「そうなんですか……」

　それはまったく不思議ではなく、むしろ納得だけど、それほどの人がどうして私を選んだのだろう。

　自然と優一さんを見ると、どこか気まずそうにしている。

「それなのに優一は、四年も彼女を作らなかったから、いつしか独り身王子と呼ばれるようになったんだよ」

　補足するように柊也さんが言うと、彩子さんは「なかなか若くてイケメンで地位もあって……なんて人いないから」と苦笑いをしていた。

「その話は、もういいだろ？　茉奈、ふたりとはニューヨークに留学していたころの同級生なんだ。そのときに、ジュエリーの勉強をしていたんだよ」

　優一さんは話を終わらせるように、留学時代の思い出話を始めた。

　デザイン学校で気が合った三人は、いつしか自分たちのブランドを立ち上げたいと思うようになった。その中で、デザイナーとしても経営者としても、飛び抜けて才能があった優一さんがメインとなってｅｌｌを創ったということだった。

　どうやら柊也さんと彩子さんは、そのころから恋人同士らしい。

「というわけで、柊也と彩子はデザイナーだけでなく、取締役として経営にも携わっているんだ。これから、頻繁に付き合っていく人たちだから、茉奈も仲よくして」

「うん……」

　それは、むしろ光栄な話で、私がｅｌｌのデザイナーの人たちと、知り合いになれるなんて夢みたい。だけど心の中がモヤモヤするのは、私の今の状況がリアルに受け止められないからだ。

「まあ、優一が本気で好きなら、とやかく言う筋合いはないから。だけど、大丈夫なんだろうな？　あとで、茉奈ちゃんを泣かせるようなことをするなよ」

　柊也さんは、ため息混じりに立ち上がると、彩子さんを促して出ていった。




　ｅｌｌでの仕事初日は、内容をひと通り覚えるだけで時間が過ぎていった。

　ニューヨークにも支社があるから、ＷＥＢ会議があるときなどは、夜中まで会社に残ることもあるらしい。だけど今日は二十一時には仕事が終えられて、帰り支度をしていると優一さんに声をかけられた。

「茉奈、今夜は一緒に帰らないか？　オレのマンションに招待したいし」

「えっ!?　マンション？」

　思いがけない誘いに、返事に困ってしまう。

　まさか、こんなに早く優一さんの自宅へお呼ばれされるとは想定外だった。

「そんなに動揺しないでほしいな。下心があって誘ったんじゃない。茉奈に、夜景を見せたくて」

　苦笑いをする優一さんに、私は少しホッとしながら聞いていた。

「夜景を見るのにマンションなの？」

「ああ。リビングから見る景色は、最高なんだ」

　優一さんはニッとして言った。




　車で走ること十分弱で、優一さんのマンションへ着いた。

　そこは、有名なタワーマンションで私も遠くから見たことがある。中心部が見渡せる四十一階建てのマンションとして、テレビや広告でも目にしたことがあった。

「優一さん、こんな高級なマンションに住んでるんですね……。私とは、やっぱり世界が違う……」

　地下駐車場に車を停めて、エントラスに上がると、ヨーロッパのお城を彷彿させるレトロな雰囲気にため息が出る。

　自動扉の向こうには、カウンター越しにスーツ姿の男性が立っていた。四十代後半くらいの感じのよい人で、私たちを見るなり笑みを浮かべた。

「お帰りなさいませ、相良様。本日の郵便物です」

　その人が郵便物の束を差し出すと、優一さんは「ありがとう」と言って受け取っている。

　この人がコンシェルジュなのかと感心しつつ、優一さんに促されるままエレベーターに乗った。

　エレベーターは壁が金色で装飾されていて、小さなシャンデリアが室内を優しいオレンジ色で照らしている。

　優一さんは、最上階のボタンを押すと、不機嫌な口調で言った。

「世界が違うとか、そういう言い方は不愉快だな」

「えっ？」

〝不愉快〟という言葉に動揺した私は、そのまま言葉を失った。

　エレベーターが開くと、正面にダークグレーのドアが見えた。それしかドアがないところを見ると、このフロアは優一さんの部屋だけのようで、ますます贅沢さを感じてしまった。

　優一さんは無言のまま、カードキーでドアを開けると中へ入っていく。

　私もあとに続くと、キレイに片付けられた玄関で、急いで靴を脱いだ。

　廊下の電気をつけた優一さんは、大股で歩いて奥のリビングの明かりをつけている。そこにはガラス製のダイニングテーブルがあり、反対の壁際にはテレビとオーディオ、ローテーブルと黒色の革張りソファが置かれていた。

　優一さんは、なにも言わずにバルコニーの窓を開けている。

　私はどうしたらいいか分からずに、リビングのドア付近で立ち尽くしていた。

　まさか、こんなに早く嫌われてしまったの？　そうだとしても、私が優一さんのような人に一瞬でも選ばれたことが奇跡だったんだ……。

「ごめんなさい、優一さん」

　彼の背中に向かって言うと、優一さんは振り向かずに答えた。

「どうして、謝るんだ？」

　口調はさっきと変わっていなくて、不機嫌な様子が窺える。

　すっかり圧倒されてその場から動けないまま、おずおずと返事をした。

「優一さんの気を悪くさせちゃったから。やっぱり、私にはここは似つかわしくない場所かもしれない……」

　堂々と自信に満ち溢れている優一さんはとても魅力的だけど、隣に並ぶには自信が持てきれない。

　すると、優一さんがゆっくりと振り向いた。

「オレは、世界が違うだなんて思っていない。変に壁を作ろうとする茉奈に、怒ってるんだよ」

「だけど……。私には、憧れのｅｌｌを創った人が側にいて、その人が恋人だなんて。戸惑うことばかりなのに」

　ハッキリしない性格だと、優一さんには呆れられてしまったかもしれない。でも、それが今の正直な気持ちだった。

　俯いていると、ふわりと私を包み込む気配がして、抱きしめられていることに気づいた。

「ごめん、茉奈。きみを責めるより先に、安心させてあげなければいけなかったのに」

「優一さん……」

　優しく抱きしめられて、体を優一さんに預ける。

「茉奈に距離を置かれた気がしてショックだったけど、もっと距離を感じてたのは茉奈のほうだったんだな。分かってあげられてなくて、ごめん」

「そんな……。優一さんが謝らないで。私の発言に思いやりがなかったのよ」

　優一さんの優しさは、よく分かっていたつもりだったのに、彩子さんたちの話を聞いたり、こんな立派なマンションを見たら、急に遠い人に感じてしまっていた。

「オレは茉奈と出会って、時間の長さがすべてじゃないと気づいた。たとえ短い間でも、惹かれるものはあるんだって思ったんだ」

「優一さん……。そんなにまで私のことを想ってくれるのが、本当に嬉しいのに。なかなか、自分に自信が持てなくて……」

　優一さんの背中に手を回して、体の温もりを感じていると、だんだん安心してくる。

「茉奈には、つらい別れがあったからだよ。でも、オレの側にいる限り、余計な心配も気を回すことも必要ない」

「うん……。ありがとう」

　優一さんの言葉を信じようと、改めて思う。

　目を閉じ、彼の胸に顔を埋めていると、優一さんの囁くような声が聞こえてきた。

「茉奈に見せたいものがあるんだ。こっちへ来て」

「うん……。なに？」

　体が離れても、心は満たされるのを感じながら、優一さんに手を引かれてバルコニーへ向かう。

「バルコニーにあるもの？」

　いったい、ここになにがあるのだろうと思いながら、手を引かれて外へ出ると、そこには街の輝く夜景が見えた。

「キレイ……。まるで宝石箱みたい」

　適度に距離が遠いためか、ネオンが丸やひし形に見えて、より宝石のようだった。

「だろ？　オレはこの景色を見てると、無性にジュエリーを作りたくなるんだ」

「分かるわ……。とてもロマンチックだもの」

　ここは高さもあるからか、風がよく通る。暖かい春の夜風に吹かれて、気持ちよさを感じながら夜景に見入っていると、ふいに背後から抱きしめられた。

「優一さん!?」

　驚く私に、優一さんは優しくゆっくりと言った。

「茉奈と出会って、やっと見つけたと思ったよ。オレにとってのｅｌｌを」

「えっ？　それって、どういう意味……？」

　優一さんの言葉を理解しようとするけれど、抱きしめられて胸をときめかせているせいか、あまり頭が働かない。

　優一さんに触れられているだけで、いっぱいになってしまう。

「ｅｌｌそのものだってこと。イブの夜、きみがオレの車の前に飛び出してきたことでさえ、運命だと思った」

「運命だなんて……。恥ずかしいし、大げさだよ……」

　と言うと、優一さんが少し笑ったような気がした。

「オレがｅｌｌを創りたいと思ったきっかけは、人を幸せな気持ちにしたかったからなんだ。でも自分自身が、本気で幸せにしたい相手には出会えなかった」

　優一さんは私をゆっくりと自分のほうへ振り向かせた。

「出会った夜、茉奈を無性に放っておけない気持ちにさせられた。恋人に裏切られて絶望でいっぱいだっただろうに、それでも前を向こうとするひたむきさに、惹かれた」

　まっすぐ私を見下ろす目は、真剣そのものなのに優しさがあって、私は視線を外せなかった。

「だから茉奈、オレはきみを守りたいと思うし、これから先は笑顔でいっぱいにしたい。茉奈が側にいてくれれば、もうこの夜景もオレには必要ないんだ」

「優一さん……」

　今まで、これほどストレートに気持ちを伝えてもらったことはなくて、嬉しさで言葉が見つからない。

　優一さんとの出会いが、こんな幸せな時間へと変わっていくなんて、思ってもみなかった。

「茉奈、だから壁を作らないで、そのままのきみを見せてほしい」

　優一さんの手が私の頬に触れ、ゆっくりと顔が近づいてきたけれど、ためらうように離れる。そんな彼に、愛おしさがこみ上げてきて、私はそっと目を閉じた。そして、ほんの数秒後、温かい優一さんの唇が、私のものと重なった。

　私たちの初めてのキスは、お互いなかなか離れられなくて、息が切れるまで交わしていた。

「本当に、今夜は茉奈になにもしないつもりだったのに、あっさり理性が飛んでしまった」

　優一さんはようやく唇を離すと、照れくさそうに微笑んだ。

　私も我に返り、恥ずかしさを実感し始める。

「私も、自然と目を閉じてたし……」

　優一さんは最初、キスすることをためらっていたのに、私が催促したように思われてしまったかもしれない。

　俯き加減で優一さんの反応を窺っていると、彼は目を細めて笑った。

「嬉しかった。茉奈に拒絶されなくて」

　そして今度は私の額にキスをして、きつく抱きしめた。

「茉奈、こうやって時々は、オレの部屋に来てほしい。一緒にいるだけで、オレは頑張れるから」

「うん……。私も優一さんといると、心が満たされる感じがするもの」

　もう余計なことは、考えないようにしよう。それよりも、優一さんを支えられるくらいに、自分を磨きたい。

　ただ想われるだけじゃなくて、もっと彼にふさわしい自分になれるように……。




　優一さんの秘書となり一週間が過ぎて、また新しい週が始まる。

　週末は、優一さんが出張で不在にしていたから、会社でも会うことがなかった。

　秘書というから、一緒に行動することが多いのかとも思ったけれど、必要でないと判断されれば同行はない。

　出張先では忙しかったようでメールも電話もなかったので、今日は三日ぶりに優一さんの顔を見て声が聞ける。そう思ったら、自然と気持ちが高まっていた。

「たしか、今日はショップを回ってからの出勤よね」

　優一さんのスケジュールをパソコンで確認していると、内線が鳴った。

「はい、坂下です」

《坂下さん、お疲れ様。あのね、嶋谷副社長夫妻がおみえになってるの》

　内線は受付の女性からだった。

「えっ!?　そんなアポは入ってないですよ」

　もう一度、今日の約束を確認しても、そんな予定はない。

《そうなのよ。アポなし訪問みたいなんだけど、追い返すわけにはいかないから。社長が戻るまで対応お願いできない？》

　電話口の混乱した様子に、私はすぐさま返事をしていた。

「分かりました。対応します」

　急いでローテーブルの上を整理していると、ドアのノック音が聞こえた。

　なぜ嶋谷副社長夫妻が突然来られたのか分からないけど、初めての大仕事に緊張で手が汗ばんでくる。

　粗相がないようにしなくては……。

「はい」

　深呼吸をし、ドアをゆっくり開けると、受付の女性とともに、副社長夫妻がにこやかに立っていた。

「すみません。突然、訪問してしまって」

　嶋谷副社長に頭を下げられ、私は戸惑う。

「いえ、とんでもないです。社長にはすぐ連絡をいたしますので、こちらにおかけください」

　ソファに促すと、夫妻は並んで腰を下ろした。

「ありがとうございます、坂下さん」

　奥様の由香さんが、ニコッとお礼を言ってくれる。

「いえ」

　私は深々と頭を下げると、優一さんに連絡をした。

　不意打ちの訪問に驚くかと思ったけど、意外にも彼はあっさり「分かった。二十分以内には戻る」と言い、それまでは私がおふたりの相手をすることになった。

　お茶を出し、私も夫妻の向かいに座る。どんな会話で切り出そうかと、緊張感いっぱいでいると、嶋谷副社長から口を開いた。

「実は、母の誕生日にサプライズでネックレスを贈りたくて、相良さんに相談しようと参ったんです」

「そうだったんですね。素敵です。お母様にサプライズだなんて」

　さすが、テレビ局の御曹司だけある。サプライズのプレゼントがｅｌｌだなんて、ため息が出そう。

「それが、以前、妻に指輪をサプライズで贈ったら、ことのほか喜んでくれたので、同じことをしようかなと」

　照れくさそうな嶋谷副社長と、はにかんだ笑顔の由香さんは、お互い顔を見合わせて微笑んでいる。本当に仲がいいみたいで、羨ましくなってきた。

「そういえば、坂下さんは相良さんとお付き合いされているんですね。私たちの知り合いの間では噂でもちきりなんですよ」

「えっ!?」

　由香さんに言われ、もうそこまで知れ渡っていることに、驚きを隠せなかった。

　目を見開いて、しばらく絶句していると、由香さんは構わずニコニコと話を続けた。

「あの堅物の相良さんの本命の方なんて、私ちょっと興奮しちゃいます」

「堅物……なんですか？」

　イメージとはまるで遠い言葉が出てきて、理解ができない。

　優一さんは温和な人で、人を寄せつけないオーラは放っていない。堅物なイメージなんて、ありえなさそうなのに……。

「はい。相良さんって、あれだけモテるのに、誰にも見向きもしないんですから」

「そうなんですね……」

　似たようなことを、彩子さんも言っていた気がする。

　でも、そんな優一さんにも、四年前には彼女はいたのよね……。その人は、どんな人なんだろう。

　それほど〝堅物〟な優一さんが好きになった人が、どういう女性なのか、気になってしまった。










優一の過去




　優一さんはそのあと、言った通り二十分かからずに戻ってきた。

　嶋谷副社長は恐縮しながらも由香さんとプレゼント選びの相談をしていた。

　どうやら、嶋谷副社長は、たびたびアポなしで訪問をしてくるらしい。当然、優一さんが他の仕事で対応できないこともあって、そんなときは出直してくるという。ふたりはまるで兄と弟のように仲がいいことが分かった。

　嶋谷夫妻は、カタログやタブレットで商品の説明を受けながら真剣に選んでいて、一時間ほどでようやく決まった。

　帰りがけにエレベーター前まで見送りに行くと、副社長が満足そうに優一さんのほうを向いた。

「相良さん、ありがとうございました。おかげで母にいいプレゼントができます」

「いや、こちらこそありがとう」

　そして、由香さんの背中に軽く手を触れると、エレベーターに乗り込んだ。

　嶋谷夫妻が帰ると、一気に疲れが出てしまい、社長室でため息を漏らしてしまった。

「ハハ。茉奈、お疲れ様。突然だから、ビックリしたろう？」

　優一さんは私を見ながら、苦笑いを浮かべている。

「うん。少し……。優一さんがいないときの対応が、こんなに緊張するものだとは思わなかったわ」

「大丈夫。そのうち慣れるから」

　優一さんは、優しく私の頭をポンポンと叩く。それだけのことでも胸を踊らせる私は、気持ちを抑えるように話題を変えてみた。

「それにしても、副社長はｅｌｌの上顧客なのに、いつも謙虚な方なのね」

　他の顧客は、電話で話しただけでも威張った感じの人が多い。

　でも、副社長はイブの夜に初めて会ったときから、腰の低い人だった。

「ああ。それは、ｅｌｌが智紀のテレビ局のメインスポンサーだから。複数の番組の予算を、うちがいくらか出資しているんだ」

「そうだったんだ……」

　改めて、優一さんのすごさを知って唖然とする。

「それより茉奈。三日ぶりに会ったのに、智紀の話ばかりじゃつまらないだろう？」

　優一さんは、私の腰に手を回して引き寄せた。

「ごめんなさい。私も、とても会いたかったけど……」

　嶋谷夫妻の対応で神経を尖らせていた分、優一さんとの久しぶりの再会を喜ぶ余裕もなかった。

「けど……？　それどころじゃなかったってことかな。まあ、いいや。今夜、うちへ来るだろう？　三日ぶりに、ゆっくりしよう」

　頷く私に穏やかな笑みを向けると、優一さんはデスクへ戻った。

　腰のあたりに優一さんの感触が残ったまま、私は胸をドキドキさせて仕事を再開させた。

「まずは、スケジュール確認っと」

　パソコンに向かって、今週やらなければいけない業務の再確認をしていると、金曜日に【新作発表会打ち合わせ】の文字に目が止まった。

「そうだ、優一さん。金曜日の打ち合わせだけど、場所は『スセンリプホテル』に決まったみたいなの」

　スセンリプホテルは、各国の要人や著名人の御用達として有名な高級ホテルだ。中に入っているレストランも、海外の三つ星がつくほどの質の高いものが揃っている。

「ああ、分かった。今回の新作は、ウエディングをイメージしているから、モデルとデザイナーが同席するはずなんだ」

「デザイナー？」

　なんのデザイナーだろうと疑問に思っていると、優一さんが薄い冊子をペラペラめくった。

「実は、発表会のモデルが着る衣装を、新鋭デザイナーが担当すると広報部から聞いてるんだが……」

「なるほど。その方の発表会でもあるのかな？」

「らしい……。うちと手を組みたいと申し出があったみたいだ」

　さすが、優一さんの仕事の幅は、今でもどんどん広がっていく印象だ。

「じゃあ、あとで確認しておくわ」

「よろしく頼む」

　そう言ったきり、優一さんはなにか考えごとをしていた。

　よほどデザイナーが誰か気になるのか、それとも違うことを考えているのか分からないけど、仕事をしている優一さんを見ていると幸せな気持ちになってくる。

　仕事と向き合う真剣な表情は、プライベートの甘さとは違うカッコよさがあった。




　その日は仕事が終わり、一緒に外で食事を済ませると、優一さんのマンションへ帰った。

「ねえ、優一さん。バルコニーに出てもいい？　またあの夜景が見たくて」

　優一さんがジュエリーを作るヒントにしていた景色を初めて見て以来、印象に残っていた。「ああ、いいよ」と言われ、バルコニーに出ると、あの日と同じ光景が広がっていた。

「雨の日も、きっとロマンチックよね。そのときも見てみたいな」

　私にこれを見せてくれた優一さんに、心から感謝の気持ちでいっぱいだ。

　もし、彼に出会って好きになってもらえなければ、私はこの宝石のような輝きを目にすることはなかったのだから。

「優一さんも、一緒に見ようよ」

　振り向いて呼ぶと、優一さんは笑みを浮かべてバルコニーへ出てきてくれた。

「オレは、それより茉奈を見ていたい」

「優一さん……」

　頬に優しく触れられ、鼓動が一気に速まった。

「出張中は、仕事や接待に追われて、メールすらする余裕がなかった。だからきっと寂しがってるだろうな、と思ったのに。普通だ」

　少し不満そうに話していても、優一さんは笑顔を崩していない。だからか、彼がいじらしく見えて、愛おしさが増してくる。

「私だって、寂しかったのよ。だけど、優一さんに会えたら、そんなことは吹っ飛んじゃって……」

「本当に？　でも茉奈からも、連絡してくれなかったじゃないか」

「それは、仕事の足を引っ張りたくなかったからよ。邪魔したくなかっただけ」

　今日、嶋谷副社長夫妻が来られたときに、改めて思ったもの。優一さんが側にいてくれるだけで、心強いんだって。

「じゃあ、もう気を遣わなくていいよな。仕事は終わったから。なあ、茉奈。今夜は、茉奈をもっと深く感じたい……」

　ギュッと強く抱きしめてくれた優一さんが、なにを言いたいのか分かって、私はそれまで以上に鼓動が速くなる。

　応えるように彼の背中に手を回し、顔を胸に埋める。

「うん……」

　返事をするとすぐに、優一さんは私を抱き上げて、唇にキスを落とした。そして、奥のベッドルームへ、私を連れていく。

　そこは、バルコニーと同じくらいにネオンの街が見下ろせて、キングサイズはありそうな広いベッドが窓の側に置かれていた。

　ゆっくりとベッドへ下ろした私に、優一さんは激しいくらいのキスをする。

「ん……。優一さん……」

　舌を絡められて、私の呼吸は乱れていく。

　そのうち彼の手が胸に触れて、服の上からとはいえ、自然と甘い声が漏れた。

「かわいい声を出すんだな、茉奈は。もっと聞かせてほしい」

「やだ……。恥ずかしい……」

　自分でも思った以上に声が出てしまって、照れくささで顔を両手で覆った。

「恥ずかしくなんかないよ。オレは、その声を聞けるのが嬉しい」

　優一さんは、ゆっくり私の手を取って、もう一度キスをした。そして私のシャツのボタンを外しながら、唇が首筋から胸へと下りていく。

「茉奈、会いたかったよ。三日間でも、寂しかった。やっぱり茉奈には、ずっと側にいてほしい」

　優一さんは、じれったそうに服を脱ぐと、私を見下ろしながら微笑んだ。

　引き締まった胸に、そっと手を触れてみる。温かくて硬くて、男らしい優一さんの胸板に、ドキドキする気持ちは、これ以上になく加速していった。

「私は、まだ半分夢を見ているみたい。優一さんと、こんな夜を過ごせるなんて……。ううん、出会えたことすらも」

　数カ月前まではｅｌｌにただ憧れを抱いていただけなのに、今の私には目の前にそれを創った人がいる。それも、恋人として……。

「またそんなことを言う。夢なんかじゃないと、オレが教えてあげるよ」

　優一さんは私の唇にキスをすると、痛いくらいに抱きしめた。




　優一さんと身体を重ねてから、どれくらい時間が経っただろう。

　帰らなければいけないと思いながらも、彼の温もりから離れられなくて、ベッドの中でうとうとしていた。

「優一さん……、そろそろ私……」

『帰らなければ』と言おうとして、優一さんに不意に唇を塞がれた。

「明日の朝早くに送ってあげるから。このまま、一緒にいよう。茉奈をまだ離したくない」

「優一さんってば……。じゃあ、少しだけ話をしない？　このまま眠るのはもったいない気がして。もちろん、寝るのを邪魔するつもりはないんだけど……」

「いや、眠くないよ。茉奈は、なにかあるのか？　オレに話したいことが」

　優一さんは優しく私の頬を撫でながら、目を細めている。

「あのね。今日、優一さんが戻ってくるまでの間、由香さんからいろいろ聞いたの」

「いろいろって？」

　私は彼女が言っていた〝堅物〟のことや私との交際がかなり噂になっていることを話した。

　聞き終えた優一さんは、苦笑いを浮かべている。

「堅物か。そんなつもりはないんだけどな。ただ、オレは好きでもない女性と特別な時間を過ごすことほど、苦痛を感じることはないんだ」

「そうなの？　じゃあ、例えば、優一さんのことをいいなって思ってる人が、食事に誘ってきたら？」

「仕事の付き合いとしてならオーケーするけど」

　当たり前だろうと言わんばかりの優一さんに、私は少し呆気に取られる。

　優一さんには、とりあえずデートをするという選択肢はないみたいだ。それは、私にはとても誠実に思えて安心するけれど、周りの人たちが堅物と言う理由が分かる。

　それに、由香さんと初めて会ったとき、『本命の方ですか？』と聞かれたことを思い出し、こういう理由だったのかと納得した。

「優一さんはモテるんでしょ？　周りの女性は、きっと声をかけたくても、なかなかできないのかな……」

　私には、そのほうがありがたいけど……。

「そうなのかもしれないな。それより茉奈、他の女性の話をするなら、違うことをしないか？」

「違うこと？」

　優一さんはニヤッと笑うと、軽く唇にキスをした。

「もう一回、茉奈を抱きたい。周りの噂なんてどうでもいいくらいに、きみに夢中だから」

　そう言った優一さんは、私に覆いかぶさり、体中にキスをした。




　優一さんと幸せで甘い時間を過ごした次の朝は、余韻を打ち消すのに精一杯だった。

　朝早くにマンションを出た私は、彼に自宅まで送ってもらい、着替えてから出勤した。

　ほんの数時間後には会社で会えるのに、優一さんと離れると、途端に寂しさがこみ上げる。

　体からほのかに漂う優一さんの匂いや、胸元に残るキスマークが、さらに愛おしい気持ちを大きくさせていた。




　いつも通り出勤し、郵便物を抱えて社長室に入ると、優一さんも出社直後でカバンをデスクに置いたところだった。

「おはよう、優一さん」

　待ち遠しかった出勤だけに、自然と声も明るくなる。

「おはよう、茉奈。ほんの少し前まで一緒にいたのに、早く会いたかったよ」

「え？」

　少し照れくさそうな優一さんは、私から郵便物を取ると、それを確認し始めた。

　優一さんも同じ気持ちだったことが嬉しくて、顔が緩みそうになってしまう。だけど今から仕事なのだから、気を引き締めるために、その気持ちは無理やり押し込んだ。

「そうそう、優一さん。今週末の打ち合わせなんだけど、デザイナーの方の名前を聞いてきたの」

　なにか気にかかっていたみたいだから、早めに伝えておこう。

「そうか。で、どなただった？」

　急に真顔で私を見つめた優一さんは、少し緊張しているみたいだ。

「島しま原はら奈な子こさん。有名な、新鋭服飾デザイナーよ。優一さん、知ってる？」

　彼女は『NAKO SHIMAHARA』の名前で、最近活躍が著しい若手デザイナーだ。たしか、優一さんと同じ三十二歳だったはず。

　もともとはキャリア向け女性の服飾デザイナーだったけれど、ウエディングドレスも手がけるようになり、話題になっていた。

「私ね、奈子さんのウエディングドレスがかわいいなって思ってたの。洋服のときとは違って、キュートな女の子らしい感じなのよね」

　奈子さんの名前を聞いたとき、私は少し興奮してしまったけど、優一さんはあまり嬉しそうではない。むしろ気まずそうな表情をしていた。

「どうかしたの？」

　唇を噛み締めて、数秒私を見つめている。そして、小さくため息をつくと言った。

「黙っていても、必ず知られることだから、言っておく」

「え？　な、なに……？」

　突然改まった口調に、私は緊張してきた。

「島原奈子は、オレの留学時代の彼女だったんだ。四年前まで付き合っていたのは、奈子なんだよ」

「えっ？　奈子さんが、優一さんの彼女だった……？」

　思ってもみなかった告白に、私の頭の中はパニック状態になってしまった。

　島原奈子さんのことはテレビや雑誌で見たことがあった。

　小柄でかわいいタイプの人で、キレイな二重の大きい目と、厚みのある唇をしている。髪は肩までの栗色で、毛先に緩いパーマをかけている。性格は社交的で愛嬌もあるから、メディアの印象もいい。

　私が知っているイメージは、そうだった。

　そんな女性として完璧な奈子さんが、優一さんと付き合っていたという事実に、私は動揺を隠せない。

「たぶん、奈子は茉奈にオレとのことを話すと思うんだ。だから、彼女の口から知らされる前に言っておきたかったんだけど……。ごめん、心の準備もさせずに」

「ううん、謝らないで。優一さんの過去を、私がなにか言う権利はないもの……」

　そうは答えたものの、やっぱり心はざわつく。

　それに、奈子さんが私に優一さんのことを話すって、どういうことなのか。

　金曜日の打ち合わせが、途端に不安になってきた。










恋のライバルは元カノ




　金曜日までの間、私はいつもと変わらず業務をこなしていた。

　来客対応やスケジュール管理、ときにはショップを視察する優一さんの同行などをして過ごした。

　プライベートでは、優一さんの接待が続き、仕事以外で会うことはないまま、金曜日の打ち合わせを迎えた。

　だからか、奈子さんと会うことの緊張や不安が拭いきれないままでいる。

　こんなにも、オフで優一さんに会えないことが、自分にとって頼りないことだとは思わなかった。しかも、十六時半からの打ち合わせのあとに、奈子さんたちとディナーもすることになっている。

「最初は、打ち合わせだけの予定だったのにね……」

　優一さんの車でホテルに向かう途中、私はつい愚痴をこぼしてしまった。

　すると優一さんは、困ったように眉を下げて苦笑いをした。

「そうだよな。前日に、ディナーも一緒にって言いだすなんてな……。第一、広報に連絡するとか、奈子はなにを考えているんだか」

〝奈子〟と呼び捨てにする優一さんに、嫉妬の気持ちが湧いてくる。

　元カノなのだから当然なのだけど、呼び方に距離の近さを感じるし、呼び慣れている雰囲気もある。四年前に別れたきり……ではないのかもしれない。

「ねえ、優一さん。奈子さんとは、今でも連絡を取ったりしてるの？」

　聞くと、明らかに優一さんの顔色が変わった。それを見て、彼女とはまだ連絡を取り合っているのだと察し、苦しいくらいにショックを感じた。

「頻繁にじゃない……。ごくたまに、仕事のことで相談を受けるときがあるんだ」

　優一さんは硬い表情のまま、そう説明した。

　きっと、奈子さんもひとりでブランドを立ち上げた人だから、華々しく成功している優一さんに、相談したくなる気持ちは理解できる。

　だけど、ふたりは元恋人同士なのに、気まずくはないのかが不思議だった。

　どちらから、どうして別れたかは分からないけど、お互いに未練はないのか……そんな疑いを持ってしまう。

「そうなんだ……。奈子さんって、優一さんを頼りにしてるのね」

　心の中の思いが素直に口に出せないのは、優一さんと正面から向き合う勇気がないから。不安なことを、もっと伝えられたらいいのに、嫌みにも取れそうな言い方しかできなかった。

　すると、優一さんはハンドルを握り、前を見据えたまま、力強い口調で言った。

「茉奈、誤解をされたくないから言っておくけど、オレは彼女に対して特別な感情は今はない」

　ハッキリ言い切った優一さんを見て、嘘がないことは分かる。

　だけど、心がスッキリしないのはなぜだろう……。

「うん……」

　頼りなさげな返事をすると、優一さんは黙って左手を私の手に重ねて握った。

　きっと、私の不安な気持ちを分かってくれたからだと、嬉しさが胸に広がる。と同時に、結局私は奈子さんにヤキモチを妬いているだけなのだと、改めて実感する。

　この温かくて大きな優一さんの手を、誰にも渡したくない、ひとり占めしたい気持ちでいっぱいだった。




　会社を出て二十分、車は待ち合わせのスセンリプホテルに着いた。大型ホテルで、部屋数は五百四十室ほどある。

　白い外観のシンプルな建物で、玄関から入ると、天井の高い開放感溢れる景色が飛び込んできた。正面には、数メートルの高さの椰子の木が飾られている。

　呆気にとられて眺めていると、優一さんが「もう少し遅い時間になれば、ライトアップされるよ」と教えてくれた。

　初めて来た高級ホテルのスケールの大きさに戸惑いながらも、奈子さんとの待ち合わせ場所である、七十階のレストランへ向かった。

　レストランはネットで見た限りでは、景色が一望できることで有名みたいだ。店内の構造から、百八十度街が見下ろせると書いてあった。

　その言葉通り、レストランに入ると、前方には夕暮れの街が窓一面に広がっていた。

「予約している坂下です」

　品のいい女性店員に名前を告げると、「お連れ様は、先ほどいらっしゃいました」と告げられる。

「茉奈、そんなに緊張しなくていいよ。今夜は、ただの仕事だ。いつも通りにしていればいい」

　優一さんは静かに耳元で囁いて、私の背中を優しく叩いた。

「うん……」

　優一さんの言う通りで、今はまだ業務中だ。私情を挟んで上の空なんて、絶対にしてはいけない。

　気を引き締めるように小さく深呼吸をひとつして、案内されるまま個室へと向かった。

「お連れ様をご案内いたしました」

　店員さんはノックするとドアを開け、私たちを促す。

　緊張しながら部屋へ入ると、テレビで見るよりずっとかわいい奈子さんが立ち上がって迎えてくれた。隣には初めて見るキレイな女性もいる。

「お疲れ様、優一。早く仕事が終わったから、先に来ちゃった」

　女の私でもドキッとするような、屈託ない笑顔を向けた奈子さんは、優一さんに駆け寄って彼の腕を掴んだ。

　彼女の突然の行動に動揺してしまい、自分でも表情が硬くなるのが分かる。

「お疲れ、奈子。先に、彼女を改めて紹介してもらえるかな？」

　優一さんは困り顔でさりげなく奈子さんの手を離し、視線をもうひとりの女性へ向けた。すると、その人は控えめに口角を上げて微笑むと会釈をした。

「そうね。彼女は、今回モデルを務めてもらうユキさん。まだ、駆け出しだけど芯の通ったオーラがあって、ｅｌｌの雰囲気にピッタリでしょう？」

　奈子さんはユキさんの隣へ戻ると、右手を腰に当てて得意げに立っている。

「ああ、本当にピッタリだ。ユキさん、改めてよろしく。広報担当が、とてもキレイな人だと、かなり推していたよ」

　すると、ユキさんは照れくさそうな笑顔を見せた。

「相良社長に、そう言ってもらえて光栄です。社長にお会いするまではドキドキだったので……」

　ユキさんははにかんだ笑顔を、優一さんに向ける。

　さすがモデルさんだけあって、ユキさんの顔は小さく、笑った顔は引き込まれるほど印象的だった。

　当然、手足が長く背も高い。優一さんと並んでも絵になっていた。

　優一さんは、続けて私を自分の秘書だと紹介してくれた。

　ユキさんは愛想のいい笑顔を向けてくれたけれど、奈子さんは一瞬険しい表情をしたような気がして、少し怯んでしまった。

　それから、優一さんはユキさんと奈子さんに着席するよう促して、私たちも座った。

　長方形のテーブルは四人で使っても余裕がある広さで、遠慮なく仕事の資料を広げることができた。さらに、どちらに座っても景色が見られるようになっていて、窓がとにかく大きくて開放的だった。

　こんな場所を打ち合わせで使うのだから、世界の違いを感じずにはいられない。

「じゃあ、さっそく打ち合わせをしようか？　そのあとに、ディナーが出てくることになってるんだよな？」

　優一さんに話を振られ、私は小さく頷く。

「はい。その予定です」

　そんな我儘な要望も、ｅｌｌの社名で、簡単に受け入れられていた。

　今日の打ち合わせでは、事前に広報や企画の担当者が奈子さんたちと詰めていた内容について、優一さんが最終確認することになっていた。そして方向性やイメージなどが合致しているなら、本契約をすることになっていて、みんな打ち合わせ中は真剣そのものだった。

　ようやく発表会の細かな確認が無事に終わったところで、奈子さんが腕を伸ばし、一度大きく息を吐いて私を見た。

「ねえ、秘書さん。そろそろお腹も空いたし、ディナーの用意を頼んでくれる？」

「あっ、はい。すみません、気がつかなくて」

〝秘書さん〟という言い方に気分を害しつつも、慌てて立ち上がる。

　すると優一さんが、奈子さんに険しい顔をして言った。

「彼女は、坂下茉奈さんだ。さっき紹介したろ？」

「ああ、そうだったわね。ごめんなさい。優一ってば、そんな怖い顔をしなくてもいいじゃない」

　奈子さんは、わざとらしい笑顔で私を見ると、立ち上がった。

「茉奈さん、私も一緒に行くわ。失礼を言ったお詫び」

「えっ？　いえ、そんな気を遣っていただかなくても大丈夫です……」

「気なんて遣ってないわよ。茉奈さんに当たり前に頼んだ私が、少し無神経だった」

　奈子さんが本心でそう言っているとは思えず、警戒心でいっぱいになる。

　ニヤッと笑う彼女からは、挑発めいた雰囲気さえ感じた。

　でも今は業務中で、奈子さんはあくまでも取引相手。彼女が言っている以上、好意として受け取るしかない。

　心配そうな視線を向ける優一さんに、『大丈夫だよ』と伝える意味で小さく笑顔を浮かべた。

　個室を出て、店員さんにディナーの用意をお願いすると、奈子さんは奥にある化粧室に私を呼び寄せた。

　こげ茶色のドアの向こうには、明るく広い化粧台がある。そこで立ち止まった奈子さんは、笑顔を消し、私を睨みつけた。

　やっぱり、純粋に私と席を立ったわけじゃなかったのだと分かって、身構えてしまう自分がいる。

「あなたが優一の彼女だって知ってるわ」

「えっ？」

　突然、思いもかけないことを言われて、驚きを隠せず返事ができなかった。

　どうして、奈子さんがそんなことを知っているのか、疑問がふつふつ湧き起こる。

　すると、彼女がクスッと笑った。

「なんで？って顔してる。だって、去年のクリスマスイブの夜、私もあの船上パーティーにいたんだもの」

「奈子さんが!?」

　ということは、私が優一さんと一緒にいるところを見ていたということだ。

「優一は知らない。まだ話してないし。あっ、話したかったら、話していいわよ？」

「いえ、別に……。でも、あの夜は、私たち初対面だったんです。付き合っていたわけじゃないので」

　奈子さんに、私たちの付き合いが知られてもいいのかが分からなくて、とりあえずイブの夜は否定した。

「初対面？　なるほどね、どうりで……」

　奈子さんは一瞬驚いたような顔をしたけれど、すぐに眉間に皺を寄せた。

　いったい、奈子さんはなにが言いたいのだろう。

　そのあとの会話に困って数秒黙っていると、奈子さんがさっきより強い口調で言った。

「あの夜、パーティーのゲストに、かんこう令が敷かれたのよ。優一が、ｅｌｌの社長だと悟られるような言動は慎めってね」

「えっ？　どういうことですか？」

　奈子さんの言葉の意味を理解するには、頭が混乱しすぎている。

　すると奈子さんは、憎々しげに説明してくれた。

「優一が同伴する女性への配慮、それだけの説明だったけど……。あの時点であなたに、自分の正体を知られたくなかったってことね」

　奈子さんは、その理由が分からないといったふうに、ため息混じりに小さく首を横に振った。

「それって、優一さんから言われたんですか？」

「当たり前でしょ？　彼はあのパーティーのスポンサーだったから、みんな言う通りにしてたわよ」

　あの夜を思い返してみれば、たしか船に着いた直後に、駐車場で優一さんがしばらくどこかへ行っていた。あのときは、ドレスの予約をしてくれたと思ったけど、まさかその〝かんこう令〟のためだったというの……？

　たしかに優一さんは、失恋したばかりの私を気遣ってくれていた。だけど、そこまでしてくれているとは思っていなかった。

　胸が熱くなるのを感じながら、険しい顔を崩さない奈子さんを見据える。

「今夜は秘書も同伴だと、広報部の人から聞いてたの。すぐにピンときたわ。あのパーティーの人なんだろうって」

「なんでですか？」

「だって、優一は秘書なんてつける人じゃなかったから。きっと、公私混同してるんだって、思ったわよ」

　次第に語気を強めた奈子さんは、鋭い目で私を睨んだ。

「そんな……。公私混同だなんて……」

　優一さんは、単に私への恋愛感情だけで、秘書にしたわけじゃない。私が前へ進むきっかけを作ってくれたからで、そんなふうに言われると、いたたまれない気持ちになる。

「とにかく、私は優一と別れたこの四年間を、まるで納得できないまま過ごしてきたの。あなたみたいななんの取り柄もない人に、彼を奪われるなんて、割り切れないわ」

「えっ？」

　気圧されている私を一いち瞥べつすると、奈子さんは化粧室を出ていった。

　そのあとのディナーが楽しめるはずもなく、気の重いまま過ごした私とは違い、奈子さんは機嫌よく優一さんやユキさんと談笑していた。

　特に、優一さんとは呼び捨てにするなど距離感なく接していたせいか、ユキさんに「おふたりは、知り合いなんですか？」と聞かれる始末。それでも、仕事上だけの関係だとごまかしてくれればいいのに、あっさり「元カレなの」とカミングアウトするのだから最悪だ。

　当然、ユキさんは驚くし、私なんて空気のような存在になってしまい、女としては惨めなだけだった。

　そして、ディナーがようやく終わったとき、ホテルの玄関前で優一さんが奈子さんにキッパリと言ってくれた。

「じゃあ、坂下とはこれから打ち合わせがあるから、オレたちは失礼するよ。ユキさん、また発表会で」

「はい！　よろしくお願いします」

　ユキさんは、腰を九十度近く曲げると、優一さんに頭を下げた。

　その隣で奈子さんは、おもしろくなさそうにふてくされた顔で渋々頷いている。

　そして、私はふたりに挨拶をすると、優一さんと並んで歩き出した。

　地下駐車場に停めてある車に向かいながら、ようやくふたりきりになったところで、優一さんが手を絡めてきた。

「すまない。茉奈には、嫌な思いをさせたよな。やっぱり奈子との仕事は、断るべきだったかもしれない」










きっかけは奈子




「えっ？」

　なにを言うのかと思えば、奈子さんとの仕事を後悔するような言い方に驚いてしまって、思わず優一さんを見上げた。

　だけど優一さんは、まっすぐ前を見据えたまま、足早に歩いている。

「優一さん、なんでそんなことを言うの？」

　優一さんは険しい顔のまま、車に着くとキーを開けた。

「だって、そうだろ？　茉奈との関係は、勘付いていたみたいだったし、あんなにみんなの前で堂々と過去の話をされたわけだし……」

　優一さんは顔をしかめながら言う。

「彼女の性格からして、きっとオレとの関係をしゃべると思っていた。分かっていたことなのに」

　優一さんは苦々しそうに助手席のドアを開けて、私を車内へ促した。

　そういえば、奈子さんを元カノだと話してくれたのも、彼女が話しそうだからという理由だったと思い出す。

「どうして、奈子さんはあんなふうに話したんだろうね……」

　奈子さんに化粧室で言われたことを話したほうがいいのか迷いながら、運転席に乗り込んだ優一さんに探りを入れるつもりで聞いてみた。

　まさか、奈子さんが未練を持っていたことを知っていたとか……？

　すると、エンジンをかけて車を走らせ始めた優一さんが、ため息混じりに首を横に振った。

「分からない。元々、あけっぴろげな性格だから、特に意味はなく話のネタに言っているんだろうけど……」

「そ、そうなの？　もしかしたら……優一さんに未練があるとか……？」

　彼が嘘をついているようにも見えず、さらに探りを入れると、優一さんは一瞬私を見て、「まさか」と驚いた。

「奈子とは、話し合いで別れたんだし、だいたい別れる頃には、お互い気持ちが冷え切っていた。未練なんて持つはずがないよ」

「だけど、奈子さんは優一さんに会うと、あんなに楽しそうだったじゃない」

　あんな宣戦布告をされなくても、奈子さんの気持ちを疑っていたかもしれない。

　すると優一さんは、苦笑いをしながら言った。

「別れたあと、恋人同士より、友達関係のほうがしっくりくると実感し合ったんだ。だからだと思う。奈子もオレに気兼ねがないんだよ」

「そう……」

　本気で言っているのが分かって、それ以上なにも言えなくなってしまった。

　彼女にまだ未練があると伝えたら、優一さんはどう思うだろう……。

「ねえ、優一さん。奈子さんは、やっぱり大事な人よね？　嫌いになったから、別れたわけじゃないんでしょ？」

　軽快に車を走らせながら、優一さんは小さく頷いた。

「ああ。嫌いで別れたわけじゃない。奈子のことは、同じ夢を追う人間として、力になりたいと思うし、彼女の成功だって祈ってる」

　キッパリと言われて、改めて奈子さんの気持ちは伝えてはいけない気になっていた。

　今は、彼女が前に進んでいると思っているから、応援しているみたいだけど、実は気持ちは立ち止まったままだなんて分かったら……。

　自分の中のズルイ部分が顔を出してきてしまう。

「だけど、あんなに大っぴらにオレたちの過去を話すんだもんな。茉奈にも嫌な思いをさせただろうし、仕事でタッグを組むのを後悔したよ」

　車はいつの間にか、優一さんのマンションへ着いていた。当たり前に降りるように促され、優一さんに手を握られる。

「奈子は、ちょっと自由奔放なところがあるけど、悪い人ではないんだ。茉奈と付き合っていることまで、人前で聞いてきたりはしないだろうけど……」

「私との関係は、周りにバレちゃまずいってこと？」

　エントランスでクラークの人の挨拶を受けながら、エレベーターに乗り込む。

　優一さんは握る手に力を込めて、私に笑みを向けた。

「違うよ。むしろ、社内では知れ渡っているじゃないか。そうじゃなくて、今日みたいに話を突然振られたら、茉奈も困るだろう？　それが心配なだけだよ」

　最上階に着いて、優一さんは玄関ドアを開けると、突然私を抱きしめた。

「でも奈子と顔を合わせることも少ないから、オレがいつだって守る」

　優一さんはそう言ったあと、唇にキスをした。

「ん……。優一さん……」

　舌を絡ませながら、優一さんの手は早くも私の胸に触れている。

　呼吸があっという間に乱れ、甘い声が漏れてきた。

「明日は休みだし、ふたりでゆっくりしよう。今週は、なかなか仕事以外で時間が持てなかったもんな……」

　唇を離し、耳元で囁く優一さんに、私はゆっくり頷いた。

　そして、優しく抱き上げられ、ベッドルームへ連れていかれる。

　相変わらず柔らかいベッドの上で、優一さんは体中にキスを降らせた。

「あっ……」

　彼の手が触れるたびに、体がどんどん熱くなる。

　どうしても優一さんの気持ちを独り占めしたくて、奈子さんのことを話せなかった。この温もりも、痛いくらいに抱きしめてくれる力強さも、すべてを誰にも渡したくなくて……。

　どうして奈子さんが、優一さんではなく、私に自分の気持ちを話したのかは分からない。だけど、彼女が話すつもりがない限り、私からは伝えないでおこう。

「茉奈、ネクタイ外して……」

　呼吸を荒くした優一さんが、私を愛おしそうに見ながら言う。

「うん……」

　優一さんの心の中を、奈子さんではなく私でいっぱいにしてしまいたいと思っていた……。




　汗ばんでいた体もすっかり冷めた頃、ベッドから見える夜景をしばらく眺めていた。時刻は深夜を回っているというのに、街のネオンは明々と輝いている。

「横になったまま見られるなんて、本当に贅沢ね。宝石みたいな景色を、優一さんって毎日こうやって見てるんだ？」

　彼に背を向ける形で、ため息が出るほどの輝きに見入っていると、後ろからギュッと抱きしめられた。

「毎日ひとりで見ていても寂しいだけだ。ジュエリーの構想を練っているときは、ボーッと見てるけど……」

　言いながら、優一さんは首筋にキスをしてくる。くすぐったさと、冷めた体がまた火照ってくるのを感じながら、優一さんに体を向けた。

「ん……」

　すると不意打ちのように唇を重ねられて、しばらく息をするだけで精一杯だった。

「茉奈がこうやって側にいてくれることが、こんなに安らぐことなんだな。改めて、そう感じるよ」

　優一さんは唇を離すと、優しく私の髪を撫でる。

「優一さんってば……」

　言葉では表現できないほどの幸せを感じながら、自然と笑みが浮かぶ私に、彼も微笑んでくれた。

「実はさ、このマンションには、誰も来たことがないんだ」

「え？　誰も……？」

　いきなりそんな話をするなんて、奈子さんとの間に、やましいことはないと言いたいのかな……。打ち合わせのことを、ずっと気にかけているみたいだったし。

「そう。柊也や彩子や、それに両親でさえも」

「ご両親もなの!?　どうして？」

　驚く私に、優一さんは目を細めてフッと笑った。

「オレのオヤジは商社マンなんだ。外国を回っていて、もう十年以上は日本に帰ってきていない」

「商社マン……。すごいのね」

　さすが優一さんのお父さんだ。十年以上も海外を回るなんて、きっと優秀な方に違いない。

「だから、オレも子供の頃から海外に住んでいることが多くて、日本で落ち着いた生活をしたことがなかったんだ」

「じゃ、じゃあ学校も外国で……？」

　だんだんスケールが大きくなっていく感じがして、唖然としてしまう。

「ああ。いわゆるインターナショナルスクールってやつだ。だから、オレには実家ってものがないんだよ」

「え？　実家がない？」

「そう。小さい頃から転勤族で、両親には持ち家がない。今は祖父母も他界しているから、日本では帰る場所がないんだよ」

　言われてみれば、たしかにそうだ。ご両親は海外に十年以上もいるのだから、日本では優一さんを待ってくれている場所がないんだ……。

　そんなことを考えたら、なんだか急に切ない思いがこみ上げてくる。

　私には、いつだって実家という戻る場所はあるのに、こんなに頑張っている優一さんには、それがないだなんて……。

「優一さん、ご両親には会わないの？」

「年に一回、正月だけだよ。だけど、今年は茉奈のことで頭がいっぱいだったな」

　苦笑いする優一さんは、私をゆっくりと、でも強く抱きしめた。

「オヤジたちは、今パリにいるんだ。茉奈のことを話したら、会いたがってた」

「えっ!?　私のことを、ご両親に話したの？」

　思わず優一さんの体を押し返すと、彼はきょとんとしている。

「ああ、この間電話で。ちゃんと紹介したかったんだけど、都合の悪いことでもあるのか？」

　優一さんは口をへの字にして不機嫌そうな顔をしている。

　その姿に、私は慌てて否定した。

「あるわけないわよ。ただ、ご両親に紹介するって、ちょっと身が引き締まるというか……。上手く言えないけど、ただ付き合ってるのとは違うって感じで、緊張してきちゃって」

　しどろもどろで言うと、優一さんはまだ納得していないといった表情をしている。

「オレは、それだけ本気で茉奈と付き合ってる。それに、茉奈と出会ってから、ここへ帰るのも楽しくなったから」

「優一さん……。その気持ちは私も一緒よ。ごめんなさい、ありがとうって言うべきだったのに」

　優一さんの胸に顔をそっと当てると、鼓動が速くなっていることに気づいた。

　なぜだか、優一さんも緊張してるみたい……。

「お礼を言ってほしいわけじゃないよ。ただ、真面目な気持ちだってことは分かってほしい。それと、茉奈がいてくれて、本当に毎日が満たされる……。お礼を言いたいのは、オレのほうだ」

「私もよ、優一さん……。私には、身に余る幸せだもの」

　目を閉じると、優しく髪を撫でられる。

　優一さんは私を抱きしめて、耳元で囁くように言った。

「なあ、茉奈。ここで一緒に暮らそう」

「えっ!?　く、暮らす？」

　突然のことに驚いて、優一さんの体を押し返しそうとすると、再びギュッと強く抱きしめられた。

「茉奈は、驚くとすぐに離れようとするよな。オレは、もっとこうして抱きしめていたいのに……」

　普段は見せない少し甘えた彼の姿に、胸が痛いくらいに高鳴る。

「だって、一緒に暮らそうだなんて言うから……。ビックリしちゃって……」

　優一さんの恋人になってから、まだ二カ月も経たないくらいなのに。

「嫌なら、茉奈がいいと思ってくれるまで待つよ」

　まだ優一さんの鼓動は速く、さっきよりも強く波打っている気がする。

　さらっと言ったように思えたけど、緊張しながら口にしてくれたんだと思うと、愛おしさがこみ上げてきた。

「嫌だなんて、思ってないわ。でも、本当にいいの？　仕事でもプライベートでも一緒で、優一さんが息を詰まらせたりしない？」

　視線を上げると、そこには穏やかな笑みがあった。

「帰れる場所が、ずっと欲しかったから。そこに茉奈がいてくれるなら、もうそれ以上望むものなんてないよ」

「優一さん……」

　それほどまでに私を必要としてくれることが嬉しくて、涙が溢れそうになる。

　自然と唇が重なり合って、優一さんが私に覆いかぶさる。

　彼の背中に抱きしめるように手を回すと、再び私たちは甘い夢の夜へ落ちていった。




　次の日、優一さんとの同棲話はトントン拍子に進み、私の必要な荷物を優一さんのマンションへ運び入れた。

　それにしても、私がこんな超がつく高級マンションに住むことになるなんて、まったく想像もしなかっただけに、やっぱりどこか落ち着かない。

　ソファに座ってくつろいでみても、キッチンで朝ごはんを作ってみても、しばらくは優一さんのマンション生活に慣れそうにもなかった。

「ごめんな、茉奈。自分から同棲を誘っておいて、日曜日は仕事とか……」

　朝ごはんを食べ終えたあと、優一さんが申し訳なさそうに言ってきた。

「ううん、気にしないで。週末でも、仕事が入るのは分かってたことだから」

　ショップは週末でも営業しているのだし、ましてやニューヨークにも店舗があり、週末どころか夜中にだって緊急の連絡が入ることもある。それは、この二カ月一緒にいて、ちゃんと理解しているつもりだった。

　優一さんは早々にスーツに着替えると、ネクタイを締め、私にキスをした。

「優一さん……」

　少し照れくさくて、はにかんだ笑顔で優一さんを見上げる。

　ひとりが寂しくないわけではないけど、こうやって私への想いを見せてくれるから、心は十分に満たされていた。

　優一さんも笑みを見せて、今度は額にキスを落とす。

「じゃあ、行ってくる。早めに帰れると思うから、夜はゆっくりしよう」

「うん」

　玄関先で優一さんを見送ると、広いマンションにひとり残されて、なにか物足りなさを感じ始めた。

　金曜日、奈子さんから、優一さんが私を秘書にしたことを公私混同だと言われた。その言葉がどこか引っかかっていて、気持ちがモヤモヤしている。

「そんなことはないって、言い切れなかったのよね……」

　ゆっくりとバルコニーに向かうと、そこから朝の街を見下ろす。

　夜とは全然違って、ロマンチックなムードはなにもない。そのためか、よりリアルに見えて夢見心地な気分は持てなかった。

　私にもなにか、取り柄ってないのかな……。

　そう考えてしまうのは、きっと奈子さんの存在を知ってしまったからだ。










茉奈の迷い




「お疲れ、茉奈ちゃん」

　給湯室で来客用のマグカップを洗っていると、柊也さんが声をかけてきた。

「あ、お疲れ様です」

　柊也さんから声をかけられるのが珍しくて、不必要に緊張してしまう。

　カップを洗い終えてカゴに置くと、早々にその場を出ようとした。

　すると、「優一のとこに泊まった？」と不意に聞かれ、一気に鼓動が速くなった。

「えっと……泊まったというか……」

　同棲のことを話していいのか、迷ってしまう。

　優一さんからは特に口止めはされていないけど、簡単に言っていいものか分からず、言葉を濁していると、柊也さんがアッサリと指摘した。

「優一と同じ匂いがするから。今朝出社も一緒だったろ？　泊まったというより、同棲し始めたんだな？」

「えっ!?」

　それだけで、どうして同棲していると思ったんだろう。ただの〝お泊まり〟の可能性だってあるのに。

　唖然としながら柊也さんを見ていると、意地悪そうな目つきをされてしまった。

「今、なんで分かったんだろうって思ったろ？　分かるよ。優一の考えそうなことだから。本当、あいつ四六時中、茉奈ちゃんと一緒にいたいんだな」

「柊也さんの言う通りです……」

　図星すぎて、私には認めることしかできなかった。

　柊也さんの言い方からしても、奈子さんの公私混同発言は、ただの嫌みじゃなかったのかもしれない。

「だいたい、クリスマスイブのパーティーだって、あいつ職権乱用したようなもんだろ？　ゲストにかんこう令出すなんて、なにやってるんだか」

「柊也さんも知ってるんですか？」

　驚く私に、柊也さんは頷いた。

「パーティーに出席した奴から聞いた。そのとき一緒にいた茉奈ちゃんが、秘書になってるんだもんな。特別な関係の女性なんだろうって、周りではちらほら噂になってるよ」

「そうだったんですか……」

　柊也さんのため息混じりの言い方で、よくない意味だということは分かる。

　まさか、私のせいで優一さんの印象を悪くしているの……？

「あいつ、茉奈ちゃんに相当惚れ込んでいるみたいだけど、せめて社内や業務中は適度な距離は保ったほうがいいと思うぞ？」

「適度な距離……」

　だけど、秘書として仕事では一番近くにいるわけだし、距離を置くのはなかなか難しい気がする。

　同棲を始めたこと、柊也さんはよく思っていないのかな……。距離をとるどころか、どこまでも一緒なのだから。

「まあ、そうは言っても、オレはどっちかって言うと、優一と茉奈ちゃんを応援してる側だから。それから、奈子のことは、優一から聞いたんだろ？」

「あ、はい。元カノだって……」

「優一には、奈子より茉奈ちゃんのほうが合ってると思うよ。奈子は少し自由奔放なところがあって、振り回されすぎる。オレは今でも仕事のことなんかで連絡を取り合うことがあるけど、しみじみそう思うから」

「柊也さん、ありがとうございます……」

　きっと、本当に心配してくれているんだろうと思う。厳しいようで、言葉の端々に優しさを感じる。柊也さんの気持ちは素直に嬉しかった。

　だけど、やっぱり、同棲はやめたほうがいいのかもしれない……。

　柊也さんと別れて仕事に戻った私は、悶々とそのことを考えていた。




　業務が終了した二十一時、帰り支度を終えた優一さんが声をかけてきた。

「茉奈、帰ろうか。今日は、新作発表会の詰めもあって疲れたろ？」

　優一さんは相変わらず優しい笑顔を向けてくれる。だけど、私の気持ちは複雑だった。

「ねえ、優一さん。私たち、やっぱり生活場所は別々のほうがいいんじゃないかな」

　勇気を振り絞って言ったつもりが、かなり弱気な口調になってしまった。

　すると、優一さんの顔がみるみる強ばった。

「どういうことだよ。同棲が嫌だっていうことか？」

「ううん。嫌なわけじゃないの。ただ、あまりにもずっと一緒にいるじゃない？　本当にそんなのでいいのかなって……」

　奈子さんに言われた『公私混同』という言葉や、柊也さんの『適度な距離は保ったほうがいい』というアドバイスが、頭をぐるぐる回っていた。

　私がここで働くことすら、優一さんにとってマイナスイメージになるのかもしれない。

　そのことが、どうしても引っかかっていた。

「今朝までは、普通だったじゃないか。今日一日で、心変わりのきっかけになったものはなに？」

「なにって……」

　奈子さんのことを話すとなると、彼女が優一さんに未練があることも気づかれるかもしれない。今は、奈子さんに割り切った感情を持っている優一さんも、気持ちに変化が出るかも……という不安から、どうしても話すことをためらってしまっていた。

「言えないこと？　たとえば、週末オレと一緒にいて幻滅したとか？」

　優一さんは眉間に皺を作って、かなり不機嫌な表情をしている。

「まさか、そんなわけないじゃない。優一さんのことを尊敬しても、幻滅するはずない……」

　慌てて否定したものの、まるで納得していないようだった。

「じゃあ、なんで？　オレは無理強いするつもりはないよ。だけど、理由を言ってくれないと、納得できないだろ？」

「それは……」

　かといって、柊也さんの話を出すのも告げ口みたいで気が引ける。

「それは？」

　迫力ある優一さんを前に、ごまかしは通じなさそうだ。

　観念した私は、とっさに口にしていた。

「もっと、優一さんと距離を置きたいから」

　そう言った私を、優一さんはしばらく放心状態で見つめていた。

「優一さん……？」

　声をかけると我に返った彼が、目を泳がせている。

「ちょっと、待って。距離を置きたいって、オレたちはまだ、付き合って日が浅いんだぞ？　むしろ、距離を縮めていく段階じゃないのか？」

「だって……」

　煮え切らない態度がますます優一さんの不審を買ったようで、彼は動揺を鎮めるようにひと呼吸置いてから、私の腕を掴んだ。

「帰ろう。茉奈の主張は、まるで受け入れられない」

　半ば強引に腕を引っ張られ、私はとっさに振りほどいていた。

　社長室の向こう側には他の社員たちがいるのに、手を引かれる姿なんて見せられない。私のせいで優一さんに悪い噂がたってはいけないと思ってしまっていた。

「茉奈？」

　訝しげに見る優一さんに、私は緊張を感じつつ口にした。

「けじめをつけたいなって……。私は、ここではあくまで優一さんの秘書だから。手を引かれるっていうのは、ちょっと……」

「分かった。手は離すよ。だけど、一緒には帰ってほしい」

　優一さんはゆっくり手を離し、私を真剣な顔で見据える。

　これ以上拒絶しても優一さんのフラストレーションを溜めるだけかもしれなくて、小さく頷くしかなかった。




　普段通り、優一さんの車でマンションへと向かう。車中はずっと無言で、私からも話しかけにくかった。

　マンションの部屋に到着し、リビングに入るなり、ふいに優一さんに持ち上げられた。

「優一さん!?」

　軽々と腰に手を回して、私を少し切なそうに見つめている。

「茉奈、本当はなんなんだよ？　オレと同棲したくない理由は」

「あ、あの……。それは……」

　優一さんを見ながら、答えに戸惑う。

　ずっと気にかかっているみたいで、さすがに申し訳なさでいっぱいになってきた。

　私が社長室で言ったことは、ごまかしだと気づいている……。

「言ってほしい。なにを隠してるんだ？　茉奈の本心を聞けないまま、きみを失っていかないといけないのか？」

「えっ？　失うだなんて、そんな……」

　まさか、私が心変わりしているとでも思っているの？

　大きな誤解を生んでいるようで、動揺していると、優一さんは私を下ろして抱きしめた。

　優一さんの速い鼓動が伝わってきて、彼のほうがもっと戸惑っていることに気づいた。

　私は今、彼をとても不安にさせている……。

「優一さん……。私……」

　せめて、本当の気持ちが伝わるように話そう。

　奈子さんや柊也さんの名前を出す勇気は、やっぱりないけれど……。

「私ね、優一さんの足を引っ張りたくないの」

「オレの足？　どういうことだ？」

「私がこうやってｅｌｌの社長秘書をやっているのは、私の力じゃない。優一さんに好きになってもらったから……」

「それが気にかかるっていうのか？」

「うん……。周りには、そういうのをよく思わない人も、いるかもしれないし……」

　優一さんは、どんな反応を見せるだろうと、少し不安に思いながら待ってみる。

　すると、数秒のちに優一さんが体を離して言った。

「誰かに言われたんだろ？」

　真剣な目で見つめられて、冷や汗が流れそうになる。

「どうして、そう思うの……？」

　おずおず聞くと、優一さんはまるで小さな子供を叱るような、少し怖い顔をした。

「突然、距離を置きたいと言ってくるからだよ。誰だって不自然に思うさ。で、誰に言われたんだよ？」

「誰って……」

　奈子さんの名前を出すのは、どうしても抵抗がある。彼女の未練を、優一さんには知らないままでいてほしい……と思うのは、きっと私が奈子さんに勝てる部分が見出せないから。

　才能もあってかわいくて、そして過去に優一さんが好きになった人……。

　別れた理由はいろいろあるのだろうけど、奈子さんの想いを優一さんには知られたくない。優一さんが、彼女を気にかけるきっかけを与えたくなかった。

　そんなズルさもあって答えることができずにいると、優一さんの諦めに似たため息が聞こえてきた。

「言いたくない……か。それならとりあえず、今は聞かないでおく。だけど、それすら教えてもらえないなら、距離を置きたいという気持ちは受け入れられない。オレは、茉奈が好きだから」

　優一さんはキッパリと言って、私を優しく抱きしめた。

「優一さん……」

　彼の言うことはもっともで、結局あいまいに話して優一さんを混乱させた自分が情けない。

　こんなことなら、もう少し考えてから口にするべきだった……。

　しばらく優一さんは抱きしめてくれていたけど、自己嫌悪でいっぱいの私は、彼の温もりに浸る気分にはなれなかった。




　結局、柊也さんのアドバイス通り、社内で距離を保つことだけは、くどいくらいにお願いした。それから出勤を別にすることも……。

　それすらも、優一さんには不審がられたけれど、深く追及されることはなかった。

「おはよう、茉奈ちゃん」

　翌朝、オフィスに向かうエレベーターを降りたところで、彩子さんに声をかけられた。

　彩子さんはいつものようにパンツスーツをビシッと着こなして、いかにも〝デキる女〟といった風格を漂わせている。

　やっぱり私が並ぶと、自信のなさが現れるからか、まるで対等な雰囲気が出せず、少しヘコんでしまった。

「おはようございます、彩子さん」

　心の落ち込みは隠してニコリと笑顔を向けると、彼女は満面の笑みを向けた。

「優一と一緒じゃないんだ？」

「はい、出勤は別々にしました。一緒に出社するのも、けじめがつかないので」

　こうやって、身近な人からイメージを払拭するしかない。公私をきちんと分けているところを見せなければ。

「あ、そうそう茉奈ちゃん。この間、お客さんから褒められたんだってね」

　オフィスのドアを開けながら、彩子さんが興奮気味に言った。

「えっ？　私がですか……？」

　すると、彩子さんは驚いたように足を止めた。ちょうどみんなのいる島の手前だ。出勤している人はまだ少なく、彩子さんに合わせて立ち止まる。

「うん、そうなんだけど……。優一から聞いてないの？」

　私の業務内容に優一さんが関係しているのはごく当たり前のことのはずなのに、なぜか彼の名前が出てくると、神経を尖らせてしまう。

　それくらいに、私との関係が周りにどう思われているか、気になってしまっていた。

「はい。社長からは、まだなにも聞いてません」

　あえて〝社長〟という言葉を使ったのも、他の社員の人たちに聞こえてもいいように。この呼び方なら、プライベートな話をしていると、誤解されることはなさそうだから。

「そっか。実はね、上顧客の方たちから、茉奈ちゃんの応対が感じよくて、癒されるって何件かお声をもらったのよ」

「そ、そうなんですか!?」

　優一さんの顧客の方たちの電話や来客の対応はさせてもらっているけど、まさかそんなふうに言ってもらえているとは想像もしていなくて、彩子さんから聞かされた話は素直に嬉しかった。

「優一も黙ってるなんて、人が悪いわよね。茉奈ちゃんって、ショップの店員にも向いてるって評判よ？　優一に頼んで、異動させてもらったら？」

「え……？」

　彩子さんは楽しそうにクスクス笑うと、席へ向かった。

　半分冗談だとは分かっていても、『異動させてもらったら？』という言葉が、頭をぐるぐる回る。

　呆然としつつ社長室に入ると、しばらく考え込んでしまった。

　私にも、自分の力でできる仕事があるということ……？

　ｅｌｌのショップ店員は倍率も高く、求められるスキルも厳しいと聞いたことがある。だから自分には無理だと思っていたけど、もしそれを目指せるのなら……。

　自分の力で掴めるのなら、やってみたい気がする。奈子さんには足元にも及ばないかもしれないけど、私でもｅｌｌの役に立てるように頑張ってみたい。

　その気持ちがじわじわ湧いてきた。

　そう考えてみたものの、どうすればいいのだろう。

　優一さんの力は借りたくない。だから、挑戦するなら公募で……と思うけど、そもそも、ここの人事権は誰が持っているのか。優一さんだと困るかも……。

「なに、ブツブツ言ってるんだ？」

「ゆ、優一さん!?」

　いつの間にか優一さんが入ってきていて、背後から顔を覗き込まれて驚いた。

「真剣に考えごとしてたみたいだけど、仕事のこと？」

　優一さんにしては珍しく、口調が意地悪だ。

　もしかして、距離を置きたいと言ったことを、まだ引きずっているとか……？

　そう思ったら、軽々しく口にしたことを後悔する。

「そう、仕事のことよ。それより優一さん、新作発表会の件なんだけど……」

　優一さんに余計な心配をかけたことに罪悪感を持ちつつ、ショップの店員に挑戦してみたいという、はやる気持ちも感じていた。










優一のライバル？




「うわぁ……。彩子さん、新作発表会って、こんなに豪華なんですね」

　今日は、いよいよ本番の日。以前、奈子さんと打ち合わせをしたスセンリプホテルでｅｌｌの新作発表会が行われるのだ。始まりは十七時からで、まだ一時間は余裕がある。

　バンケットホールを貸し切りにした会場は、想像以上にきらびやかだった。ステージ上にはランウェイができ上がり、その背後にはプロジェクターで新作のジュエリーの映像が映し出される予定になっている。

　二百席ほどあるゲストテーブルには、スワロフスキーで作られたネームプレートが置かれている。さらに部屋の四方にはバラの花が飾られていて、華やかさを高めていた。

「そうね。今回はコンセプトがウエディングを意識したジュエリーだから、ちょっと会場の雰囲気が披露宴っぽいかな？」

　彩子さんは「うんうん」と言いながら、満足そうに頷いている。

　優一さんもでき栄えに納得していたみたいだし、発表会が成功したらいいな……。

「彩子さん。私は、ゲストの方たちの様子を確認してきます」

「オッケー。よろしくね、茉奈ちゃん」

　ステージの上をちらりと見ると、優一さんと奈子さんが打ち合わせをしている姿が見えた。

　ふたりきりなのは気にかかるけど、ゲストの方たちの応対は、秘書としては大事な仕事だ。発表会が始まるまでの間に、なにか不都合があってはいけない。行き届いていないことはないか、きめ細やかに確認していく必要がある。

　私はゲストの待つ控え室へと急いだ。




　控え室でゲストの方たちの様子を確認し終えると、また優一さんのいる会場へ戻ることにした。

　その途中の廊下で、背後から男性に声をかけられた。

「すみません。ｅｌｌの関係者の方ですか？」

「は、はい」

　振り向くと、濃紺のスーツに身を包んだ三十代くらいの男性が立っている。

　スラリと背が高く、キリッと上がった眉とは対照的に目尻は下がっていて、甘いルックスの男前な人だ。

「僕は、中なか沢ざわ蓮れん士じといいます。相良社長の秘書の方に、お会いしたいのですが……」

　愛想がよく、礼儀正しいその人は、どうやら私を探していたらしい。

　そのことに驚きつつも、優一さんの秘書という肩書きに恥じないように、私は姿勢を正してニコリと笑顔を作った。

「私が、相良の秘書でございます」

　すると、蓮士さんという人は、一瞬目を見開いたかと思うと、すぐに穏やかな笑みを見せた。

「そうでしたか。実は、あなたのお噂はかねがね聞いていたもので……。一度お会いしたいと思っていました」

「えっ？」

　いったいどんな噂だろう。奈子さんが言っていたような、マイナスイメージに繋がりそうなものだったら嫌だな……。

　考えながら黙り込んでいると、蓮士さんのクスクス笑う声が聞こえた。

「そんなに考え込まないで。突然声をかけて、ごめん。実は、オレは優一の知り合いで、こういうことをやっているんだ」

　蓮士さんは、それまでのかしこまった雰囲気から一気にくだけた口調に変わり、名刺を差し出した。

　受け取って見てみると、そこには一流外資系銀行の名前が書いてある。どうやら、投資部門の課長をしているらしい。

　そのステータスにすっかり気後れしてしまった私は、笑顔を引きつらせながら蓮士さんを見た。

「あの……。私にどんなご用件でしょうか？」

　一度会ってみたかったと言っていたけど、まさか品定めでもするつもりとか……？

　最近、落ち込み気味だっただけに、蓮士さんに対して警戒心が芽生えてくる。

　すると、彼は優しい笑みで私を見下ろした。

「きみは、あの優一がかなり惚れ込んでる女性らしいね。ちょっと興味があって、見てみたかったんだよ」

「そ、そうですか……」

　蓮士さんは気持ちが読み取れないくらい、表情も口調も穏やかだ。嫌みな感じはしないけれど、わざわざ私を探していたくらいだもの。もしかしたら、なにか裏があるのかもしれない。

　あまり話を深堀りせずに、切り上げたほうがいいかな……と考えていたときだった。

「坂下？　なにをやっているんだ？」

　パーティー会場から出てきた優一さんが、少し大きな声で私を呼ぶ声がした。

「あ、社長……」

　優一さんが出てきてくれてホッとする。

　だけど、その瞬間、彼の顔が険しくなったのが分かった。

「蓮士じゃないか。久しぶり。こんなところで、どうしたんだ？」

　どうやら蓮士さんは、今夜のゲストではないらしい。

　優一さんが大股でこちらに歩いてくる。眉間に深い皺を寄せている彼の表情が、蓮士さんとの関係を物語っているようだった。

　あまり、仲がいいわけではないみたい……。

「実は、このホテルで幹部会議があってね。オレも出席してたってわけ。そうしたら、ｅｌｌの新作発表会が開かれるって耳に挟んだから……」

「偵察にでも来たのか？」

　蓮士さんの話が終わる前に、優一さんの挑発めいた言葉が飛ぶ。

　だけど、蓮士さんは表情ひとつ変えることなく、愛想のいい明るい口調で答えた。

「まさか。ただの好奇心だよ。お前の彼女も見てみたかったし……。そういえば、名前を聞いてなかったな」

　チラリと目を向けられて、背筋が伸びるような緊張感が走る。

　蓮士さんの放つオーラは、優一さんとは違う威圧感めいたものを感じるからだ。

「すみません。坂下茉奈と申します……」

「茉奈ちゃんか。これからまた会うこともあるだろうし、よろしくな」

「は、はい。よろしくお願いします」

　私の隣に立つ優一さんはずっと険しい表情を崩さないし、蓮士さんは不気味なほど笑みを絶やさない。

　いったいふたりはどんな関係なのか、不思議で仕方なかった。

　蓮士さんがエレベーターに乗り込んだのを確認すると、優一さんが身を翻してぶっきらぼうに言った。

「行こう。そろそろゲストが会場入りする時間だから」

「う、うん……」

　優一さん、かなり機嫌を損ねているみたい。

　蓮士さんとの関係は、改めて聞いてみることにしよう。それに『偵察か？』と言っていたのも気になるし……。

　蓮士さんの名刺をポケットにしまうと、優一さんのあとを追いかけるようについていった。




　新作発表会のゲストには、ｅｌｌの株主や上顧客が名を連ねている。以前会った嶋谷副社長夫妻や、大手企業の重役夫妻など、それまでの私では見ることすらなかった人たちが揃っていた。

　壇上では、優一さんが新作のコンセプトや注目点などを説明している。その彼の姿を、私をはじめ、デザイナーである柊也さんや彩子さんが袖口で見守っていた。

「優一の話が終われば、モデルさんの登場よね」

　スケジュールを確認しながら、彩子さんが呟く。

　それに合わせるように、私も内容を確認しようとスケジュール表をめくると、奈子さんが目の前にやってきて仁王立ちした。

「奈子さん？」

　彼女は私を睨むように見て、これみよがしにため息をついた。

「あのね、茉奈さん。あなたは引っ込んでくれない？　それくらい分からないの？」

「えっ？」

　一瞬、なにを言われているのか理解できなくて、言葉を失った。

　すると彩子さんが、険しい顔でやって来た。

「ちょっと奈子、そういう言い方はないでしょ？　だいたい、茉奈ちゃんは優一の秘書なのよ？　引っ込んでもらっちゃ困るけど」

　柊也さんも少し離れた場所から、腕組みをして苦い顔でこちらを見ている。

　だけど奈子さんはまるで動じる様子もない。

「秘書以前に優一の彼女でしょ？　そんな人が、この場でウロウロしてるのは嫌みよ。今日の主役は、あくまで新作ジュエリーとゲストだけ。茉奈さんがいるとぶち壊しだわ」

「ちょっと奈子！」

　声を荒げた彩子さんを、私は軽く手で制した。ステージまで声が届いては大変だ。

「ありがとうございます、彩子さん。でも、奈子さんの言う通りかもしれません」

「茉奈ちゃん……。奈子の言うことは気にしなくていいわよ。そもそも、今日はｅｌｌの発表会よ。奈子が指図するのはおかしいわ」

　まるで納得いかない様子の彩子さんは、言い終わると奈子さんを睨んでいる。

　それでも奈子さんは、強気の姿勢を崩さなかった。

「彩子ってば、忘れたの？　今日の発表会は、半分私がスポンサーよ」

　そう言われ、彩子さんは口をつぐんだ。

　それにしても、さすが大学時代からの知り合いだけあって、ふたりとも遠慮がない。

　ふたりの迫力に気圧された私は、スケジュール表を閉じた。

　このままでは、私の存在がｅｌｌの発表会の足を引っ張りかねない。

「優一さんとのことが噂になってるのは知っていますから……。今日は、人目につかない仕事に徹します」

　私は進行に関わっているわけではないし、雑用めいた仕事はいくらでもある。だから、私がこの場を離れても、優一さんにはいくらでも言い訳が成り立つ。

「ねえ、茉奈ちゃん。本当に気にしなくていいわよ」

　心配そうに見つめる彩子さんに、なんとか笑みを向けるとその場を離れた。

　ステージ裏の扉から廊下に出る。

　広報部の人に会い、なにか仕事はないか尋ねると、さっそく外出を頼まれた。

「実は、発表会のあとの打ち上げの料理の数を間違えちゃったんです。すみません」

　そう泣きついてきたのは、私と同じ新人ちゃんだ。店舗でないと追加の注文を受け付けないとかで、困っていたという。

「気にしないでください。行ってきます」

　彼女からメモをもらい、エレベーターに乗り込む。

　外に出るほうが落ち着くから、こういう用事でよかった……。

　今から、新作ジュエリーがお披露目されて、会場が盛り上がるところだ。それを見られないのは残念だけど……。

「えっと……。店はデパ地下にあるわけね。ここからだと五分ちょっとくらいか」

　ホテルを出てメイン通りを歩いていると、仕事終わりのビジネスマンやＯＬさんのグループとすれ違った。今日は金曜日だから、どこか飲みにでも行くのか、みんな笑い声を上げて楽しそうだ。

　それに対して、私はどこか虚しさを感じていた。

　せっかくの発表会も、その場にいられないんじゃ、部外者みたいなものだ。とても楽しそうに笑うことなんてできない。

　でも、ｅｌｌの現場の一員になれていることが、そもそも夢のようなもの。さらに、それを創ったカリスマ社長が恋人なのだから、贅沢を言ってはいけない……。

　そう自分に言い聞かせながら、デパートに向かっていると、

「茉奈ちゃんだよね？」

　背後から声をかけられ振り向くと、そこには蓮士さんがいた。

「えっ？　れ、蓮士さんですよね……？」

　まだこの辺りにいたのか……。

　訝しげに見ていると、蓮士さんがクスッと笑った。

「そうだよ。さっき会ってから、まだ一時間ちょっとだけど、もう忘れた？」

「いえ……。ちょっと驚いたもので。それにしても、後ろ姿でよく私って分かりましたね」

　つい身構えてしまうのは、彼が優一さんと仲が悪そうだからだ。

　一流外資系銀行マンだということしか、素性が分かっていないし……。

「服装と髪型を覚えてたからね。それより、どこへ行くの？　ホテルとは反対だけど……」

「ちょっと雑用なんです」

「へぇ。優一の秘書っていうのも、なかなか大変なんだな。てっきり、常にピッタリくっついてるものだと思ってた」

　ピッタリって……そういうイメージを持たれていることが引っかかる。

　それは、半分嫌みも込められているのか……。

「そんなに、いつも一緒ってわけじゃないですから。それじゃあ、失礼します」

　あまり長話をしたくないと思うのは、蓮士さんの口調の端々に、探りを入れられている印象を受けるから。

　愛想はいいけど、油断できない人……。さっさと行ってしまおう。

　身を翻そうとすると、蓮士さんに腕を掴まれた。

「蓮士さん……？　まだ、なにかご用ですか？」

　戸惑いを隠しながら尋ねている間も、蓮士さんは力を強めて振りほどけないようにしている。どうしてそこまでされるのか分からなくて、不安も増してきた。

「茉奈ちゃん、今夜のパーティーって、奈子もいるんだろう？　いいのか？」

「いいのかって……。それは蓮士さんには、関係のないことです」

　いきなり奈子さんの名前が出てきて動揺してしまった。鼓動が痛いくらいに速くなる。

「ムキになるってことは、知ってるんだな。あのふたりの関係。優一も、今さらなんで、元カノとタッグ組むんだろうな」

　蓮士さんはいったいなにが言いたいんだろう。

　優一さんと同じくらいに男前だけど、性格はまるで真反対の最悪だ。

「蓮士さん、離してください。私は業務中ですから。それに、優一さんのプライベートは、蓮士さんには関係のないことです」

　初対面の人にここまで言うのは、かなり勇気がいる。自分でも足が震えているのが分かるほどだ。

　すると、蓮士さんは表情ひとつ変えず、涼しい顔で私の腕を離した。

「オレと優一と、奈子や柊也たちは同じアメリカの大学に通ってたんだよ」

「えっ？」

　そんな繋がりがあったことに驚きだけど、それなら優一さんと奈子さんの過去を知っていることには納得だ。

「そのあと、オレと優一はアメリカで実務経験を積んで、ＭＢＡの資格をとったんだ。あの頃から、お互い相容れないほどのライバルなんだよ」

「ライバル……。ＭＢＡって、経営に関する資格ですよね？」

　耳にしたことはあるけど、詳しくは分からない。だけど、簡単にとれるものではないことくらいは知っている。

　すると、蓮士さんは小さく頷いた。

「経営学修士という資格なんだ。なにかとビジネスの上で役に立つ知識だから」

「そうなんですか……」

　優一さんに、そんな資格があったことにも驚きだ。本当に、どこからどこまでも雲の上の人って感じがする。

「でも蓮士さん。だからって、私に近づいてなにをするつもりですか？　私は、奈子さんや彩子さんみたいな才能があるわけでもないです。なにも、得することはないですよ」

　優一さんがライバルだとして、それと私となにが関係あるのか。

「得することはない……ねぇ。茉奈ちゃんって、自分の置かれてる立場を分かってないんじゃないか？　なにせ、あの優一の惚れた女性。十分価値があると思うけど」

　やっぱり、この人はどうしても好きになれそうにない。

　優一さんに想われていないと、私には価値がないと言われているようなものだ。

「申し訳ないですけど、これ以上話をする必要はないと思いますので。失礼します」

　優一さんとライバルだと言うくらいだから、単に嫌がらせをしたいだけかもしれない。

　だんだん腹立たしさとバカバカしさがこみ上げてきて、今度こそ身を翻した。

　すると、背中越しに蓮士さんの声が聞こえてきた。

「茉奈ちゃん、また会いに行くから」

「えっ!?」

　なにを言ってるのか、驚いて振り向くと、蓮士さんはニッと笑って、反対の人混みの中へ颯さっ爽そうと消えていった。

「な、なんなの……？」

　会いに来るって、なにが目的で？

　それに、まさかｅｌｌの本社に押しかけてくるつもりじゃないよね？

　しばらく呆然とその場に立ち尽くしていたけど、誰かにぶつかられて我に返る。

　蓮士さんの本音がまるで分からなくて不安だったけど、私も用事を済ませるために先を急いだ。










優一の想いを再確認




　蓮士さんに会ったおかげで予定より遅くなってしまい、小走りでホテルへ戻る。

　急いでスタッフルームに戻ると、優一さんに仁王立ちで出迎えられてしまった。

　隣には小さくなった奈子さんと、少し奥には気まずそうに椅子に座っている柊也さんと彩子さんがいる。

　もしかして、遅くなったことを怒ってる……？

　いつの間にか会場では、立食パーティーが始まっていた。

　おずおず優一さんを見上げながら、弱々しい声を発した。

「優一さん、遅くなってごめんなさい……」

　とても機嫌が悪そうだし、蓮士さんの話はやめておこう。

　すると、優一さんは普段見せることのない険しい顔を向けた。

「遅くなったかどうかなんて、オレには分からないよ。なにせ、どんな業務を命じられていたのか、まるで知らなかったんだからな」

「あっ……」

　そうよ、私ってば優一さんに断りなく出ちゃったんだ……。

「彩子から聞かされて驚いたけど、あくまで茉奈の上司はオレだ。無断で業務変更はあり得ないだろう？」

「は、はい……」

　本当にすごく怒ってるみたい……。

　優一さんが、この新作発表会をどれだけ大事に考えていたかを知っている。その場所で、和を乱した私をどれだけ腹立たしく思っているだろう。

　優一さんの気持ちを踏みにじった気がして、俯くことしかできなかった。

「優一、止めなかったオレも悪いから、茉奈ちゃんをそんなに責めるなよ」

　柊也さんの声がして、気が緩みそうになる。

「それなら私も一緒よ。なにがなんでも、引き止めるべきだった」

　さらに彩子さんまで庇かばおうとしてくれて、涙が出そうになってきた。

　こんなに迷惑をかけることだったなんて……。

　すると、頭上から変わらず不機嫌な調子の優一さんの声が聞こえた。

「茉奈がしっかりすればいいだけの話だろ？」

「はい……」

　返事を返すだけで精一杯だ。

　私は、私なりに考えて奈子さんの言葉に従ったつもりだったのに……。

　こんなに優一さんを怒らせることになるなんて、想像もしなかった。

「それから奈子も、余計な指図は控えてほしい。きみに、茉奈の業務変更を行う権利はないはずだ」

「分かりました……」

　さすがに強気な奈子さんも、こってり絞られたのか、神妙な面持ちで小さくなっている。

「まったく、今日は大事な発表会なんだ。それを忘れないでほしい」

　優一さんは言い捨てると、乱暴にドアを開けて出ていった。そのあとにつられるように、柊也さんと彩子さんも、私に心配そうな視線を向けつつ出ていく。

　そして、奈子さんとふたり取り残されたとき、彼女が私をキッと睨んだ。

「私は、あなたを優一の彼女として認めない。絶対にボロを出させてやるから」

「えっ？」

　言葉を失う私を置いて、奈子さんはさっさと部屋を出ていった。

　どうして私が、奈子さんから恨まれているようなことを言われないといけないんだろう……。『ボロを出させてやる』なんて、まるで意味が分からない。

「疲れた……」

　優一さんのような有名な人と付き合うのって、こんなに疲れるものだったんだ。

　私はただ穏やかに、優一さんとの時間を過ごしたいだけなのに……。




　裏の事情とは関係なく、新作発表会は大成功を収めた。

　奈子さんのウエディングドレスも好評でいい宣伝になったみたいだし、新作ジュエリーはゲストから多数の受注をもらっている。

　みんなが上機嫌で後片付けをしていると、彩子さんが声をかけてきた。

「茉奈ちゃんってば、ひとりでこの部屋の片付けをしてたの？」

　彩子さんは、私に気を遣っているように見える。

　私はそんな彼女に苦笑いを返しながら頷いた。

「会場は片付け終わってますから、あとはスタッフルームかなって。みなさん、ご挨拶やら会社に戻る人もいるやらで忙しいので」

　と言ったけど、半分は嘘だ。

　優一さんに叱られた自己嫌悪があとを引いていて、ひとりで作業をしたかった。

「そっか。じゃあ、私も手伝うわ。さっき優一が、茉奈ちゃんのことを気にしてたから、早く終わらせて戻りましょう」

「はい……」

　せっかく発表会が成功したのだから、明るい雰囲気を壊さないようにしないと……。

　どんよりとした暗い気持ちを隠していたつもりなのに、彩子さんが片付けながら声をかけてきた。

「さっきのことは、気にしなくていいわよ。仕事のときの優一は、ピリピリするところがあるだけだから」

「彩子さん……」

　周りに心配をかけていることが、とにかく心苦しい。

　仕事ぶりを評価されたと聞いて、浮かれすぎていたのかも……。

「彩子さん……。私みたいな人間が、そもそも優一さんと付き合っていることが不思議ですよね？」

　ふとこぼれた弱気な言葉に、彩子さんは目を見開いた。

「なに言ってるの？　全然、不思議じゃないわよ。茉奈ちゃんってば、そんなに落ち込まないで」

　一生懸命、彩子さんが慰めてくれるのに、心の中は少しも晴れない。

　接客を褒められたことだって、優一さんが話してくれないのは、彼の中では評価に値しないからかもしれないし……。

「私、もしかして勘違いしていたのかもしれません……」

「茉奈ちゃん？」

　優一さんの心の支えになれているかもしれないとか、私もｅｌｌに貢献できることがあるかもしれないとか。すべては、私の思い込みだったのかも……。

「私、優一さんといることに疲れちゃいました」

「ちょっと茉奈ちゃんってば……」

　短期間で立て続けに、奈子さんや蓮士さんのような人たちと出会って、心が乱されている。

　そのうえ、肝心の優一さんとは、仕事が多忙でまともに話ができていない。

　涙さえ浮かびそうになったときだった。ノックとともにドアが開いて、優一さんが入ってきた。

「片付けは終わったみたいだな」

「優一さん……」

　やっぱり気まずいな。発表会が終わるまでは、なんとか乗り切れたけど、改めて顔を合わせると居心地が悪い。

「残りはオレが持っていくから。彩子、柊也が待ってるぞ」

「あ、うん。じゃあ、お疲れ様。茉奈ちゃんも、また月曜日に」

「はい。彩子さん、ありがとうございました」

　彩子さんが出ていくと、優一さんはドアを閉めて私に近づいてくる。

　まだ怒っているのか、表情が険しい。

　それでもなにか声をかけなくちゃと思っていると、優一さんが私の名前を呼んだ。

「茉奈……」

　いつもより、少し堅い口調の優一さんは、そっと私の左頬に触れる。

「優一さん……？」

　見上げると、それまでの険しい顔から、どこか切なそうな表情に変わっていた。

　緊張しながら次の言葉を待っていると、不意打ちのように唇を塞がれた。

「ん……。ゆ、優一さん……？」

　唇が離されたところで、また塞がれる。

　舌を絡ませてくる熱いキスに、体の力が抜けていくようだった。

　そして、私の肩を掴んでいたその手で、今度は私の体を抱きしめる。

「優一さんってば……。離して……」

　息も苦しいくらいで、思わず彼の体を押し返すと、優一さんは気まずそうに体を離し、顔をそむけた。

　いったい、どうしたんだろう……。

「帰ろう、茉奈。今夜も、オレのマンションに連れて帰るから」

「う、うん……」

　いつもと違って強引に、優一さんは私の手を握り、引っ張るように歩き始めた。




　優一さんのマンションに着いたときには、二十三時を回っていた。

　明日は、仕事がオフになっているからよかったけど、優一さんも疲れたに違いないから早く寝よう。

　お互いシャワーを浴びて寝室に入ると、優一さんが無言でベッドに押し倒してきた。

「優一さん？」

　ホテルから会話がまったくなかっただけに、今夜はそんな雰囲気になるとは思わなかった。

　戸惑う私に、優一さんは顔を上げると、真剣に言った。

「茉奈は、絶対に離さない。誰にも渡さない」

「えっ？」

　思いがけない言葉に、胸がときめくと同時に、どうしてそんなことを言うのか心配でもあった。だけど、それを確認するより先に優一さんに体を触れられて、私の口からは甘い声がこぼれてくる。

　今の彼の言葉で、私から気持ちが離れていることはない、それだけでも分かって少しだけ安心した。




「茉奈、ぐったりしてる」

　クスッと笑った優一さんに、ホッとした気持ちを感じながら、私も微笑んだ。

　よかった……機嫌を直してくれたみたい。

「だって、優一さんがいつもより激しかったから……」

　いたずらっぽく言うと、優一さんが苦笑いをした。

　ベッドの中で、優一さんの温もりが伝わってくる。それだけで、心が少しずつ満たされていくみたい……。

「ねえ、優一さん。今日は本当にごめんなさい。大事な発表会で、和を乱すようなことをしてしまって」

　ようやく素直に伝えることができたのは、この温もりに包まれているから。

　すると、優一さんはまっすぐに私を見つめた。

「奈子たちから、事情は聞いた。茉奈には、しっかりとｅｌｌで働くということを分かってほしかったから。私的な感情のもつれで、業務中に勝手な行動は慎んでほしい。でも、ちゃんと反省したろ？」

「うん……。反省した。本当にごめんなさい」

「分かってくれたならいい。だけど、どうして奈子のいいなりになったんだ？　茉奈は、そこまで自分の意見を言えないタイプだとは思ってないけど」

　こんなことになるなら、早く優一さんに相談するべきだった。

　そう考えたら、きちんと話をしなければいけないと思えてきた。

「実はね、私が優一さんの恋人でもあり秘書でもあることを、よく思っていない人がいるって耳にしたから……」

　奈子さんや柊也さんの名前を出すことは、告げ口をするようで戸惑いがある。

　それに奈子さんに関しては、彼女の気持ちを知られたくない、その思いで一貫している。

　だから出どころを曖昧にしたつもりだったけど……。

「そうだったのか。まあ、茉奈のｅｌｌでの人間関係を考えれば、なんとなく誰から聞いたかは想像つくけど」

　そう言って優一さんは起き上がると、シャツを羽織り、ベッドを下りた。それにつられるように、私も簡単に服を着る。

　優一さんはそのままキッチンへ行くと、冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出し飲んだ。

「ごめんなさい……。曖昧な言い方しかできなくて……。納得できてないよね？」

　さっきまでの幸せの余韻が一気に冷めていきそうで、不安を隠せず彼を見上げると、優一さんは困ったような笑みを向けた。

「距離を置きたいって言ったのは、それが原因？」

「な、なんで分かるの!?」

「分かるよ。その噂は、オレの耳にも入ってる。だけど、それを言っている連中は、ハッキリ言ってやっかみからだ。ほとんどの人たちは、そんなふうには思ってない。だから、茉奈には話すつもりもなかったけど……」

　キッパリと言われて、私は返す言葉もない。

　知っていて、黙っていてくれていたんだ……。

「なあ、茉奈。どうして、ちゃんと相談してくれないんだ？　そんな噂を聞いて、傷ついたならきちんと言ってほしい」

「ごめんなさい……」

　優一さんに話せなかったのは、彼を気遣ったからじゃない。奈子さんへの嫉妬からで、そんな自分が情けなくなってきた。

「謝ってばかりじゃ分からないだろ？　別に茉奈を責めようと思ってるわけじゃない。分かってほしいからだ。それに……」

「それに？」

　優一さんはひとつ大きく深呼吸をして、私を見据えた。

「オレと一緒にいて、疲れるとか思ってほしくない。仮に思ったとしても、それを隠さないでほしい」

「もしかして、彩子さんとの会話を聞いてた……？」

　突然そんなことを言い出すなんて、少し不自然だ。

　すると優一さんは、黙って頷いた。

「ショックだったよ、そんなふうに思われていたのが。オレは、今夜だって茉奈に堂々と秘書として会場にいてほしかったのに、想いは違ってたんだって感じた」

「優一さん……。それは、誤解よ……」

　優一さんの切なそうな姿に、胸が苦しくなってくる。

　そんな思いをさせたかったわけじゃなくて、ただ優一さんを失いたくなかっただけ。それだけだったのに……。

「オレは、どんな誤解をしてる？」

　ミネラルウォーターを握り締めたまま、優一さんは私を見据えた。

　話さないつもりでいたけど、奈子さんのことも柊也さんのことも正直に言おう。優一さんがどんな反応をするのか不安はあるけど、彼に悲しい思いをさせたままでいるのは間違ってる。

「奈子さんと初めて打ち合わせをした日に言われたの。優一さんが私を秘書にしているのは、公私混同だって」

「結局、奈子か……。あいつ、なんでそんなに茉奈に絡むんだ？」

　優一さんは本気で分かっていないらしく、ミネラルウォーターをテーブルに置くと、腕を組んで考え込んでいる。

「優一さんに未練があるから……」

「えっ？」

　できれば言いたくなかった。だけど、これを伝えなければ、今まで黙っていた理由が説明できない。

　本当のことを言えずにいた罪悪感に苛さいなまれながら、優一さんの反応を見る。

　すると、優一さんは驚きで言葉を失っていた。

　きっと奈子さんの本当の気持ちを知って、動揺しているんだ。やっぱり、言わなければよかった……。

「奈子が、オレに未練を持ってるって、そう言ったのか？」

「うん……。優一さんと別れてから、まるで吹っ切れてなかったみたい」

　心が嫌な感じでドキドキする。

　優一さんは、奈子さんを気にしてしまう……？

「どうして、それを言ってくれなかったんだ？」

　優一さんは険しい表情をしている。

　軽蔑されてしまったかもしれないと、絶望感すら覚え始めた。

「本当にごめんなさい。優一さんが、奈子さんを気にかけちゃうんじゃないかと思って、言えなかったの。ごめんなさい……」

　もう、夢は終わりかもしれない。私が優一さんのようなカリスマ社長の恋人だなんて、身のほど知らずもいいところだったんだ……。

　いたたまれず視線をそらしたとき、優一さんがふわりと私を抱きしめた。

「優一さん？　どうして……？」

　抱きしめてくれるの？

　不安を拭いきれていない私は、この状況を飲み込めないでいた。

「ひとりで、ずっと悩んでいたんだろ？　オレにも言えずに……。茉奈を幸せだけで包んでいたいのに。気づけなかった自分が情けないよ」

「優一さん……。私のことを嫌いにならないの？　打算で話さなかったのに」

「どうして嫌いになるんだよ。オレが茉奈の立場でも、話さなかったと思う」

　怒っているのではないと分かっただけでも嬉しい。それに、私の気持ちを受け入れてくれたことも……。

「ありがとう、優一さん。私、てっきり嫌われるかと思ってた」

　そっと優一さんの背中に手を回すと、ギュッと強く抱きしめ返された。

　徐々に安堵がこみ上げて、彼の胸に顔を埋める。

「奈子の気持ちに応えるつもりはないし、オレには茉奈しか見えない。オレの気持ちを不安に思う必要はないよ」

「うん……。そうね、優一さんの気持ちを信じないといけなかったんだわ」

　いまだに、優一さんとの関係に自信が持てないのが情けない。いつもどこかで、私が彼に釣り合うのかと、考えてばかりいる。もっと自信を持ちたいのに……。

「本当にその通り。茉奈は、オレに対して気を回しすぎなんだよ。そんな簡単に心が離れたりはしないから」

「うん……」

　自分が変わらなくちゃいけないと、心底思ってしまう。

　私だけではなく、優一さんにも不安な思いをさせてしまったのだから。

　そうだ、いつか彩子さんから聞いたショップの店員の話をしてみよう。

　あれから私は自分を試してみたいと思う気持ちが、ますます強くなっていた。

　周りの心ない噂は、私がｅｌｌで働く人間として認められていないからかもしれない。もし私が、もっと仕事で結果を出せれば、噂もきっとなくなっていくはず。

　でも今夜は発表会のあとで疲れているだろうし、改めてタイミングを見て言おうと心に決めた。

「優一さん、なんかホッとしたら喉が渇いちゃった。私にもお水をちょうだい」

　抱きしめられている体を離すと、ダイニングテーブルに置かれたペットボトルに目を向ける。すると、優一さんはそれを手に取り、自分の口に含ませた。

「優一さん……？」

　口角を上げて微笑み、私に顔を近づける。

「えっ！　ま、まさか……」

　口移しをするつもり!?

　優一さんはさらに目を細め、楽しそうに私の顎を引く。

　恥ずかしいなんてものじゃなくて、顔が熱くなってくる。だけど素直に従って、目を閉じ、口を開くと……冷たい水が入ってきた。

「ん……」

　こんなの初めて……。

　なんとか水を飲み干すと、そのまま優一さんにキスをされる。

　少し冷たくなった彼の舌が絡むたびに、ドキドキで体は熱くなる。

　今夜の優一さんが、いつもよりずっと激しいのは、きっと彩子さんとの会話を聞かれたからかもしれない。私のことを離さないと言っていたのも、そのせいかと想像すると、優一さんの想いが愛おしくてたまらない。

「今夜は久しぶりの夜だから……」

　優一さんはそう言って、私を抱き上げると寝室へ戻った……。










蓮士との再会




　週明けの月曜日、出勤すると受付の女性社員が、私に不安げに近寄ってきた。

「おはようございます、坂下さん。社長は、今朝は外回りですよね？」

「おはようございます。はい、発表会のお礼に得意先を回るとかで……。どうかしました？」

　雰囲気から、あまりよくないことが起こっているのは分かる。だから、尋ねながらいろいろな思いが駆け巡った。

　まさか、週末のパーティーになにか粗相があったとか？

　すると、「いえ、中沢様とおっしゃる方がお見えなんです。社長は午前中不在だと申したのですが、どうしてもと強引に待たれて……」と、かなり困ったように言われてしまった。

「中沢様？」

　どこかで聞いたような名前なのに思い出せない。

　でも、応接室で待たれていると知れば、とにかく対応するしかない。

　彼女にお礼を言うと、足早に応接室へ向かった。

「失礼します」

　緊張しながらドアをノックし入ると、蓮士さんの姿が目に入った。

「れ、蓮士さん!?」

　どうしてここに!?

　思わず声を上げると、蓮士さんはソファからスッと立ち上がってニコリと微笑んだ。

「茉奈ちゃん、おはよう」

「おはようございます……。あの……いったいどんなご用件でしょうか？　社長でしたら、午後まで戻られませんけど」

　やっぱり身構えてしまう。

　週末、優一さんに蓮士さんのことを聞きそびれてしまっていた。だから、ふたりがどういう関係にあるのか、いまだに謎のままだった。

「そうみたいだな。だけど、オレとしては都合がよかったよ。茉奈ちゃんとゆっくり話せるから」

「えっ？　私とですか……？」

　蓮士さんはなにを考えているんだろう？と思っていると、彼がクスクス笑った。

「そんなに怖い顔をするなよ。今日は謝りたいと思って来ただけだから」

「謝る？」

　怪訝な顔を向けると、蓮士さんは私に近づいてきて手首を軽く掴む。

　その行動に警戒しながらも、ソファに促され座った。

　蓮士さんは私の目の前に腰を下ろすと、ニコニコと笑みを浮かべている。

「優一には、オレのこと聞いた？」

「いえ……」

「そっか。オレたち、ライバルだとか言ったけど、別に仲が悪いわけじゃないんだ」

　え？　どういうことだろう……？　金曜日に初めて会ったときには、ふたりの間には険悪な雰囲気が漂っていたし、蓮士さんもそういう口ぶりだったのに。

　仮にそうだとしても、なぜ今、それもわざわざアポなしでやって来てまで言うんだろう。

「意味がよく分かりませんけど、だからどうだっていうんでしょうか？　仕事もあるので、あまりゆっくり話している時間はないんですが……」

　それに、どこまで信用していいのかも分からないし。

「ごめん。さっさと話すよ。あの夜、茉奈ちゃんに感じの悪い態度を取ったのは、ちょっと頼まれたからなんだ。でも、悪かったと思ってる」

「頼まれた？　それって、誰かが、私を挑発するように頼んだってことですか？」

　さらに顔を険しくすると、蓮士さんは気まずそうに肩をすくめ、小さく頷いた。

「挑発というか、茉奈ちゃんに優一を諦めさせるように仕向けてほしいって感じだ」

　そんなことを頼む人は、奈子さんしか思いつかない。ふたりは学生時代からの知り合いみたいだし、連絡を取り合っていても納得できる。

「奈子さんですよね……？」

　尋ねてみたけれど、蓮士さんは返事を濁している。

　どうして彼女をかばうのかが分からず、ますます心の中ではムッとした。

「茉奈ちゃんが、優一の肩書き目当てで近づいてるって、そう聞いてたんだ」

「そんな……！　全然違います。優一さんの肩書きは、私の想いには関係ありません」

　思わず反論すると、蓮士さんはゆっくり頷いた。

「それは、すぐに分かったよ。オレの経験上、肩書きが大事な子は、誰の肩書きも好きなんだ。茉奈ちゃんは、まるでオレには目もくれなかったし……」

「当たり前じゃないですか。優一さんと仲が悪そうな人に、簡単に心は開きませんから」

　今だって、ほとんど信用していない。蓮士さんの言っている内容が本当かどうかも分からないわけだし、もし真実だとしてもそんな頼みを簡単に引き受けるなんて……。

　無意識に睨みつけている私に、蓮士さんは苦笑いを向けた。

「本当に悪かったと思ったんだ。だから、奈子にもそう伝えたし……」

　と言った蓮士さんは、ハッとして口をつぐんだ。

「やっぱり、奈子さんだったんですね。分かりました。蓮士さんに悪気がないのは理解できましたので、どうぞお引き取りください」

　サッと立ち上がった私は、蓮士さんの腕を両手で掴むと無理やり引っ張った。

　スラッとして見えるけど、意外と腕はがっしりしている。

「ちょっと待って茉奈ちゃん。オレは、きみと仲よくできたらいいと思って……」

「必要ありませんから。さようなら。わざわざご足労ありがとうございました」

　弾みで立った蓮士さんの背を押して、部屋から出ていってもらった。

　二度と会わなくてもいいと思った人だし、優一さんとだって険悪そうだった。きっと蓮士さんが言うほど、優一さんとは仲よくないはずだ。




　午後になって優一さんが戻ってくると、蓮士さんが訪ねてきたことを伝えた。

　会社に来られた以上黙っておくことはできないし、金曜日のやりとりを話すいいチャンスにもなった。

　ひと通り話を聞いた優一さんは、腕組みをして考え込み、「奈子にも困ったな……。このままだと、仕事で手を組むのは無理だと伝えなければいけないな……」とブツブツ言っている。

「蓮士さんって、優一さんのライバルなんでしょう？　お互い相容れない仲だって言ってた」

　奈子さんの嫌がらせにもウンザリだけど、蓮士さんの存在も気になる。

　まずは、蓮士さんへのモヤモヤを解決したくてそれとなく聞いてみると、優一さんは私に目を向けた。

「たしかに、ＭＢＡの勉強をしてるときはそうだったけど、別にそれほど仲が悪いわけじゃないよ」

「えっ？　そうなの？」

　さっき蓮士さんが言った通りだ……。

「でも、パーティーで顔を合わせたときは、かなり険悪な雰囲気だったじゃない？」

　それは、どう説明してもらえるんだろう。

　すると、優一さんは苦い顔を向けながら、なぜか社長席の後ろの戸棚からひとつのネックレスを出すと、私の首元に当ててきた。

　それは、ホワイトゴールドが複数あしらわれたゴージャスなデザインで、どこかの王国のお姫様が身につけそうなものだ。

「蓮士と相容れないのは、なにも勉強のことだけじゃない。ビジネス観もだし、女性の趣味も似てるんだよな」

「えっ!?」

　最後の言葉に驚いてしまった。だけど、優一さんは構わずネックレスを見ながら、「うーん。やっぱり大きすぎるかな」と唸っている。

「じゃあ、優一さんと蓮士さんって別に仲が悪いわけじゃないんだ？」

「そうだよ。いろいろ価値観の違いはあるけど、あいつのことはそれなりに尊敬してる。それより、茉奈。ちょっとモデルになって」

　優一さんはそう言うと、指輪も持ってきて私の指にはめた。

　時々私は、こうやってジュエリーデザインの協力をする。実際に身につける雰囲気を感じるほうが、創作しやすいのだそう。

　私としては、いくら完成品でなくても、ｅｌｌのジュエリーに触れるだけでも緊張する。だから、こうやって身につけると身動きひとつできない。

「優一さんが、ＭＢＡの資格を持ってたなんて知らなかった……。まだまだ、私の知らない優一さんがいるのね」

　じっと立ったまま見つめると、優一さんはジュエリーを外して、もとあった戸棚に収めてから、私のほうを振り向いた。

「特に話す必要はないかなと思ったんだ。茉奈と付き合う上で、改めて話すほどのことじゃないだろ？」

「うん……。たしかに、そうだけど」

　優一さんがどれほど有能な人なのか、今さら知る必要はないのかもしれない。だけど私が知っている彼は、ほんの一部にしか過ぎないのだと思いしらされて、どこか寂しさもある。

　蓮士さんの話も、半分流された感じがするし……。

　小さくため息をつき、自分のデスクに戻ろうとしたとき、優一さんの声が聞こえた。

「蓮士は、オレの友達だ。ただ、柊也のように同じ方向を向いてる友人じゃないってこと。いい？　納得した？」

　今の私の気持ちを見透かしたように、優一さんが言った。

　ふてくされた私の気持ちをなだめようとして言ってくれているのが分かるから、それ以上は深追いしないことにする。

　結局、私は子供っぽいところがあるなと思いながらも、こうやって奈子さんや蓮士さんの話ができたし、ショップの店員のことも言ってみようか……と思った。

「うん、納得した。ありがとう、優一さん。話は変わるんだけど、私にｅｌｌのショップ店員を目指すのは無理かな？」

「えっ!?　なんで、急にまた……」

　そんなに驚くことなのかと言いたいくらいに、優一さんは絶句している。

「実は、彩子さんと話をしたことがあってね……」

　仕事の評価をしてもらったことを説明すると、優一さんは不都合そうな顔をしたまま考え込んでしまった。

「やっぱり、私の思い違いだった……？」

　優一さんの反応に傷つきつつ、おずおず聞いてみると、彼はゆっくり首を横に振った。

「いや、そうじゃない。たしかに茉奈は、顧客からの評判はいいんだ……」

　だけど乗り気でないのは、優一さんには評価に値しないのか、さすがにショップ店員なんて私には務まらないということなのか。

　社長でもあり創始者でもある優一さんに認められないのでは、どうしようもない。

　それでも、やっぱりショックは抑えきれなかった。

「ごめんね、優一さん。そもそも私がｅｌｌで働いていることが身に余ることなのに、ショップの店員だなんて、変なことを言ってごめんなさい」

　秘書の仕事だって、ほとんど棚ぼたみたいなものなのに、欲張りだったかもしれない。

　優一さんは特になにも言うことはなく、お互い仕事に戻った。

　少しくらいはフォローをしてもらえるかもしれないと自惚れていただけに、切ない気持ちがこみ上げてくる。

　どうして、優一さんはあんな顔をしたんだろう。

　発表会の日も、私に秘書としてしっかり仕事をしてほしいと言っていたし、今の私では無理だということなのかな……。

　だから、お客様からの声も教えてくれなかったってこと？

　そう思えば思うほど、発表会の日の軽々しい自分の行動を後悔する。

　それなら今は、与えられている秘書の仕事をしっかりするしかない。




　ｅｌｌのジュエリーは、ショップで販売する以外に、定期的に高額のジュエリーを購入してくれる上顧客や、優一さんが特別だと見なす顧客は、ｅｌｌの本社で優一さんが直接接客していた。

「蓮士さん、まさかジュエリーを買われるのかな……」

　蓮士さんと初めて会ってから二週間、ｅｌｌの本社に彼からジュエリーを見たいと電話があった。

「そうなんだろ。しかし、どういう風の吹き回しなんだろうな。ジュエリーなんて、見向きもしなかったのに」

　優一さんも怪訝な顔をしながら、歩調を速める。

　今からフロア奥の応接室に、ふたりで向かうところだった。蓮士さんは初顧客だけど、優一さんの友人ということで、特別にここで接客することになっている。

　友達なんて言っても、蓮士さんに会うときの優一さんは、いつもより表情が硬い。　だから、わたしも緊張してしまうのだけど。

　応接室のドアをノックして開けると、スーツ姿の蓮士さんがサッと立ち上がり、笑みを浮かべた。

「やあ、茉奈ちゃん。久しぶり」

「二週間ぶりくらいですよ。それほど久しぶりでもないと思います」

　第一印象から最悪な蓮士さんに、私はいつの間にか生意気な返しをしていた。

　だけど、蓮士さんは気に障った様子もなく、アハハと笑っている。そして、私の前まで来ると、軽く頭を下げた。

「蓮士さん!?　なにをしてるんですか？」

　突然の行動に、慌てながら反射的に優一さんに目を向けると、彼も訝しげに蓮士さんを見ている。

「改めて、茉奈ちゃんには謝りたいと思っていたんだ。先日は、本当に失礼した」

「いえ……」

　まさか、そのために来たなどと言われたら、かなり困る。私は、そこまでしてほしいほど根にもってはいない。

「きみが、優一の肩書き目当てで近づいているわけじゃないとすぐに分かって、浅はかなことをしたと反省したよ」

「本当だ。だいたい、余計なお世話なんだよ」

　先に反応したのは優一さんで、ため息混じりに蓮士さんの横を通り過ぎた。

　そのタイミングで蓮士さんも顔を上げ、優一さんのほうを見た。

「今、奈子の側にいてやれるのは、オレくらいしかいなくてさ。つい、あいつに言われるがままになってたよ」

　奈子さんの名前が出ると、ドキッとしてしまう。

「そのことについては、オレからも奈子に苦情を言うよ」

　優一さんは眉間に皺を寄せて蓮士さんを見ている。

「あんまり、キツイ言い方をするなよ？　あいつ、素直じゃないだけで、心は繊細だから」

「分かってるよ、それくらい」

　優一さんはぶっきらぼうに答えているけど、私としては複雑だ。

　それは、奈子さんのことを理解しているからこそ、出るセリフだと思うから。

　奈子さんが優一さんに未練があると知っているのだから、蓮士さんもいちいち彼女の名前を出さなくてもいいのに……。

　優一さんとの間で彼女の話題が出るたび、好きだったときの気持ちまで思い出してしまったらどうしようと、そんなことを考えてしまう。そんな自分の心の狭さに自己嫌悪を感じつつ、立ち尽くしたままふたりのやりとりを聞いていた。

「蓮士、そんな話をするために来たのなら、もう戻らせてもらう」

　優一さんの不快感をあらわにした口調に、さすがの蓮士さんも肩をすくめた。

「悪い、悪い。そうだったな。本題だけど……」

　蓮士さんが席に着くと優一さんも座り、ようやく商談が始まった。

　どうやら蓮士さんは、お父さんが結婚記念日にお母さんへ贈る指輪を見に来たようだ。お父さんは仕事で全国を飛び回って忙しいとかで、蓮士さんがある程度目星をつけて相談する予定にしているらしい。

　さっきまでは、優一さんに挑発めいたことを言っていた蓮士さんも、真剣にジュエリーの相談をしている。

　それにしても、優一さんの商談は本当にお手本になり、毎回感心してしまう。ジュエリーのコンセプトや宝石言葉、その人の雰囲気によって似合うデザインを提案している。

　これくらいできなければ、ショップの店員になんてなれないのかも……と考えていたとき、優一さんに急ぎの電話がかかってきたと、オフィスから呼び出しを受けた。

「話の途中なのに悪いな。すぐに戻るから」

　優一さんはそう言って部屋を出ていったけど、蓮士さんとふたりきりでかなり気まずい。勝手に話を進めるわけにはいかないし、視線をどこへもっていくべきかも分からなかった。

「そんなに緊張するなよ。発表会の夜のことは、本当に悪かったと思ってるから」

　そんな声が聞こえて、ふと蓮士さんを見た。

　まっすぐ私を見る蓮士さんは、真剣な眼差しをしていて、思わず息をのむ。

「もうそんなに謝らないでください。噂があることは事実ですし、聞けてよかったと思ってます……」

　優一さんと出会えたことで、浮かれてばかりいてはいけないと、釘をさされた気がするから。

「茉奈ちゃんって、意外としっかりしてるんだな。なんとなく、見た目だけだと弱々しく見えるのに」

「そ、そうですか？」

　一応褒められたらしく、途端に動揺してしまった。目を不自然に泳がせる私に、蓮士さんはクスッと笑った。

「オレには、そう映るけどな。それにたぶん、優一はそんな意外性に惹かれたんだと思う」










茉奈の決心




　蓮士さんの言葉に、照れくさいやら戸惑うやらで言葉が出ない。

　チラッと蓮士さんを見ると、彼はさらに目を細めて口角を控えめに上げた。

「オレの印象は、茉奈ちゃんには最悪だろうけど、オレは茉奈ちゃんに会えてよかったと思ってる」

「えっ？」

　そんなストレートな言い方をされて、落ち着かない気分になる。

　正直、まだ会って間もない蓮士さんから言われる言葉ではないような……。

　でも思い返してみれば、優一さんも初対面のときから、ストレートに想いを口にしていた。

「優一さんも蓮士さんも、距離を縮めてくるの早いですよね。私は戸惑うばかりですけど……」

「言われてみれば、そうかもしれないな。でも、オレと優一とじゃ、意味合いはまるで違うかもしれないけど」

「どういう意味ですか？」

　蓮士さんの言い方は、いちいち意味深に聞こえて身構えてしまう。

　すると、蓮士さんはｅｌｌのパンフレットを眺めながら言った。

「優一は、昔からロマンチストな面があったから、こんなジュエリーを作れるんだと思う。でもオレは、現実しか見られない。だから、誰に対しても、どこか冷めた目で見てしまうんだ」

「……だから、優一さんに対しても、どこか挑発的なんですか？」

　優一さんも、蓮士さんとは見ている方向が違うみたいなことを言っていたっけ。

「いや、そういうわけじゃない。オレは、優一みたいに紳士的に振る舞うのが単に苦手なだけだ」

　蓮士さんは苦笑いを浮かべているけど、それすらも不敵な笑みに見えてしまう。

　だけどそこに、悪気があるわけではないということなのか……。

「数年前のことだけど、オレが優一にあいつの仕事は夢を売るだけの仕事だと言ったら、激怒されたことがあるんだ」

「あの優一さんが激怒ですか？　なんだか、想像がつかないですけど」

　怒ると怖いことは、私もつい最近知ったけど、激怒だなんて意外……。優一さんでも、怒鳴りつけたりするのかな。

「けっこう怖いところもあるよ。どうやら、夢を売るだけっていうのが気に障ったらしい。単に、覚めるような夢を売るんじゃないと。コンセプトは〝永遠の愛〟だもんな」

「えっ？」

　永遠の愛？

　その言葉に引っかかり、蓮士さんに聞き返そうとしたとき、ドアが開いて優一さんが戻ってきた。

「優一、そんな怖い顔しなくても、彼女に余計なことはしてない」

　蓮士さんが半分呆れたように言うと、優一さんは「別にそんなふうに思っていない」とぶっきらぼうに答え、商談を再開させた。

　さっき蓮士さんが言っていた『覚めるような夢を売るんじゃない』という言葉は、優一さんらしいと思う。初めて会った船上パーティーでも、優一さんと過ごす時間を夢みたいだと言ったら、『覚める夢じゃない』と言ってくれていた。そんな優一さんの考え方は、私はとても好き。

　だけど、コンセプトの〝永遠の愛〟とはなんだろう。そういえば、ｅｌｌを好きだと口にしておきながら、コンセプトや名前の由来はほとんど知らない……。

　蓮士さんが言っていたのは、やっぱりｅｌｌのこと？

　そんなことも知らないのかと、優一さんに呆れられそうだけど、あとで聞いてみよう。調べれば分かることかもしれないけど、優一さんと会話を増やしていくことがきっと大事だから……。




　蓮士さんはそのあと、めぼしいジュエリーを見つけることができ、商談は無事に終わった。

　優一さんはまたもや急な電話で先に退席し、代わりに私がエレベーターまで見送った。すると、蓮士さんは私に名刺を差し出してきた。

「蓮士さん、もう名刺ならいただいてますよ？」

　初めて会った日にもらったはずなのにと怪訝な顔を向けると、蓮士さんは私が受け取った名刺をゆっくり裏返した。そこには、携帯番号が書かれている。

「まさか、蓮士さんの番号ですか？」

　驚いて聞くと、蓮士さんはニヤッと笑った。

「当たり前だろ？　誰の番号だっていうんだよ」

「必要ないですよ。お返しします！」

　慌てて突き返そうとすると、蓮士さんは少しムッとした。

「そんなのは分からないだろ？　茉奈ちゃんの役に立つこともあるかもしれないし。出会いは大切にしたほうがいい」

「出会いを大切にって、蓮士さんに言われたくないですけど……」

　蓮士さんは小さく笑う。そして名刺を持っている私の手を、自分の手で包み込んだ。

「とにかく、優一といる限り悩みも尽きないだろうから、たまには相談に乗るよ」

「ちょっと、蓮士さん!?」

　相談に乗ってもらうことなんてない、と言いたかったのに、エレベーターが開いたと同時に、蓮士さんは軽やかに乗り込んでいった。




　新作発表会が終わって、大きな仕事がひと段落したのもあり、今夜は早めに優一さんと一緒に帰宅できてホッとする。

　夕飯もお風呂も済ませ、ふたりでリビングのソファに座ってくつろいでいた。

「やっぱり、茉奈とふたりきりが落ち着くな。こうやって抱きしめていると、心から安心する」

「嬉しい……。私も、やっぱりこんな感じがいい。優一さんと気まずい雰囲気は苦手だもの」

　彼の温もりに身を預けていると、私の心は優一さんでいっぱいだと改めて感じる。

　蓮士さんはもちろんだけど、奈子さんのこともできるだけ気にしないようにしよう。

　優一さんは、彼女の想いを知ってからも、まるで変わらない。奈子さんを気にするそぶりもないし、私への愛情が薄くなった感じもしないから。

「それはオレも同じだよ。茉奈には嫌な思いをさせたりして、本当に悪かった」

　優一さんは、私の体を少し離すと、唇を重ねた。軽く触れるキスから、少しずつ舌が入ってきて……。

「ん……」

　思わず声が出ると、優一さんの手が服の下に伸びてきた。彼の体を撫でる手つきは、いつも私の理性を飛ばしてしまう。

　さらに声を漏らして呼吸を荒くする私を、優一さんはその場にゆっくりと押し倒した……。




　いつの間にか、私たちがゆっくり話す時間は、体を重ね合ったあとが多くなっている。

　優一さんは私を抱いたあとは、普段以上に優しさと愛おしさを見せてくれる。

　お互いの温もりを感じたあとが一番心を緩められる瞬間かもしれない。

「蓮士が帰るとき、なにか話した？」

　ソファからベッドへ移動し、甘い夜の余韻に浸っていると、優一さんがふと聞いてきた。

「えっと……。それは……」

　名刺の話をしようか迷ったけれど、隠しておいて、のちのち誤解の種になってもいけないと思い、正直に話すことにした。

「実はね、名刺をもらったの」

「名刺？」

　優一さんは怪訝そうに言うと、私の体を離した。

「うん、そうなんだけど……」

　裏には携帯番号が書かれていたこと、そして相談に乗るとも言われたことを話すと、優一さんは大きなため息をついた。

「あいつ、いったいなにを考えているんだか。だいたい、奈子の口車に乗せられて、茉奈を傷つけるようなことを言っておいて」

　そうだろ？と言わんばかりに、優一さんは私に苦い顔を向ける。

　そんな彼に、私はぎこちなく微笑むと続けた。

「蓮士さん、自分は現実しか見てないって言ってた。優一さんは、夢を売るだけの仕事って言われて、気を悪くしたことがあるんでしょ？」

「そんなことも話したのか？」

　驚く優一さんに、「最初に電話で席を外したときよ」と説明する。すると優一さんは「ふたりきりにして、なんか嫌な予感はしたんだ」とまたため息をついた。

「蓮士は、オレの目指すジュエリーは、単に現実逃避の夢を売るだけだと言ったんだよ」

「そんなのひどい……。でも、夢を売るのはいいことじゃない」

　そうよ、だから私もクリスマスイブの失恋を、乗り越えられたようなもの。

　あのときは、直接ｅｌｌは関係なかったけど、優一さんは私に幸せな夢を見させてくれたのに。

「オレもそう思う。だけど蓮士は、それはただのごまかしにすぎないと言っていたな。大事なのはリアルでの幸せ。だから、あいつやけに金にはこだわるタイプだ」

「それって、どういう意味なの？」

「要は、物質的な幸せが大事ってこと。だから、銀行の投資窓口で金を動かすことを生きがいにしているんだよ。経済の成功こそが、幸せの秘訣！みたいなさ」

　なるはど、だからふたりは友達とはいえ、距離があるのかと、なんとなく納得した。

「それでも、ふたりは友達なんだ？」

　当たり前な疑問をぶつけると、優一さんは苦笑いをした。

「普通はそう思うよな。だけど、お互いにお互いの才能は認め合っているんだよ。考え方は受け入れられないけど」

「そうなのね。そういうところ、優一さんたちらしいのかも」

　カリスマ社長である優一さんや、エリートビジネスマンである蓮士さんなら、そういう割り切った関係もあるのかもしれない。

「蓮士のことが気になれば、オレが教えるから、あいつに連絡なんてするんじゃないぞ？」

　優一さんは私の頬を軽く掴むと、拗すねるようにそう言った。

「もちろんよ。だいたい、蓮士さんも本気じゃないだろうし」

　優一さんが時折見せる子供っぽい姿は、本当に好き。

　クスッと笑いながら答えると、優一さんは一度軽く唇にキスをして、口をへの字にした。

「そう思うのは油断だ。蓮士は、興味のない人間に、わざわざ電話番号まで教えないから。言ったろ？　女性の好みが同じだって……」

「じゃあ、奈子さんも？」

　思わず口にしたけれど、途端に険しい表情になった優一さんを見て後悔する。

　気にしないつもりなのに、やっぱり彼女が頭をチラチラかすめてきた。

「それは分からない。ただ、オレと奈子はお互い進む道が違うと納得して別れたんだ。だから、茉奈にはできるだけ気にしないでほしいんだけど……」

「そうよね。ごめんなさい……。つい口に出しちゃった」

　しゅんと小さくなる私に、優一さんは体を半分起こし、覆いかぶさってきた。

「優一さん？」

　優しい笑みを浮かべて、私を見下ろしている。

「まだまだ、オレの愛情不足みたいだな。過去より今と未来を見よう。オレと一緒に」

「うん……。ありがとう、優一さん」

　ときめく気持ちに包まれて、優一さんから愛おしそうにキスの雨をもらった。

　日曜日、今日は昼前から優一さんは出かけている。用事があるらしいけど、詳しくは聞いていない。

　まったく気にならないわけではないけど、私たちは結婚をしているわけではないし、お互いのプライベートには過度に干渉しないでいる。

　そんなひとりきりの昼下がり、私はリビングでパソコンと向き合いながら胸をときめかせていた。

「やっぱり、〝永遠の愛〟って、ｅｌｌの由来だったんだわ」

　蓮士さんから聞いた言葉が気になっていたのに、優一さんに尋ねるのをすっかり忘れていた。だけどネットで調べれば、疑問は簡単に解決した。

「素敵な由来……。それにしても、こんな素敵な言葉なのに、どうして公式ホームページで書かれてないんだろ」

　そう、私が見つけたのは個人のブログで、ｅｌｌの大ファンの人が、紹介のひとつとして由来を載せていた。他にも同じように書いていた人がいたから、間違っていないはず。

「永遠の愛って、女子としては最高にロマンチックな言葉よね……」

　蓮士さんのような人には分からないかもしれないけど、私は誰がどう言おうと、優一さんの仕事は夢を売るだけじゃないと思う。

　きっと、夢を現実にする仕事、そうなんじゃないかな……。

　もちろん、なにを幸せに感じるかは人それぞれだけど、私にはｅｌｌからもらう現実の幸せがあると確信している。

「やっぱり、ｅｌｌが好き……。この気持ちは変わらないわ」

「よかった、そう思ってくれて」

　ふと耳元で聞こえてきた声に、飛び上がりそうなほどにビックリした。

「優一さん!?　いつの間に帰ってたの？」

　振り向くと優一さんが立っていて、スーツのネクタイを外しているところだった。

「今だよ。声をかけようと思ったんだけど、茉奈があまりに夢中でパソコンを見ていたから。ｅｌｌのホームページだな」

「う、うん。今さらなんだけど、ｅｌｌの由来が気になっちゃって」

　改めて優一さんに見られるのはどこか気恥ずかしくて、照れ笑いを浮かべた。

「由来か。ホームページには載ってないだろ？」

「そうなのよ。どうして？　会社紹介ページとかに載ってても、よさそうなのに」

　すると、優一さんは外したネクタイをソファにかけて、肘掛に腰を下ろした。

「ジュエリーが放つ感覚を感じてほしいからなんだ」

「ジュエリーが放つ感覚？」

　抽象的すぎて分かりづらく、言葉を繰り返すことしかできない。

「ああ。毎回、ジュエリーにもコンセプトはある。だけどそれは、たとえば夏の爽やかさとか、そういうイメージだ。でもすべての作品に、ｅｌｌの由来が込められている」

「永遠の愛……？」と聞くと、優一さんはパッと顔を明るくした。

「ああ、そうなんだ。言葉ではなく、感覚で永遠の愛を感じてほしい。だからあえて、文字で載せていないんだ」

　私を見上げながら、優一さんはまっすぐ視線を向けた。

「オレにとって茉奈は、ｅｌｌそのものだ」

「えっ？」

　どういう意味で言っているのだろう。

　きょとんとする私の手を、優一さんは優しく取った。

「永遠の愛だよ。ｅｌｌのジュエリーを手に取るすべての女性に、掴んでほしいと願ってる。だけど茉奈だけには、オレから贈りたい……」

「優一さん……」

　今まで感じたことのないほどに、胸が痛いくらいに締めつけられる。ときめきという言葉だけでは、とても表現しきれないほどに。

　ドキドキと鼓動は速くなり、握られている手は汗ばんできた。そんな私の手を取ったままの優一さんは、すっと立ち上がると、私を一緒に立ち上がらせた。

「やっと見つけたと思った。永遠の愛を贈りたい女性に。言葉では表しづらいんだけど、これほど心を揺さぶられる人に出会ったのは初めてだったから」

「優一さん……。私、本当に夢を見ているみたい。……初めて会ったときから、ずっと……」

　胸が熱くなり、涙すらこみ上げそうになる。

　こんな一途な想いを、ここまでストレートにぶつけられたのは初めてで、これが現実なのか分からなくなりそう。

「夢じゃない。むしろ、茉奈の夢を現実にしたい、オレはそう思っている。だから、茉奈の気持ちをいつでも教えてほしい」

「優一さん、私は……」

　感情が高ぶってきて、想いが溢れそうになる。

　彼を見つめていると、いつもどこかでセーブしていた気持ちが、弾けるように口から出ていた。

「ずっと一緒にいたいって思ってるの。優一さんの心をひとり占めしたいって……」

　本当は、奈子さんとは二度と会ってほしくないと思っている。それだけじゃない、彼女以外の恋人だった人のことも、できれば忘れてほしいと願う自分がいる。

　それくらいに、優一さんの心を自分だけのものにしたかった。

「それなら、もう叶ってるよ。オレには、茉奈しか見えていない。だから、なにも不安に思わなくていい」

　優一さんは、私をギュッと強く抱きしめた。スーツからほのかに漂う甘くも色気がある品のある香りが、私の胸をさらに高鳴らせていた。

「ありがとう。優一さんは、いつもそう言ってくれるのにね……」

　それなのに、不安が拭い切れない原因は、自分に自信がないのもあると思う。

　奈子さんに、私が優一さんにふさわしくないと言われれば、反論できないもの。

　だから、やっぱりチャレンジしてみたい。

「優一さん、この間話したショップの店員のことなんだけど、やっぱり挑戦してみてはダメ？」

　そう言うと、優一さんは体をパッと離した。どこか驚いたように、目を大きく見開いて私を見ている。

「茉奈……。諦めてなかったのか？」

「うん……。優一さんが反対なのは分かってるの。だけど、私も自分に自信がほしくて」

「自信？」

「そう。私がｅｌｌにいられるのは、優一さんの恋人だからでしょ？　自分の実力だからじゃないもの」

　奈子さんに言われたことは間違っていない。だからこそ、私は悔しかった。

「茉奈はどうしても、ショップの店員になりたいのか？　上手くいくとは限らないぞ？」

　優一さんは眉間に皺を寄せ、まるで私を試すように見ている。

　その迫力に圧されつつも、なんとか答えた。

「私にも、堂々と優一さんの恋人にふさわしいって言えるものがほしいの。優一さんに想われているからｅｌｌにいるって、そんな印象のままでいたくない」

　すると、優一さんは大きく息を吐いた。

「どうしてもっていうなら、オレからチャンスを与えるよ。ただ、奈子に対抗意識を燃やして、という理由だけはやめてほしい」

　さすが鋭い……。まったく違うとも言い切れず、反省した。

「ごめんなさい。絶対にそうじゃないって言えない。だけど、ｅｌｌで自分自身を成長させたいって思う気持ちも本当なの」

「分かったよ。仕事は仕事として考えてもらって、奈子と比べるのはやめてほしい」

「はい……」

　優一さんは小さな笑みを浮かべて、私の頬に優しく触れた。

「茉奈には、ひたむきに前を向く魅力がある。オレは、茉奈自身が好きだから、それを忘れないでいてほしい」

　それは、優一さんがずっと言ってくれていることなのに、私はいつもどこかでうじうじと悩んでいた。それを分かっていたから、優一さんはショップの店員の話をしてくれなかったのかな。

　仕事で前を向くより先に、乗り越えなければいけないことがあったのに。

「ありがとう、優一さん。ぜひ、仕事を頑張らせてもらいたいの。奈子さんのことで比べたりはもうしないから」

　そう言うと、優一さんはさらに嬉しそうな顔をした。

「オレを信じて。そして、茉奈にはひとつ大事な仕事を任せるよ」

「大事な仕事？」

　仕事には厳しい優一さんが〝大事〟と言うからには、本当に重要な内容なのだろう。

　それが分かって、途端に背筋が伸びる思いになった。

「実は、ある女優のジュエリー選びをしてほしいんだ。できるか？」

「女優さんのジュエリー選び？」

　優一さんによると、有名な若手女優のマネージャーから、ジュエリーを購入したいと申し出があったらしい。プライベートに使え、かつ女優としてもふさわしい高級感溢れるものを選んでほしいと。

「ただ、ちょっと性格が難しい人なんだよな。鈴すず木きゆりさん。茉奈も知っているだろう？」

「うん、知ってる。たしか、まだ二十代前半で、とてもキレイな方よね」

　ドラマで主演を張り、視聴率女王と呼ばれている。男女問わず人気が高く、去年のＣＭ女王にもなった人だ。

　凛りんとした雰囲気を漂わせるオリエンタルな美人で、この前買ったファッション雑誌の表紙も飾っていた。

「ゆりさんって、根は悪い人ではないんだけど、自分にも他人にも厳しいというか、少し人を試すところがあるんだよな。茉奈には手強い相手かもしれないけど、いい勉強になると思うよ」

「分かった……。私、頑張る」

　と言いながらも、息をのむ自分がいる。

　でも、これが成功したら、私自身の力を認めてもらえるかもしれない。

　身の引き締まる思いを感じながら、大きく頷いていた。










蓮士の誘惑




　優一さんから、新しい仕事の話を聞いて以来、休憩となればｅｌｌのカタログを片っ端から見ていた。

「なるほど。そういう理由で、カタログ漁りをしてたわけか」

「はい。すみません、柊也さんにまで、過去のカタログを探させてしまって」

　ランチの時間に、彩子さんと柊也さんに誘われて、会社から徒歩十分ほどのフレンチレストランへやって来た。

　柊也さんは、カタログを読みふける私の行動が気になって、誘ってくれたらしい。

「まあ、それは構わないけど。そんなにショップの店員がやりたいのか？」

「えっ？」

　柊也さんが不思議そうに聞いてきて、私はなぜショップ店員をやりたいと思ったのか説明した。

「だから、もっともっと頑張りたいんです。もともとｅｌｌに入社できたのも、前を向いて歩けるように、優一さんが手を差し伸べてくれたからで……。これからは、本当の意味で自分の力で進みたいんです」

　そう言うと、彩子さんが身を乗り出さんばかりに、私に近づいて大きな笑顔を向けた。

「えらいわよ、茉奈ちゃん。その意気！　茉奈ちゃんなら、絶対にできるから」

　自分では、大げさなくらいに褒められた気がして恥ずかしい。

「ただ、ひとつ心配なのが、接客業をやったことがないので、ボロが出るんじゃないかなっていうことで……。もう少し、基礎を学べたらいいんですけど」

「たしかにね」

　彩子さんは、腕組みをして真剣になにかを考えている。

　優一さんが言うには、ゆりさんは手強い相手らしい。ならば、接客のハウツーをしっかり勉強したい気もしていた。

　ただ、どうやってやればいいのかが分からない。

　悶々と考えている間にも、メイン料理が運ばれてきて、とりあえず手を伸ばす。

　私が注文した白身魚のクリーム煮は、ほのかにワインの香りがして、食欲がそそられる。だけど、それ以上に接客のことが気にかかって料理に手がつかない。

　すると、それまで彩子さんとのやりとりを黙って聞いていた柊也さんが思い出したかのように言った。

「なあ、茉奈ちゃん。本当にやってみる気があるなら、接客のセミナーを紹介しようか？」

「セミナーって、そんなのがあるんですか？」

　私は興味が湧き、話に食いついた。

「ああ。有名な女性講師がいるんだ。たしか、蓮士の知り合いで……。ほら、中沢蓮士。先週、ｅｌｌに来ただろ？　あいつの知り合いなんだ」

「えっ!?」

　突然、蓮士さんの名前が出てきて動揺してしまった。

　さすがに、蓮士さんのことは柊也さんたちには話せないでいる。

　いい話だと思ったのに、よりによって蓮士さんの知り合いだなんて……。

「どうかしたか？　顧客の知り合いでも、実際に蓮士に会うわけじゃないし、遠慮しなくていいと思うぞ？」

　柊也さんにそう言われて、私はぎこちなく微笑んだ。

　たしかに、知り合いというだけで、蓮士さんに会う可能性なんて低い。それに、せっかく接客を学ぶチャンスなのだから、余計なことは気にせず参加してみよう。

「そうそう、名刺持ってるんだった」

　彩子さんは手帳から一枚の名刺を取り出し、私に見せてくれた。

　私も手帳をカバンから出すと、名前と連絡先をメモする。

　名刺には、【高たか畑はた真ま由ゆ子こ 接客・マナー講師】と書かれてあった。

　柊也さんたちの話によると、大手企業の研修講師としてもリピーター率が高く、セミナーも人気だとか。

　さっそく仕事終わりに、セミナーの参加予約をしてみよう。




　業務終了後、急いでビルを出ると、裏門の外でセミナーの予約の電話をした。すると、最後のひとりだったと聞かされて、早く問い合わせてよかったとホッとする。

「来週の土曜日と日曜日か……」

　優一さんには相談できないまま決めてしまったけど、どうやって切り出そうか。

　セミナーは一日通して行われるから、隠しているわけにはいかない……。

　さらっと言ってしまえば済むことなのに、蓮士さんの知り合いだというのが引っかかってしまう。

「茉奈、やっと見つけた」

　考えごとに集中していると、背後から優一さんの声が聞こえてきて驚いた。

　ゆっくり振り向くと、困り顔で笑顔を浮かべる優一さんが立っている。

「優一さん……」

「今日は一緒に帰ろうかと思ったら、姿が見えないんだもんな。どうしたかと思うだろ？」

「ごめんなさい。ちょっと用事があって……」

　チラッと彼の視線が、スマホを握りしめたままの私の手に動く。

　ちょうどいいタイミングだから、言ってしまおう。隠すことでもないから……。

「蓮士に電話してた？」

　私が答えるより先に、優一さんが試すように聞いてきた。

「えっ？　まさか、そんなはずないじゃない」

　突然、蓮士さんの名前を出されて動揺する。

　なにせ、参加しようとするセミナーの講師は、蓮士さんの知り合いだ。柊也さんたちが知っているくらいだから、優一さんも名前くらいは分かるかもしれない。

　こんな疑いを持たれると、話しにくくなってしまう。

「じゃあ、誰に？　こんな場所でこそこそ電話しなくてもいいじゃないか」

　それは、受付時間が迫っていたからで、深い意味があったわけじゃない。

　それを説明すればいいだけなのに、疑われていることですっかり気分が滅入って、思わず尻込みをしてしまう。

「蓮士さんに、電話はしてないわ。ただ、セミナーの予約をしただけ……」

「セミナー？」

　優一さんに相談する前に決めた後ろめたさを少し感じながら、私は頷いた。

「実は、昼間、柊也さんと彩子さんでランチをしたの。そのときに、私がショップの店員になりたいって話をして……」

　おずおず話すと、優一さんは私の言葉を理解したようだ。

「それはつまり、柊也たちにセミナーに参加したらいいとアドバイスを受けたと？」

「というより、セミナーを紹介されたの。高畑真由子先生って知ってる？」

　優一さんの反応にドキドキしていると、彼は大きく頷いた。

「もちろん、知ってるよ。何度かお会いしたこともあるから。その先生のセミナーへ行くのか？」

「そう。それで、予約の受付時間が迫ってたから、急いで電話をしたの。蓮士さんの知り合いの先生と聞いたから、なんとなく優一さんに切り出しにくくて……」

　私の考えもあながち間違ってはいなかったのだと、蓮士さんに電話をしたと疑われたときに思った。

　すると、優一さんはどこかバツが悪そうにため息をついて私を見つめた。

「ごめん。余計な気を回させてたみたいだな。自分でも、子供っぽい嫉妬だと思ってるんだけど」

「ううん。私も、蓮士さんの名刺を無理やりにでも返せばよかったのよ」

　私だって、逆の立場ならとても嫌だ。だから、優一さんに謝られて申し訳ない気持ちになっていた。

「それに、事前の相談もなしに決めてごめんなさい。どうしても、セミナーに行ってみたかったから」

「それはいいよ。茉奈が頑張りたいことに、いちいちオレの許可が必要なわけじゃない。セミナーに行きたければ、行ってきたらいい」

　そう言ってもらえて、ホッとして笑顔がこぼれる。

「ありがとう、優一さん。ゆりさんの仕事は、必ず成功させてみせるから。そのために、セミナーでしっかり勉強してくるね」

　私の笑顔に、優一さんも優しい笑みで返してくれる。そして、そっと抱きしめてくれた。

「ゆ、優一さん!?　誰かに見られたら……」

　反射的に体を押し返そうとすると、優一さんは腕に力を込めてそれを阻んできた。

「大丈夫。ここは裏口だから、めったに人は通らない」

　そう言ったかと思うと、今度は私の顎をクイッと引き上げた。

「だから、こんなことをしても大丈夫……」

　優一さんは、なんのためらいも見せずに私の唇へ自分の唇を重ねる。それに応えるように、私も彼の背中へ手を回した。

　どれくらいキスを交わしていただろう。

　ふいに優一さんの携帯が鳴り、私たちの甘い時間は終わった。

「悪い。ショップでトラブルが起きたみたいだ。すぐに行かないといけないから、茉奈はひとりで帰れるか？」

　優一さんは携帯をスーツの胸ポケットにしまうと、申し訳なさそうに私を見つめた。

「大丈夫よ。最近はずっとひとりなんだし。それより、私は同行しなくてもいいの？」

「ああ。オレだけのほうがよさそうだ。本当にごめんな」

「ううん。じゃあ、優一さんも頑張ってね」

　心配そうに見ている彼に、笑顔を向けて小さく手を振った。




　オフィス街を歩きながら、少し前まではここを優一さんの車の中から眺めていたことを思い出す。仕事中は優一さんとの距離感を保ちたくて、最近は別々に帰ることがほとんどだった。

　でも今夜は、優一さんが誘ってくれようとしてたってことよね。私の姿が見えなくて探してくれていたくらいだし、なにか話したいことでもあったのかな……。

　そう考えたら、やっぱり相談なしにセミナー参加を決めたのが、どこか申し訳なくなってくる。

「今夜は猫背で歩いてるじゃないか。なにかあったか？」

　ふと聞き覚えのある声が聞こえてきて振り向くと、蓮士さんが涼しい顔で見下ろしていた。

「蓮士さん!?　なんでここに!?」

「なんでって、この先が職場だから」

「あっ、なるほど……」

　蓮士さんが指差した方向は、金融機関街だ。そういえば、蓮士さんの勤めている外資系銀行もある。

「茉奈ちゃん、考えごとをしてる感じだったけど。優一とケンカでもした？」

「別にそんなんじゃないです。ただ、ちょっと後ろめたさを感じていただけで」

　言ってから、口を滑らせてしまったと後悔する。蓮士さんが、興味津々の目で私を見たからだ。

「へぇ。なにやっちゃったの？」

　人が真剣に考えているときに、軽く聞かれると腹が立つ。

　そもそも蓮士さんには関係のないことだから、その質問には答えず再び歩き出した。

　すると蓮士さんも、歩調を私に合わせてくる。

「ついてこないでください」

「オレも方向が同じだから」

　まったく、ひとりでいたい気分なのに、蓮士さんに絡まれると落ち着かない。

　歩きながら、一番近い路地を曲がる。

　これなら、蓮士さんはついてこないだろうと思ったのに、彼も方向を変えてついてきた。

「ちょっと、蓮士さん。職場はこちらじゃないですよね？」

　睨みつけると、蓮士さんは顔色ひとつ変えずしれっと言った。

「本気で受け取ってた？　茉奈ちゃんに合わせて、歩いてたに決まってるだろ？」

「なんでですか……？　どうして、私に構うんですか？　放っておいてください」

　構わず進み続けると、蓮士さんに腕を掴まれた。

「離してください」

「嫌だね。どうせ優一のことをあれこれ考えて、空回りしてるんだろ？　あいつは、茉奈ちゃんには向いてないよ」

「向いてないって……。そんなこと、蓮士さんに言われる筋合いはありません」

　もちろん、優一さんの隣にいる自分に自信が持てきれないのは事実。だから、仕事を頑張ろうと思っているわけで……。

　だいたい、蓮士さんは出会ったときから優一さんのことになると挑発的だ。そんな蓮士さんの言葉を、簡単には信じられない。

「だって、あいつ、なんだかんだ言って、元カノと仕事してたりするだろ？　普通、そういうのしなくないか？」

「それは……」

　優一さんが奈子さんに対して未練がないのは、見ていて分かる。

　それよりも、せっかく奈子さんのことを少しは割り切ろうとしているときに、彼女を引き合いに出されると気が滅入ってしまう。

　すると、蓮士さんは掴んでいる手を引き寄せた。至近距離まで顔が近づき、驚きというより恐怖を感じる。

　どうしてこんな中心地なのに、この路地は人ひと気けがないのだろう。

　薄暗い場所で蓮士さんとふたりきり、それも息がかかるほどの距離で、声を上げることもできない。

「れ、蓮士さん……。やめてください」

　どうして、こんなことをするのだろう。これも、優一さんへの挑発のひとつ？

「やめないよ。茉奈ちゃんが、優一に愛されてるわけ、分かったから」

「どういうことですか……？」

　蓮士さんが話しかけるたびに、息がかかる。

「なんだか目が離せないんだよな。意思が強そうで、でも頼りなげで。そして、癒されるオーラを放ってる」

「蓮士さん……。でも、だからってこんなことは、やめてください」

「嫌だね。優一には、オレが恨まれるから」

「え？」

　言葉の意味が分からず一瞬唖然とした隙に、蓮士さんは私の顎を引き上げた。

　とっさにキスをされると思った私は、顔をそむけようとするも、強い力で戻される。

「優一は、他の男とキスをした恋人を、絶対に許しはしないよ」

「やっ……！」

　やだ……、蓮士さんとキスなんてしたくない。

　心の叫びとは反対に、彼の顔は近づいてきた。

　蓮士さんは、私を好きでこんなことをしているわけじゃない。そんなことは、彼の目を見れば分かる。優一さんのように、愛おしい目で見てくれていないもの。

　こんなときに、やっぱり私は優一さんに愛されていたのだと、改めて実感する。

　恐怖でぎゅっと目を閉じ、蓮士さんの唇が私の唇に重なる……と最悪なシチュエーションを想像していたとき、

「殴っていいか？」

　優一さんの声とともに、蓮士さんの体が離れたのが分かり、目を開けた。

「優一？　お前なんでここにいるんだ!?」

　優一さんに肩を掴まれた蓮士さんは、目を開いて肩越しに優一さんを見ている。

　息を切らした優一さんは、眉間の皺を深くして、蓮士さんを睨んでいた。

「優一さん!?」

　どうしてここにいるの!?　ショップに向かったはずなのに。

　驚きで唖然としながらも、優一さんが助けてくれた安心感から力が抜けてしまった。

「蓮士、オレは人を殴ったことがないんだ。だから、加減が分からない」

　怖いくらい冷静に、そして低い声でそう言うと、力強く握り拳を作っている。

　まさか、優一さんに限って本当に殴るはずはないだろうけど、ちょっと心配だ。

　すると、蓮士さんは驚いた様子から、いつものクールな表情に戻った。

「暴力行為でイメージダウンは優一のほうだ」

　蓮士さんは、拳を作った優一さんの腕を掴んだ。

　ふたりの姿にハラハラしながら、なにもできない自分が情けない。

　口を挟むのも阻まれる雰囲気がふたりからは感じられた。

「茉奈を守るためなら、そんなことはどうでもいい」

「へえ。そこまでお前がのめり込むくらいだもんな。優一より早く、茉奈ちゃんに出会いたかったな」

　いつもの挑発めいた口調で、蓮士さんが言う。

　すると優一さんは深くため息をつき、蓮士さんの手を乱暴に振りほどいて下ろした。

「バカバカしい。蓮士の気まぐれに、茉奈を振り回さないでくれないか？」

　優一さんは、私の肩を抱き引き寄せた。

「行こう、茉奈。怖かったろ？」

「う、うん……。ありがとう、優一さん」

　身を翻した優一さんは、足早に路地を出ようとする。

　つられるように歩きながらも、背後の蓮士さんが気になった。

　簡単に大人しくなるタイプには見えないけど……。

　チラッと振り向こうとすると、その前に蓮士さんの声がした。

「振り回しているのは、優一だろ？　茉奈ちゃんに余計な心配をかけたくないなら、奈子とは手を切れよ。それとも未練がある？」

　奈子さんの名前が出てくると、どうしても緊張してしまう。

　すると優一さんは一度立ち止まって振り向くと、蓮士さんに言った。

「お前には、関係ない」










プロポーズ？




　今度こそ、蓮士さんはなにも言い返すことはなく、私は優一さんに連れられて路地をひとつ抜けた駐車場へやって来た。

　そこには、コインパーキングには似つかわしくない高級車が停まっている。

　優一さんはその車の助手席のドアを開けると、私の背中を軽く押して促した。

「ねえ、優一さん、ショップはどうしたの？」

　まさか、もう解決したはずはないし、心配になって聞いてみる。

　すると優一さんは運転席に乗り込み、早々と車を走らせながら言った。

「お客様からのクレームだったんだが、店長の対応でなんとか収まったと、電話がかかってきたんだ。今日はもう閉店だから、明日、顔を出すことにした」

「そうだったんだ……」

　仕事の足を引っ張っていないのなら安心した。でも、心配をかけてしまったことには間違いない。

　肩を落としながら、優一さんへ言った。

「ありがとう、優一さん。そして、ごめんなさい」

「もういいよ。茉奈に追いつけるかなと思って車を走らせてたら、蓮士と路地に入っていくのが見えたから。慌てて追いかけていったよ」

　優一さんは、大きくため息をついて、「本当によかった」と呟いた。

　さっきから、彼には心配ばかりかけているなと、しみじみ反省する。

「本当にごめんね。優一さんに心配をかけようとしてるわけじゃないの」

　私の言葉に、優一さんはチラッとだけ視線を向けた。

「それは、オレも分かってるよ。初めて会ったときから、茉奈は一生懸命頑張る子なんだろうなって、感じていたから」

「ありがとう……」

　優一さんって、よくそう言ってくれるのよね。

　いつだって、私を認めてくれるのに、どうしても自分に自信が持てない。それが蓮士さんの言う空回りに繋がっているんだろうけど。

　それに、蓮士さんに襲われかけたことは、自分にも隙があったと猛省した。

　そんな会話をしていたら、あっという間にマンションへ着き、私たちはようやく部屋に帰った。

　優一さんは、クローゼットに向かうと、いつもより覇は気きがない動作で、スーツのジャケットを脱ぎ、ネクタイを外した。

　その彼のあとをついていくように、私は一歩後ろから声をかけた。

「疲れちゃったよね、優一さん。本当に……」

『ごめんね』と言おうとしたとき、振り向いた優一さんが、私の唇に軽くキスをした。

「もう謝らなくていいよ。それより、今度から少しお願いがある」

「なに？」

　不意打ちのキスにドキドキしながら、優一さんの次の言葉を待つ。

「さっきも言った通り、茉奈が頑張りたいことに、いちいちオレの許可は必要ない。だけど、遠慮なく頼ってほしい」

　いつもの優しい笑顔ではなく、真剣にまっすぐ私を見つめている。まるで吸い込まれそうな彼の瞳に、私は目を離せなかった。

　高鳴る胸の鼓動を感じながら、小さく頷く。

「本当にごめんなさい。私、自分への気負いがあったのかもしれない。優一さんの彼女としてふさわしい女性になりたいとか、奈子さんに負けたくないとか……」

　蓮士さんの言う通り、それは空回りしていたんだろうな。

　こうやって、優一さんにまで心配や迷惑をかけてしまっているのだから。

　落ち込み気味に言った私に、優一さんは優しく微笑んでくれた。

「頑張ろうとする茉奈の気持ちは嬉しいよ。でも、そんなに周りの目を気にする必要はないんだ。オレは、今のままの茉奈が好きだから」

「でも、それじゃあ、優一さんがなにか言われちゃう。公私混同とか、そんなふうに思われたくないもの」

　すると、優一さんはクスッと小さく笑った。

「半分、間違っていないかな。だけど、オレは茉奈に仕事だけじゃなく、一生、側にいてほしい。そう思ってるから」

「えっ？」

　それって、まさか、結婚っていう意味……？　いやいや、そんなわけないわよね。

　だって私たちは、まだ付き合って半年も経ってないもの。

　慌てて打ち消けしていると、優一さんが私の耳元で囁いてきた。

「オレは、いずれ茉奈と結婚したいと思ってる。だから、茉奈の夢も応援する」

　優一さんが結婚という言葉を口にして、私の胸はときめく気持ちでいっぱいになった。

　本当にそんなふうに思ってくれているなんて、表現しきれないほどの嬉しさをどう伝えたらいいんだろう。

　それが優一さんの本当の気持ちなら、私はますます頑張ろうと思う。

　優一さんは、どんな気持ちで、ゆりさんの仕事を振ってくれたんだろう。

　初めて出会ったときから、優一さんは私を頑張り屋のように言ってくれて、奈子さんとのことを不安に思う私を気遣ってくれていた。そんな彼の気持ちを、私は全然分かっていなかったのだと、ようやく気づいた気がする。

「茉奈、急にこんなことを言ったから驚いたろ？　今は返事をしてくれなくていい。改めて、きみにプロポーズするから」

「優一さん……」

　ギュッと彼の体を抱きしめて、名前を呟くだけで精一杯なくらい、胸が熱くなっていた。

　私との関係を、そこまで真剣に考えてくれていたなんて……。

　優一さんが将来、私にプロポーズしてくれる日を、楽しみに待っていよう。

　そう素直に思えるくらいに、心は満たされていった。

「私、ゆりさんの仕事を絶対に頑張る。そのために、しっかりとセミナーで勉強してくるから」

「ああ、頑張れ。オレは、どんなことがあっても応援してる」

　力強い言葉に、私は嬉しくなって、自然と笑みがこぼれる。

「ありがとう。だから、もし行き詰まったら、少しくらいは愚痴ってもいい？」

「もちろん。言ったろ？　オレに頼ってって」

　そう言うと、優一さんはそっと体を離し、唇を重ねた。そして何度もキスを繰り返しながら言った。

「蓮士にも、誰にも茉奈は渡さない」

　その言葉にさらに胸をときめかせながら、私はキスの時間に酔いしれる。

　ここまで優一さんに愛される自分を信じよう。もう、気持ちが揺らぐことなどしないで……。

「優一さん。私、奈子さんへのつまらないヤキモチは、妬かないようにするから」

　唇が離れたところでそう言うと、優一さんはようやく笑みを見せてくれた。

「茉奈に不安な思いをさせたのは、オレにも責任がある。実は昨日、奈子に会ってきたんだ」

「そうだったの？」

　スーツを着ていったから、なにか特別な用事なのだろうと思ってはいたけど、奈子さんに会っていたのは驚きだ。

「でも、なんで？　また仕事でタッグを組むとか？」

「いや、その反対。オレは、奈子とやり直す気はないことと、茉奈へ嫌がらせをするなら、ビジネスパートナーにもなれないことを伝えた」

「そうなんだ……。でも、大丈夫なの？　まさか私のために、ｅｌｌにとってのメリットを失ってるわけじゃないよね？」

　嬉しい半面、私のつまらない嫉妬が、優一さんの足を引っ張っていないか不安になる。

「いや、それはない。だいたい、茉奈はｅｌｌそのものだ。その茉奈を傷つけるのは、誰であろうと許せない」

「ｅｌｌそのものって、永遠の愛ってこと……？」

　自分で言いながら恥ずかしくなる。

　おずおず優一さんを見上げると、彼は微笑みながら頷いた。

「ever lasting love。英語の頭文字を取ってｅｌｌというんだ。オレは、茉奈と会えて、ようやく自分だけのｅｌｌを掴めた」

「私と……？」

「ああ。奈子とは、お互いの進みたい道の違いが、気持ちにズレを生んだ。一緒にいるとお互い窮屈に感じたんだ。そんな関係では間違いなく、いい仕事はできない」

「そうなの……」

　ふたりのことは私に分かるはずもないけど、優一さんにとって仕事がどれくらい大切か、今の言葉で改めて思い知らされた。

　どれだけｅｌｌを大事に思っているか、私をそのｅｌｌそのものと言ってくれたことが、どれほど重みのあることか……。

　嬉しいなんて言葉では、とても自分の想いを表しきれない。

「茉奈はオレにとっては癒しの存在で、永遠の愛を注ぎたい相手だ。だから、誰かと比べる必要はない。今のままでいてほしいんだ。分かった？」

「うん……。ありがとう、優一さん……。どうやって、嬉しさを伝えたらいいのかな」

　涙が溢れて止まらない。

　優一さんとの偶然の出会いが、これほど大きな愛をもらえることだったなんて。

　優一さんの引き締まった体を抱きしめて、しばらくの間、幸せな余韻に浸っていた。




　あっという間にセミナー当日になり、中心地にある研修施設にやって来た。

　ここは、児童向けの英語教室や留学生会館などもあり、社会人向けのセミナーも頻繁に開催しているビルだ。その四階にあるごく普通の会議室のような場所で、セミナーは開催された。

　大きなホワイトボードを正面に、テーブルと椅子が並べられている。全部で六列あり、思った以上に参加者が多い印象だった。

　重たいパイプ椅子に座っていると、あとから来た女性に声をかけられた。

「すみません。隣いいですか？」

「あ、はい。どうぞ……」

　顔を上げ、一瞬言葉を失った。

　そこには、去年のクリスマスイブに会った和也の浮気相手がいたからだ。

　彼女も私に気づいたらしく、一瞬驚いた顔をしたものの、すぐにニヤッと笑った。

「お久しぶりです。たしか……坂下さんですよね？　和也の元カノの」

「はい、そうです……」

　なんで、ここでこの人に再会するのだろう。

　やる気満々でやって来た私の気持ちを沈めるには、彼女の登場は十分すぎた。

　ため息をのみ込みながら、事前に配布されている資料に目を落とした。

　話したくないし、話す必要もない。今日は、優一さんとの休日を潰してでも参加するセミナーなのだから、講義に集中しよう。

　すると、彼女のほうから話しかけてきた。

「和也、とても元気にしてますよ。今日は、会社の命令で参加したんですけど、坂下さんは？　やっぱり会社命令ですか？」

「ただの自己啓発です。それに、和也の近況報告なんて、いりませんから。彼がどうしようと、私には関係ありません」

　和也に未練なんて一ミリもないのは当然だけど、やっぱりこの人を見ると腹だたしくなる。

　今は優一さんの愛で満たされているけど、あのイブの夜にｅｌｌのショップの前で感じさせられた絶望感は、今でも思い出すことができた。

「そんなこと言わないでくださいよ。和也、とても心配してたんですから。坂下さん、立ち直れたかなって」

　なんて嫌みな人なのだろう。

　チラッと視線を向けると、これみよがしに左手を私に見えるように立てている。その薬指には、私も知っているｅｌｌの指輪が光っていた。希少価値の高いピンクダイヤがあしらわれたもので、クリスマスに一番売れた指輪だと、優一さんから教えてもらっていた。

「あっ、この指輪。あの日、和也に買ってもらったんですよ」

　やっぱりそれが言いたかったみたいで、ひらひらと手を振っている。

「よかったですね。それ、かなり人気あったみたいですよ？」

　自分でも棒読みを自覚しながら、とりあえず返事を返してみた。

　無視をして、ひがんでいると思われるのも癪しゃくだ。

「坂下さんもｅｌｌのファンだったんですよね？　和也から聞きました。坂下さんも、いつかもらえたらいいですね、ｅｌｌの指輪」

　余計なお世話よ、と思いながらも、口には出せない。

　和也は、私がｅｌｌを好きだと覚えていたのに、あの場所で私を振ったんだ……。

　それを改めて知って、傷つく自分がいた。

　でも今日ここで、彼女に会えたのはラッキーだったかもしれない。

　おかげで和也には、どんなことがあっても未練は生まれないと、自信になった。




　一日がかりの研修が終わってみると、疲れと同時に充実感もいっぱいだ。

　まず、初めに座学では心理学的な勉強をした。他人と話すときの肯定感や否定感がどんな印象を与えるか、それがのちの人間関係にどんな影響を与えるか。それはとても勉強になった気がする。

　ロールプレイングでは、販売員役とお客様役として実際に会話をしながら、相手の気持ちを汲み取る訓練をした。

　接客未経験の私にとっては知らないことのほうが多く、コミュニケーションに必要なスキルや考え方を基礎から学べて、初日から大満足だった。

　帰ったらさっそく優一さんに報告しよう。

　まあ、和也の彼女の名前も分かったのは、余計な収穫だったけど……。

「あとで和也に電話しようっと。そうだ、坂下さんも一緒に車で帰ります？　送りますよ」

「いいです……」

　本当に、どこまで意地悪なんだろう、二にの宮みや明あき子こさん。

　心の中で嫌みを呟いたとき、突然どよめく声が聞こえてきた。

　前の席にいた人たちが、ドア付近に目をやり、顔を緩めている。まるで、有名人でも現れたかのような反応を不思議に思いながら、私も自然と彼女たちの視線の先に目をやった。

「あっ……」

　そこには優一さんがいて、愛想のいい笑顔を浮かべて部屋に入ってくるところだった。

　どうして優一さんがここにいるの？

　スーツを着て、講師の高畑先生のところへまっすぐ歩いていく。

　その間、私の側を通り過ぎた優一さんは、こっちを見ることはなかった。

　仕事で来たのかな……。たしか、高畑先生とは二、三回会っただけだと言っていたけど。

　理由がなんであれ、私を無視したくらいだから、きっと仕事の話があるんだろう。

　知らない顔をして帰ろうかと思っていると、みんなの興奮気味な声が聞こえて足が止まった。

「あの人が相良社長でしょ？　カッコいい。生で初めて見ちゃった」

　顔を赤らめた女性たちが、優一さんをチラチラ見ている。二宮さんも顔をニヤけさせて、優一さんに釘付けになっていた。

「高畑先生、お久しぶりです。なかなかご連絡できなくて、すみませんでした」

　優一さんが声をかけると、高畑先生は満面の笑みを浮かべた。

　四十代前半らしい先生は、実年齢より十歳は若く見える。美人で知的な顔立ちだからか、優一さんと向かい合っている姿が絵になっている。

「こちらこそ、お噂は常々伺っていたんですよ。ところで、こんな突然どうされたんです？　よくここがお分かりでしたね？」

　ふたりの会話にみんな聞き入っていて、誰も帰る気配がない。私もその雰囲気にのまれて、足が止まっていた。

「はい、実は先生のセミナーに、僕の恋人が参加してまして、迎えに来たんです」

　優一さんが言った途端に、悲鳴に近い声が上がる。

「そうだったんですか!?　どなた？」

　先生が興味津々に私たちを見回すと、みんなも「誰、誰？」とキョロキョロしている。そんな中で私は、ひとり恥ずかしさを感じながら、黙って立っていた。

「茉奈、帰ろう」

　優一さんは私のほうを向き、歩み寄ってきた。

「坂下さんだったの!?」

　誰の声とも分からないけど、ただみんなが驚きの顔で私を見ていることは気づいた。

　優一さんに手を差し出され、人前で照れくさいけれど、私も自分の右手を控えめに伸ばす。その手をギュッと握られた瞬間、またもや小さな悲鳴が上がった。

「先生、明日も茉奈をよろしくお願いします。改めて、ご連絡をさせていただきますので」

「はい、よろしくお願いします」

　優一さんは周りの反応にはまるで気を留めず、笑顔の先生に挨拶をすると歩き出す。

　私は恥ずかしさで小さくなりながら、優一さんに連れられて部屋を出た。

「優一さん、びっくりしちゃった。まさか、迎えに来てくれるなんて思わなかったから」

　ふたりでエレベーターに乗り込みながら、私は動揺を隠せず言った。

「ハハ。茉奈のことが、やっぱり心配でさ。余計なことだよなと思いながらも、足がここへ向いてたよ」

　楽しそうに答えた優一さんは、ふいをついて唇を重ねた。

「もう、優一さんってば、こんな場所で……」

　と言いつつも、胸はドキドキと高鳴っている。

「誰もいないんだ。いいだろ？」

　どこかいつも以上に積極的な優一さんは、エレベーターが開くまでの数十秒、私に唇を重ねていた。










憧れのｅｌｌ




　優一さんが、私との結婚を考えていると話してくれてから、またひとつ距離が縮まった気がする。

「そういえばさっき、ひとり茉奈を睨んでた女性がいたな。気がついたか？」

　エレベーターを降りて車に向かいながら、優一さんが尋ねてきた。

「ああ……。二宮さんね。彼女よ、元カレの浮気相手って」

　なるべく優一さんに心配をかけたくなくて、苦笑いをしながら言う。

　だけど、彼は一瞬にして顔を曇らせて立ち止まり、私を見つめた。

「そうだったのか……。彼女、ｅｌｌの指輪をしてるなとは思ったんだけど」

「すごい。そんなところまで見てたの？」

「ジュエリーは、特に目につくんだ。それより、明日のセミナーは大丈夫か？」

　思った通り、心配させてしまっているみたいだ。

「大丈夫よ。和也の話をこれみよがしにされたけど、彼に未練なんてないから。私には優一さんがいるもの」

　かなり恥ずかしいけど、優一さんの腕に自分の腕を絡ませ、体を寄せてみた。

　ちょっと大胆だったかな……。

　普段、こんなことはしないから、緊張がこみ上げる。

　チラッと顔を上げ優一さんの反応を窺うと、彼は真顔でまっすぐ前を見据えている。

　もしかして、引いちゃった？

　やっぱり、腕を離そうとすると、絡めている手を押さえられた。

「なんで離れようとするんだ？」

「えっ？　だって、優一さん引いてない？」

　おそるおそる聞いてみると、優一さんは照れくさそうに笑った。

「まさか。むしろ嬉しくて、早く茉奈とふたりきりになりたいと思ってしまったよ。珍しいじゃないか、茉奈からくっついてくるのは」

「優一さん……」

　よかった、喜んでもらえたみたい。

「今日は迎えに来てくれて、ありがとう……」

「いや、茉奈のことなら、いつでも迎えに行く」

　優一さんはそう言って、私の髪にキスをした。

　今日は、思いがけない最低な再会もあったけど、優一さんがこうやって来てくれたから全部チャラにしよう……。




　――と昨日は思ったものの、やっぱり二宮さんに会うと、気持ちはどんよりする。

　二日目のセミナーは、休憩中に参加している女の子たちから優一さんの話題を振られ、気恥ずかしさでいっぱいだった。みんな私が優一さんの恋人であることには好意的だったけど、馴れ初めを聞かれたときは適当にごまかした。

　唯一、話にも乗らず仏頂面でいたのは二宮さんで、隣の席同士の私たちは朝からまともに口をきいていない。

　彼女が私に声をかけてきたのは、セミナーが終わり、先生への挨拶も済ませて帰る間際だった。

「坂下さんって、ｅｌｌの社長の恋人の割には、ジュエリーを全然つけてないのね？」

「えっ？」

「だってそうでしょ？　なにも身につけてないじゃない。坂下さんなら、高級なものも簡単にもらえるんじゃないの？」

　指摘通り、私はｅｌｌのジュエリーはひとつも持っていない。だけど、そんなことは気にしていなかったのに……。

「優一さんは、そんなことしませんから。それに私は、ジュエリー自体にはもうそんなにこだわっていません」

　欲しくないといえば嘘になるけど、優一さんが側にいてくれたらそれでいいと、今は素直に思える。

「へえ。憧れだったのに？」

　もう、二宮さんはなにが言いたいのだろう。私から和也を奪っておいて、どうしてこんなに突っかかってくるのか分からない。

「いいんです。私には、優一さんがいますから」

　こんなことを他人に言うつもりじゃなかったけど、あまりに二宮さんが挑発めいてくるからイライラして、半分捨てゼリフのように言ってしまった。

　そのまま部屋を出ようとした瞬間、なにかに引っかかって、思いきり転んでしまった。

「坂下さん、大丈夫？」

　二宮さんがわざとらしく心配そうに大きな声をかけてくる。

「大丈夫です……」

　起き上がりながら、膝に鈍い痛みを感じる。

　私の足を引っかけたのは、二宮さんだ。スッとつま先を出され、気をつけなくてはと思った瞬間には転んでしまっていた。なんて意地悪な人なんだろう。

　膝は、まるで子供のように派手に擦りむいていた。他の人たちにも見られ、恥ずかしいったらない。

　だけど、二宮さんに詰め寄ったって、『そんなことしていない』と言われてしまったら証拠がないのだし、もう無視してしまおう。

　膝に痛みを覚えながら部屋を出ると、そこには和也がいた。

　昨日から、最低な再会が続く。

「茉奈……」

　和也は、最後に別れたときと見た目はまるで変わっていなかった。私を見つけてなにか言いたそうにしている。

　だけど私は、和也に声をかけるつもりはまったくない。

　無言で通り過ぎようとしたところで、背後から二宮さんの声がした。

「和也！　迎えに来てくれたの？　今夜は、どこかで食べて帰らない？」

　私に聞こえるようにか、大きな声だ。だけど和也の返事は聞こえず、代わりに耳に入ったのは「茉奈！」と私の名前を呼ぶ声だった。

　なんだろうと、渋々ながら振り向くと、和也はどこか思い詰めた顔をしていた。

　隣では、二宮さんが私を睨みつけている。

「なに？」

「あ……元気だったか？　それが、ずっと気になってて……」

「え？」

　なんで、今さらそんなことを聞くのか、彼の本心が分からず返事をせずにいると、後ろから声がした。

「茉奈、遅くなってごめん。帰ろう」

「優一さん!?　今日も来てくれたの？」

　優一さんは昨夜、急な仕事が入り、日曜日だけど朝から出社していた。今日はずっと会社にいるものだと思っていたのに。

　笑顔の優一さんの姿を見て、ホッとする自分がいた。

「早く仕事が終われたんだ。あれ？　膝、怪我してないか？」

　さっそく気がついた優一さんが、少し心配そうな顔をした。

「あ、さっき転んじゃって……」

　笑ってごまかすと、優一さんは呆れたような笑顔を浮かべた。

　二宮さんをここで悪く言っても仕方ないし、優一さんにあまり心配をかけさせたくない。ここは、自分の不注意ということにしよう。

「まったく、茉奈は危なっかしいな。ほら、こっちに来て。ハンカチを巻いておこう」

「えっ？　ハンカチ？」

　優一さんは私の手を取ると、近くのソファに座らせる。休憩場所として誰でも使えるものだ。

　和也や二宮さんのことは頭からすっかり飛んでいき、私の前にひざまずいた優一さんにドキドキする。

「優一さん、ちょっと恥ずかしいかも。人も見てるし」

　顔が熱くなるのを感じながら、小声で言うと、優一さんは少しいたずらっ子のような笑みを浮かべた。

「オレは、元カレに見せつけたいけどな。茉奈は、絶対に返さないよって」

「優一さん、気づいてたの？」

　驚きで目を丸くする私に構わず、優一さんはスーツの胸ポケットからハンカチを取り出した。出会ったときと同じように、器用に膝に巻いていく。

「すぐに分かったよ。あの彼女と一緒だし、それに茉奈に未練のある顔をしてる」

　優一さんはハンカチを巻き終えると、真剣な顔で私を見上げた。

「まさか……。和也は、私を重い女だと言ったのよ？」

　変に緊張感が増すのは、あまりに優一さんが真面目に言うから。

「きっと、茉奈と離れて後悔したんだろう。さっきも、茉奈のことが気になってたとか言ってたじゃないか」

「聞こえてたんだ……。でも、そうだとしても、私は和也に未練なんてないから」

　優一さんに誤解だけはされたくないし、和也とはキッパリ終わったものだと思っている。だから、ここで自分の気持ちはハッキリ言っておかなければ……。

「当たり前だ。茉奈は誰にも渡さない、この間もそう言ったはずだ。茉奈だけが、オレの永遠に愛する女性だから」

「優一さん……」

　こんな場所でなければ、彼の胸に飛び込みたいくらい。

　嬉しくて言葉も出ない私の手を、優一さんは立ち上がり、優しく引っ張った。

「茉奈、帰ろう。早くふたりきりになりたいから」

「うん……」

　優一さんの手の温もりを感じながら、ゆっくり歩き出す。

　そんな優一さんの姿は、セミナーに来ている女性たちの視線をひとり占めしていた。

　途中、唖然としている和也と二宮さんの前で、優一さんは足を止めると、

「それでは、失礼します」

　余裕の口調でそれだけ言った。そして私の腰に手を回し、再び歩き始める。

　エレベーターに向かいながら、私はなにを言うでもなく優一さんを見る。すると、すぐに気づいた優一さんが私に微笑んだ。

「さっき、茉奈の膝にハンカチを巻いていて、去年のクリスマスイブの夜が蘇ってきたよ。あの日から、茉奈はもうオレのものだから」

「うん……」

　エレベーターの中では昨日と同じでふたりきり。ドアが閉まった瞬間、優一さんは痛いくらいに抱きしめて、唇を重ねた。

　いつもより激しいキスに、私の呼吸はあっという間に乱れ、体の力が抜けていく。

「元カレなんて、思い出させない」

　ボソッと言った優一さんの言葉で、和也へのヤキモチが分かる。

　優一さんが心配することじゃないのに……。

　仮に、和也が私と別れたことを後悔していたとしても、もう関係のないこと。

　彼に振られたおかげで優一さんと出会えたし、なによりここまで自分を愛してくれる人なんて、この先絶対に現れないと分かるもの……。

「優一さん、キスだけじゃ足りないよ……」

　扉が開く間際、そう呟いた私の耳元で、優一さんは答えてくれた。

「大丈夫。今夜は寝かせないから」

　和也と二宮さんとの再会は、正直切なくて全然嬉しいものじゃなかった。でもその分、優一さんとの絆はますます深くなった気がする。

　だから和也、さようなら。私はもう、去年のクリスマスイブの悲しい思い出を忘れることにするから……。

　お互い、進む道が交わることは、もうない。




　セミナーの数日後、私が優一さんから与えられた大仕事、女優の鈴木ゆりさんの接客の日がやって来た。

　彼女はもちろんｅｌｌの上顧客なので、本社の特別室に案内する予定だ。

　ここはｅｌｌの新作展示室のようになっていて、指輪やネックレス、ピアスにブローチまで新作が勢揃いしている。

　ゆりさんが大好きだというハーブティを用意して、彼女を待つ。

　準備万端だと思っていたけれど、直前になり優一さんに注意事項を説明されて青ざめた。

「ねえ、本当に大丈夫かな。私のせいで、ゆりさんがｅｌｌの顧客から外れることになったら……」

　弱音を吐く私に、優一さんは優しく背中をポンポンと叩いた。

「大丈夫だよ。茉奈ならできる。セミナーで勉強したろ？」

　それを言われ、自分を奮い立たせようとするも、やっぱり不安は拭いきれなかった。

　実は、私が蓮士さんにキスをされそうになった夜、優一さんにかかってきた電話のトラブルのお相手が、ゆりさんの友人だったそうだ。

　その友人は一般人だったため、ゆりさんの紹介で店を訪れたのに、ショップ側が認識できていなかった。そのせいで、その方の機嫌を損ねる接客をしてしまい、社長である優一さんが呼ばれたということだった。

「茉奈が、余計な心配ごとで気を揉んでもいけないから、ぎりぎりまで説明しなかったんだ」

　優一さんの気遣いに理解を示しながらも、そんなトラブルがあった直後の接客だと知って、緊張はピークに達していた。

　そして、ほどなくしてゆりさんがやって来た。

　テレビで見るより、ずっとキレイな人で、思わず見とれてしまう。

　顔がとにかく小さくて、整った目鼻立ちはまるでお人形を見ているようだった。モデルのように細く足も長いため、カジュアルなパンツスタイルも、ため息が出るほど様になっている。

「初めまして。坂下と申します。今日は……」

「あ、余計な挨拶とかいらないから。さっさとジュエリーを見せてくれない？」

　ゆりさんは、出されたハーブティをひと口飲むと、サッと立ち上がる。

　私は、差し出した名刺を、仕方なく名刺入れに収めた。

　優一さんも同席はしてくれているけど、あくまで接客担当は私。彼は、初めに挨拶をしただけで、私たちを見守る役に徹している。

「指輪をお探しなんですよね。こちらが新作の……」

　さっそくあらかじめ用意していたケースを持ってきて指輪を示すと、ゆりさんはこれみよがしにため息をついた。

「あのね、新作でよければ自分で買ってるって。わざわざここへ来たのは、今までのｅｌｌのジュエリーも含めて見たいからなの。好みは伝えてあるはずだけど」

「は、はい。そうですよね……」

　ゆりさんが希望していたのは、普段使いもできて、ｅｌｌらしい高級感もあるジュエリー。そのリクエストには沿えているはずなのに、私の接客が気に入らないのか、不快そうな顔をしている。

「この間は、友人がｅｌｌで嫌な思いをしたみたいなのよね。今日は、やめようかとも思ったけど、優一社長の顔を立てて来たの。でも、こんなのしか用意してないんじゃね」

「こんなのって……」

　ゆりさんの好みに合っていないのは、私の力不足だったのかもしれない。だけど、優一さんたちが作ったジュエリーを〝こんなの〟扱いされるなんて心外だ。

　とはいえ、お客様であるゆりさんに意見をするわけにはいかない。

「本当に、申し訳ありませんでした。ジュエリーを他にお持ちしますので、少しお待ちください」

　深々と頭を下げると、頭上からゆりさんの冷たい声がした。

「時間がないの。あなたの力なんて、そんなものなんでしょ？　だいたい、なんで優一社長が接客してくれないわけ？」

「それは……」

　どうしよう。このままだと、交代させられてしまう。

「本当に申し訳ありませんでした。精一杯やりますので、もう少しだけお時間をください」

　顔を上げ、口を堅く閉じてゆりさんを見つめると、ギロッと睨まれた。

「なにをこだわっているの？　私の接客でもしたら、あなたの評価が上がるとでも？　見え見えなのよ。あなたの魂胆」

　たしかに、この接客を成功させて、ショップの店員として認めてもらいたい、その気持ちが先走っていたかもしれない。

　でも、ゆりさんの希望を叶えたいと思う気持ちだって、嘘じゃなかった。

　動揺している感情を鎮めるために、一度大きく息を吐いた。

「ゆりさんのおっしゃられていることは、間違ってはいません。私は、ｅｌｌのショップの店員になりたくて、今回、ゆりさんの接客を任せていただきました」

「店員になりたいの？　あなたって、社長秘書じゃなかったっけ？」

　どうやらゆりさんは、私が優一さんの秘書だと知っているらしい。

　もしかすると、優一さんと付き合っていることも耳にしているかもしれないから、余計に私の至らなさが目につくのかも。

　そんなゆりさんに、言い訳がましいことは通用しないだろうと思って、自分の気持ちを正直に伝えることにした。

「私、ｅｌｌで働くようになって、たくさん救われました。いちファンでしかなかった私が、やりがいをここで見い出せました」

　私の話に、ゆりさんは黙って耳を傾けている。

「ｅｌｌの意味は、永遠の愛です。ジュエリーを手に取るすべての女性に、それを掴んでほしい。それが相良社長の願いなんです」

　熱く語る私に、ゆりさんは「だから？」と素っ気なく言う。でも私は、怯むことなく続けた。

「私もすべてのお客様にそうあってほしいと思ってます。もちろん、ゆりさんにも。だから、このまま接客を続けさせてください。相良社長でなく、私に。お願いします」

　優一さんが、どんな表情でこのやりとりを見ているのか。気にはなったけれど、それを確認する余裕なんてない。ただまっすぐに、ゆりさんを見つめた。

「おしつけがましい……って感じね」

　半ば呆れたような彼女の言葉に、私は動揺を隠せない。

　どうすれば伝わるんだろう……。

　堪えきれず優一さんに目を向けると、固く口を閉じた彼が、強く頷いた。

　言葉はなくても、頑張れと言われているのが分かって、もう一度頭の中を整理する。

　こういうときは、なにをすればいいんだっけ……。

　あれこれ思いを巡らせながら、ハッと思い出したのはセミナーで学んだこと。

　優一さんが頑張れって、私を後押ししてくれて参加したセミナー。今日のために、あそこで勉強をしたんじゃなかったの？

　自分を奮い立たせて、ゆりさんを見つめる。

「不快な思いをさせて、申し訳ありません。ですが、必ずゆりさんがご希望するジュエリーを持ってまいります」

　そう言うと、ゆりさんはソファの背もたれに体を傾けた。

「分かったわ。だけど、次に気に入らないものを持ってきたら、帰らせてもらう。そして、ｅｌｌはもう利用しない」

「は、はい」

　高畑先生が言っていた言葉を思い出して……。

　あのとき先生は、相手の目を見なさいと言っていた。そして、相手が望むことを汲み取って実行しなさいと。

　小さく深呼吸をした私は、まっすぐにゆりさんを見つめた。

　まずは、相手をよく見る。

　ゆりさんは、友人の件で、ｅｌｌに対する不信感を少なからず抱いている。だから、希望以上のことをしないと納得してくれない。

　彼女はここに、ジュエリーを探しに来ている……。

「こちらに用意したものも、ゆりさんにお似合いだと思っていました。でも、今日こうやって直接お会いしたら、もっとお似合いのものが思い浮かびました」

「え？」

　ゆりさんに少し待ってもらうようお願いをし、私は急いで特別室を出た。

　オフィスに戻り、奥の小さな部屋へ向かう。ここは、通常は施錠されている場所で、商品としてのジュエリーが保管されている部屋だった。

　彼女の凛とした雰囲気と、女性らしいかわいさを考えたら……。

「これも……。うん、これもいい」

　白い手袋をつけ、慎重にジュエリーを選んでいく。

　本人を目にしたら、こんなにもイメージが湧くものなのね。

　部屋を出ると、柊也さんと彩子さん、それに同じフロアで仕事をしているみんなが少し心配した様子で私を見ているのに気づいたけど、今は応える余裕がない。それに、みんなにはこの仕事を成功させたことを報告することが大事だと思うから。

　ケースに入れたジュエリーを持って急いで戻ると、それをゆりさんに見せた。

「ゆりさんなら、リングは細いほうがお似合いだと思います。でも、ある程度、ダイヤがあしらわれていて華がある指輪だと、ゆりさんの凛とした雰囲気をより引き立ててくれると思います」

　私なりにおすすめの指輪をケースに並べてみる。すると、ゆりさんは黙ってそれを見つめていた。

　どれも、気に入らないと言われたらどうしよう……。

　そんな不安を感じていると、ゆりさんがクスクスと笑った。

　なぜ笑われているのかが分からず、ぽかんとしてしまう。

「優一社長の恋人って、こんなに一生懸命な人だったのね。たいていの人って、私の意地悪にすぐ音を上げるのに」

　そう言いながら、ゆりさんは優一さんへ目を向ける。

　やっぱり、私が優一さんの恋人だと知っていたんだ……。

　それまでずっと黙っていた優一さんが、小さく微笑んだ。

「ありがとうございます。それが、彼女の持ち味なので」

「なるほどねぇ。ちょっと意地悪してやろうって思ったのに、こっちがやられた気分」

　冗談めかして言うゆりさんに、優一さんは頭を下げた。

「ご友人のことは、まことに申し訳ありませんでした。店員の教育は、もう一度やり直しますので」

　優一さんが頭を下げる姿を見るなんて初めてで、私も胸を締めつけられる。

　でもそれだけ、いつも全力で仕事に向き合っている証拠だ。

　彼の真しん摯しな態度に、ゆりさんは首を横に振った。

「もういいのよ。彼女には、今度から坂下さんがいいよって伝えておくから」

「えっ!?」

　思わず声を大きくした私に、ゆりさんはケラケラと笑った。

「なんか、おもしろい人。それと、センスがいい。私、これが気に入ったから買う」

　ゆりさんが指さしたのは、私が持ってきたダイヤの指輪だった。

「ありがとうございます！」

「いいわよ。それより、坂下さんって社長秘書なのよね？　それなのに、なんでこんなに一生懸命に私に接客したの？　なにかの修行？」

　ゆりさんは腕組みをして、不思議そうに首をかしげた。

「修行といえばそうかもしれません。私、ｅｌｌのショップ店員になりたくて。それで、今回ゆりさんの接客を担当させてもらいました」

「なんで？　絶対に社長秘書のほうがいいじゃない。しかも、優一社長は恋人なんだし。わざわざ接客にまわらなくても」

　考えられないといったふうに首を横に振るゆりさんに、私は苦笑いをした。

「なんていうか、初めて自分の力でやりがいを感じられる仕事に出会えたというか、目標にしたいものになったんです。もちろん、社長秘書だって私には身に余る仕事なんですが」

　優一さんに甘えたくないとか、自分の足でしっかり立ちたいとか、前向きに進みたいとか、言いたいことは山ほどある。でもそれはいずれ、自分自身が変わることで証明できたらいい。

　すると、ゆりさんはフッと笑った。

「結構しっかりしてるのね。そういう女性、嫌いじゃないな。じゃあ、晴れて店員になったときには、私の友人を紹介するから」

「ありがとうございます」

　頭を深々と下げた私は、ようやくホッとした。




「お疲れ、茉奈」

　ゆりさんが帰り、社長室へ戻ると、優一さんが声をかけてきた。

「ありがとう、優一さん。みんなも接客が成功したことを喜んでくれてよかった」

　彩子さんは『さすが、茉奈ちゃん』と声をかけてくれ、柊也さんは言葉はなくても、笑顔で私の背中を叩いてくれた。

　小さく息を吐いた私に、優一さんは苦笑した。

「ゆりさんは、悪い人ではないけど、愛嬌があるタイプではないんだ。茉奈は、パニックにもならず、変に媚こびを売ることもなく、上手にできたと思うよ」

「本当？　それならよかった。だけど、今日のわずかな時間で、改めて思った。接客って大変なのね」

「茉奈が見たがっている接客という仕事は、そういう世界だ。それでも、やりたいか？」

　優一さんの問いに、私は即答した。

「やりたい。だって、優一さんが作ったジュエリーをすすめるなんて、これほど幸せなことはないから」

　それに、今日のことは少しでも自信に繋がった気がする。

「茉奈が、充実感ある顔をしていて嬉しい。それが、ｅｌｌを売る人間には必要な表情だから」

　そう言った優一さんは、満足そうな笑顔を向けた。

　その言葉がとても嬉しくて、私も彼に笑顔を見せた。










揺らがない想い




　ゆりさんの仕事が無事に終わってから、優一さんとの絆はより深まり、距離も一気に縮んだ気がする。

　私の心は満たされていて、穏やかな日々を過ごしていた……はずなのに。

「えっ!?　ジュエリーを私が持っていくの？」

　以前の商談で成立した蓮士さんのジュエリーを、私が届けるよう指示された。それも、蓮士さんの職場へだという。

「ああ。それは無理だと言ったんだが、今回は蓮士が客の立場を乱用して、我儘を押し通してきてさ」

　優一さんは渋い顔で、私にｅｌｌの紙袋を渡してくれる。

　白地に金色でブランド名が記されていて、私にはこれさえも憧れだ。

「勤務中だから、なにもないとは思うが、蓮士に余計なことをされそうになったら、すぐに帰ってくること」

　釘をさす優一さんに、私は笑顔を浮かべた。

「大丈夫よ。変な心配はしないでね」

　職場に呼ぶということは、さすがに蓮士さんも私になにかしようとは思っていないはずだ。その点は安心していいだろうから、さっさと渡して戻ってこよう。

　社長室を出た私は、足早に蓮士さんの職場である外資系銀行へ向かった。

　お昼前のオフィス街はビジネスマンが行き交い、車のクラクション音などで喧騒に包まれている。

　会社から歩いて十分ほどで銀行には着いて、受付の女性に用件を伝える。

　案内されるまでの間、受付のソファに座っていると、どこかで見たことのある女性が足早に出ていくところだった。一瞬誰だろうと疑問に思いながらも、すぐにセミナーで一緒だった人だと分かった。たしか、大おお間まさんという二十代後半の人だ。

「そっか……。ここの人だったのね」

　そして、彼女が出ていってすぐに、奥の応接室へと案内された。そこは革張りのソファが二脚向かい合って置かれていて、その間にはガラスのローテーブルがある。

「ようこそ、茉奈ちゃん」

　すでに私を待っていた蓮士さんは笑みを浮かべ、私をソファへ促す。

　警戒心でいっぱいの私は、蓮士さんから目をそらせず、ゆっくりと座った。

　そんな私を見て、蓮士さんはクスッと笑う。

「そんなに構えなくても、ここではなにもしない。だけど、あの日のことは謝らないから」

　私の向かいに座った蓮士さんは、私からｅｌｌの紙袋を受け取った。

「別に、謝っていただかなくて結構です」

　だいたい、謝ってもらったところで、蓮士さんの印象が変わるわけじゃない。

　私には第一印象と同様に、嫌な雰囲気の人のままだから。

「茉奈ちゃんは、結構気が強いんだな。オレは、あのとき本気で茉奈ちゃんにキスしたいと思った。だから、謝らないと言ってるんだ」

　蓮士さんは淡々と話しているようで目は鋭く、私はまっすぐ見ることができない。

「でも、私はしたくありませんから……。もうジュエリーはお届けしましたから、帰ります」

　立ち上がろうとすると、蓮士さんが手を伸ばし、私の腕を掴んだ。

「高畑先生のセミナーに行ったんだってな。オレの部下も参加していて、聞いたんだ。優一が迎えに来て、大騒ぎだったらしいじゃないか」

　大間さんから聞いたんだわ。

　あんなに目立ったから、みんなの印象に残っていても不思議じゃない。

「蓮士さんには関係ありません……」

　素っ気なく言った私を、蓮士さんは立ち上がると引っ張った。

「優一も、ちょっと考えればいいのにな。あいつの行動ひとつひとつに、茉奈ちゃんも振り回されるのに」

　なにもしないなんて言っておきながら、しっかり私を引き寄せていて、今にも抱きしめられそうだ。

　私は蓮士さんを睨みつけると、キッパリと言った。

「振り回しているのは、蓮士さんのほうです。私は優一さんが好きですから、全然迷惑とも思いませんし、むしろ嬉しいです」

　すると蓮士さんは、唇を噛み締め、突然抱きしめてきた。

「ちょっと、蓮士さん離して！」

　優一さんとは違うスパイシーな香りのする蓮士さんの胸を押し返して抵抗しようとしても、私の力は簡単に押さえられてしまう。むしろ、より強く抱きしめられて困ってしまった。

「騒ぐな。優一の顔に、泥を塗ることにもなるだろ？」

「卑怯です、蓮士さん。こんなことをしたって、私の気持ちはなにも変わりません。離してください」

「離さない。どんな形でもいいから、優一より先に出会いたかった」

　蓮士さんは私を抱きしめて、髪に顔を埋める。

　だけど私は、どうやって体を離せばいいのか、そればかりを考えていた。

「蓮士さんは、優一さんへの対抗心で、私に興味があるだけです。本気で好きなわけじゃない」

「なんで、そんなことが分かるんだ？　オレは、芯の強い女が好きだ。だけど、かわいげのない女には興味がない。茉奈ちゃんは、十分オレのタイプだけど？」

　いっこうに離す気配のない蓮士さんに、私は焦りすら感じ、ひたすら彼の体を押し返していた。

「無駄だよ。茉奈ちゃん程度の力じゃ、オレに敵うはずがない」

「蓮士さんもカッコいいと思います。それに、私が出会うはずもないほど、エリートだとも。だけど、一番大事なところが優一さんとはまったく違います……」

「どういう意味だ？」

　蓮士さんの声色が低く怒っているように聞こえる。だけど、それに怯んでいる場合ではない。

「誠実さです。優一さんなら、嫌がる私にこんな強引な真似はしない。するとしたら、私が嫌がらないと分かっているときだけ」

　蓮士さんが私を本当に好きなら、こんなふうに無理やり抱きしめたり、キスをしようとしたりしないはず。

「私はなにをされても、優一さんへの想いは変わりません。それでもいいなら、私を好きにしてください」

　ハッキリ言うと、ようやく蓮士さんは私を離した。

「初めてなんだけどな。こんなに心を惹かれる相手に出会えたのは」

　私を見下ろす蓮士さんは、小さな声で呟いた。

「私が優一さんの彼女だからではないですか？　蓮士さんって、いつも優一さんを挑発しているから」

「それは違う。そもそも、優一を挑発しているわけじゃない。そういう性格なんだ」

　それならなおさら、私は蓮士さんとは合わないと思う。優一さんほどの優しさを見せろとは言わないけれど、蓮士さんは時折私を見下すような言動をするから、そのたびに傷つく自分がいた。

「私、根本的に蓮士さんとは合わない気がします。たとえ優一さんと出会っていなかったとしても、蓮士さんを好きになっていません」

　ここまで言うことはなかったかなと思いつつも、これが本音だから仕方ない。

　すると蓮士さんはクスッと笑い、眉を下げて笑顔を作った。

「見込みはないということか。ここまでハッキリと拒絶されたのは初めてだ」

「言いすぎたかもしれません……。でも、本心です」

　こんな言い方になったのは、蓮士さんの強引な行動のせいだけど、ひと言もふた言も多かった。

　失礼なことを言ってしまった、と素直に反省した。

「いや、おかげで茉奈ちゃんがどれだけ誠実な女性か分かったよ」

「そんな……。買いかぶりすぎです」

　少し照れくささを覚えながら、でもやっぱり警戒心はとけない。

「本当だ。優一が羨ましいよ」

　蓮士さんが言ったとき、ドアがノックされ、女性の声がした。

「中沢課長、安やす田だ様がお見えですが……」

「ああ、すぐ行く。窓口にお通しして」

「はい、かしこまりました」

〝課長〟の蓮士さんは、私と話すときとは違うビジネスライクな口調になっていた。

「アポの時間だ。茉奈ちゃん、今日はありがとう。次は……会うのは無理か」

「偶然会うか、優一さんと一緒のときだと思います」

　そう言うと蓮士さんはなにも言わず、ただ微笑んで足早に部屋を出ていった。

　きっと、これで気持ちは分かってもらえたよね……。

　銀行をあとにするとき、蓮士さんのいる投資窓口の前を通った。年配の男性を相手に、真剣に話をする姿は、きっと女性なら惹かれる様に違いない。

　だけど私にとって、そんな蓮士さんを見ても、優一さんへの想いが簡単に揺らぐわけはない。気持ちは本当にありがたくて、身に余るくらいだけど、やっぱり優一さんが誰よりも好き……。




　ｅｌｌは、年四回新作のジュエリーを出す。とはいえ、毎回完全な新作というわけではなく、既存のデザインを少し変えるだけのこともあった。そのあたりは、優一さんや柊也さんたちが、マーケティングリサーチなどを重ねて決めていた。

「優一さん、まだ寝ないの？」

　すっかり季節は秋になり、朝晩が肌寒くなってきた。

「ああ、そうだな。そろそろ寝ようか……」

　午前零時を回り、書斎にこもっている優一さんに声をかける。

　どうやら、ジュエリーのデザインを考えていたようだけど、かなり根を詰めているみたいだ。

　優一さんは、頭がボーッとしないようにと、書斎ではなるべくエアコンを使わない。今の季節のように、極端に暑くも寒くもない時期は、夜冷えてきても部屋を暖めていなかった。

「優一さん、あんまり頑張りすぎは体に悪いわよ。手も冷えてるし……。夜はだいぶ冷えてきたから、少し厚着をしたら？」

　優一さんの大きな手からは、いつもの温もりがない。

「デザインを考えるのに夢中で、気がつかなかったよ。言われてみれば、寒くなってきたな」

　苦笑いをする優一さんは、寝室に入ると私を抱きしめた。

「茉奈はあったかいな……。ちょっと温めてさせて」

「もう、優一さんってば。ここ二週間、帰ってきても書斎にこもりっきりだし、寝るのも遅いじゃない？　そんなに、ひとりで頑張らないといけないことなの？」

　普段なら、新作のデザインを考えるときは、柊也さんたちが一緒だ。それなのに、今回は優一さんがひとりでやり、それもやたら自宅に持ち帰ることが多い。

「ごめん、ごめん。心配かけてるみたいだな。大丈夫、無理はしてないから。それに、これはオレひとりでやらないといけないことなんだ」

「優一さんがひとりで？」

　なにかわけでもあるのか、そういうことなら仕方ないけど、体には気をつけてほしい。

　見上げるように優一さんを見つめると、額に軽くキスをされた。

「ほら、そんなに心配な顔をするなって。オレは楽しくてやってるんだから。それより、もっと温かくなることしていいか？」

「え？　温かくなること？」

「そう。この二週間、まったく茉奈を抱いてなかったから、今夜は久々に抱きたい」

「う、うん……」

　こんな恥ずかしいセリフを、笑顔でサラッと言ってしまうのだから……。

　優一さんは、はにかむ私を抱き上げて、ベッドへゆっくりと下ろす。

「最近、蓮士と会う機会が多いんだ。高畑先生のセミナーに、社員をもっと参加させようって、お互い考えが同じになってね」

　優一さんは私を見下ろしながら言った。

「そうなの？」

　蓮士さんの名前が出ると、変な緊張が走る。

　あれ以来、蓮士さんとは一度も会っていない。向こうからもアクションがなく、頭から抜けていたところに、久々に名前を聞いたから動揺してしまった。

「ああ。あいつ、毎回茉奈の様子を聞いてくるんだ。元気かとか」

「そ、そう……」

　まさか、蓮士さんがいつまでも私に未練を残すはずないし、ここはサラッと聞き流しておこう。

「茉奈はやっぱり、人を惹きつける魅力があるな。言葉では表しづらいけど、人を包み込む優しいオーラがある」

「優一さん……」

「だからだろうな。蓮士もいつまでも、茉奈を忘れられないらしい。だけど、何度も言うけど、オレは茉奈を絶対に誰にも渡さない」

「私も誰にも心を渡さないから。私のすべては、優一さんのもの……」

　優一さんと出会ってから、私は自分を今まで以上に好きになれたと思う。

　和也に振られて、ドン底に落ちていた私を引っ張り上げてくれたのは優一さんだった。それからは優一さんが、私に自信を取り戻させてくれて、知らなかった自分も教えてくれた。

　キスをされることも、抱きしめられることも、そしてこうやって体を重ねることも、優一さんと一緒じゃないと幸せを感じられない。

　優一さんの汗ばむ体が触れるたび、嬉しくて心が満たされていく。

「茉奈、気持ちいい？」

「うん。とっても……」

　いつだって、私を大きな愛で包み込んでくれる優一さん。

　それは出会った最初のころから変わりなく……ううん、ずっと大きくなって……。

　だから私はもう、自分に自信がないなんて言わない。気持ちを揺るがせない。










一年後のクリスマスイブ




　久しぶりに平日に休みが取れた私と優一さんは、のんびりと昼間から自宅でテレビを見ている。

「大きく報道されてるわね、奈子さんとの業務提携」

　ソファで優一さんに体を寄せて彼を見上げると、穏やかな笑みを向けられた。

「ああ。ブライダルとジュエリーだからな。鉄板といえば、鉄板の組み合わせか。奈子とオレが、同級生同士ということも取り上げられているし……」

「ついでに、恋人同士だったってこともね」

　意地悪く言うと、優一さんは困った顔をした。そんな素直すぎる反応に、私は申し訳なくなってくる。

　奈子さんの私への挑発行為は優一さんにしっかり知られてしまい、一度は仕事の提携が白紙になっていた。だけど、会社の利益に繋がることが私情で潰れるのはどうかと、柊也さんが諭して今回の提携に至っている。

　奈子さんからは直接謝ってもらったけれど、彼女は心から納得していないようだった。それでも仕事を選択した奈子さんのことは、嫌みではなく尊敬する。

　私なら、優一さんを失うことなどできないもの……。

「ごめんね、優一さん。私、もうこだわっていないのに、意地悪な言い方をしちゃって……」

「いや、相手は元カノなんだし、おもしろくないと感じるほうが自然だから」

　優一さんはそう言って、テレビを消した。

「奈子は、あくまでビジネスパートナーだ。仕事をする上では、彼女を尊敬してる。だけど、女性として愛するという意味では違うから」

「うん、分かってる。優一さんの想いは、出会ったときからずっと……」

　ゆっくり目を閉じると、優一さんから唇を塞がれる。

　何度かキスを交わしたあと、彼がポツリと言った。

「なあ、茉奈。今年のクリスマスイブも、船上パーティーに行かないか？」

「えっ？　パーティーって、去年みたいなの？」

　今でも、鮮やかに思い出せる夢の時間。キラキラと輝くあのパーティーに、今年も行けるというの？

　少し興奮気味の私に、優一さんはにこやかな顔をした。

「そうだよ。といっても、今回はスポンサーではないから、ゆっくりできるんだ」

「そうなのね。それなら、なおさら絶対に行かなくちゃ。なんだか去年を思い出しちゃうね」

　今から、テンションが上がりそうなくらいにドキドキする。

　クリスマスイブは、私と優一さんが出会った最初の日。ちょうど一年経つその日を、一緒に過ごせるなんて本当に夢みたいだ。

「でも優一さん、仕事は大丈夫なの？　クリスマスなんて、一番忙しいときじゃない」

　私のために無理をしていたら申し訳ないと思って聞いたみたけど、優一さんはゆっくり首を横に振った。

「心配しなくていいよ。もうスケジュールに組み込んでいるから」

「そう。それなら安心だわ」

　クリスマスイブは私の誕生日でもある。優一さん、覚えてくれているかな……と心をよぎった。




　そしてクリスマスイブ当日。今年も街にはクリスマスソングが流れ、街はカップルで溢れ返っている。彼らを車から見ていると、去年のことが思い出された。

　あの通りの向こうで、私は和也に振られたんだ。そして、この先で……。

　そんなことを考えていたら、優一さんのクスッと笑う声が聞こえた。

「あの信号のところだよな。茉奈が、オレの車の前に出てきたのは」

「う、うん。やっぱり覚えてるよね？」

「覚えてるよ。本当にあのとき、茉奈に出会えてよかったと思ってる」

「優一さん……」

　ハンドルを握る優一さんは、笑みを浮かべていた。

　一年前の思い出に浸っている間に、車は港に着いた。目の前の船は、紛れもなく去年と同じものだ。

　あのときは、なにがなんだか分からずについていっただけで、まさか一年後にまた来ることになるなんて思ってもみなかった。

　そんなことを考えると、懐かしさがこみ上げてくる。

　車を降りると、興奮を抑えつつ優一さんに聞いた。

「去年と同じ船よね？」

「ああ。覚えてくれてたか？　去年、茉奈と出会った船で、もう一度イブの夜を過ごしたかった。今日は、茉奈の誕生日でもあるしな」

　優一さんは穏やかに微笑むと、人目を盗むかのようにキスをした。

「もう、優一さんってば。人に見られちゃうかもよ……？」

　急に恥ずかしくなって優一さんを睨むと、苦笑いをされた。

「茉奈を見てたら、キスしたくなったんだよ。今夜のドレス、よく似合ってる」

「ありがとう……」

　優一さんが用意してくれたドレスは、有名な海外ブランドのもので、白い膝丈のワンピースだ。まるでウエディングドレスみたいだと、密かに思っている。

　照れくさくて、そんなことは口に出せないけど。

「さあ、行こう。今回は、立食パーティーだから自由に食事もできるし、イルミネーションも気軽に眺められる。それに、部屋でゆっくりしてもいい」

「部屋って客室？」

　優一さんに手を引かれながら、船内へと入る。

　今年も、ドレスアップした夫婦やカップルで賑わっていた。

「そう。去年は一緒に過ごせなかっただろう？　今年はふたりで、イブの夜を満喫しよう」

「嬉しい……。ありがとう」

　だから、今日は船上パーティーに連れてきてくれたんだ。

　私と恋人として、去年と同じクリスマスイブの夜を過ごすために……。

　思い返してみると、去年は最後に優一さんには会えず、お別れの挨拶もできないまま帰ったのよね。もう一度会いたいと思いながら、テレビで偶然素顔を知って、自分とは別世界の人だと諦めた。だけど、やっぱり心の片隅に優一さんがいて、再会して抱きしめられたときは、夢かと思ったくらい。

　それなのに、あれから一年後の同じクリスマスイブには、優一さんがこうやって恋人として私の隣にいてくれる……。

　胸に熱いものがこみ上げてくるのを感じながら、優一さんを見上げると、彼も私を見て微笑んでくれた。

「茉奈、お腹空いてる？」

「ううん、大丈夫」

「オレも。じゃあ、テラスへ出てみないか？　イルミネーションがキレイだから」

「うん！」

　優一さんに連れられていった場所は、去年とは違って、客室の上階にある小さなテラスだった。小さいといっても、テーブルやイスが十分に置ける広さがあり、海を眺めながらお茶ができそうだ。

　ここにも、辺り一面に電飾が施されていて、白と青の光輝くツリーもあり、ロマンチックな場所だった。

「今夜はここは貸切だ。下の階段からは、誰も上がってこられない」

　優一さんは夜の海に目をやったあと、私を真剣な眼差しで見つめた。

　その表情が、いつもより緊張しているように見えて、私も背筋が伸びる感じがする。

「ふたりきりってこと……？」

「そう。茉奈に、今夜はどうしても伝えたい想いがあったから」

　優一さんは言ったあと、スーツの胸ポケットからひとつの箱を取り出した。

　それは、白い小さな箱で、指輪が入っていると直感した。

「優一さん、もしかしてこれ……」

　胸が震えていく。

　優一さんがゆっくり箱を開けると、そこには輝く指輪があった。

　大きなピンクダイヤの両サイドにそれより少し小さめのダイヤが埋め込まれている。

「キレイ……。それに、どことなくリングがハートっぽい形。本当に素敵。まさか、ｅｌｌの新作？」

　優一さんに聞くと、彼は首を横に振った。

「新作ではないよ」

「え？　でも、このデザインは見たことないし……。ｅｌｌの指輪なんだよね？」

「そう、ｅｌｌの指輪だ。茉奈、ちょっと内側を見てみて」

　優一さんに手渡された小箱から、ゆっくり指輪を取り出す。

　初めて贈られる指輪に、手が震えてきた。

「えっと……」

　明かりのほうに手を伸ばし、内側を見ると【ｅｌｌ】の文字が刻まれているのが見えた。だけどその横に、【ever lasting loveytom】とも書かれてある。

「正真正銘ｅｌｌの指輪だ。だけどこれは、どこにも売っていないし、売られることもない」

「優一さん、それって……」

　英語で書かれた〝永遠の愛〟、それにイニシャルは優一さんから私へ……？

　そう思っていいの？

「永遠の愛を、オレから茉奈へ。茉奈、結婚してください」

　優一さんは私から優しく指輪を取ると、左手薬指にするりとはめた。

「オレがデザインした、世界でたったひとつの指輪だ。デザイナーになってから、誰かひとりのために作ったものはない」

「そうなの……？」

「ああ。だから、これは、茉奈だけのｅｌｌの指輪だ。永遠の愛を茉奈だけに……。それを今夜、プロポーズの言葉として渡したかった」

　優一さんはそう言って、私を強く抱きしめた。

「優一さん……。私、本当に嬉しい。やっぱり優一さんは、私に夢を見せてくれる人よ……」

　言葉じゃ足りないくらいに、幸せを感じて涙が溢れる。

「夢じゃない、愛だ。オレは茉奈に、ずっと愛を見せていくから」

「うん……」

　どうしよう、涙が止まらない。幸せで嬉しくて、信じられなくて、言葉が出てこない。

　優一さんは、そっと体を離して私の頬を優しく包んだ。

「もう泣くな。オレは、茉奈に笑ってほしいんだ」

　キスで涙を拭う優一さんに、私はなんとか口にした。

「幸せすぎて涙が出てくるの……」










ever lasting love




　優一さんが用意してくれていた客室は、スイートルームだった。

　クイーンサイズのベッドには花模様のベッドカバーが掛けられ、バスルームにはバラの花びらが浮かんでいる。

　去年も十分すぎるくらい豪華な部屋だったのに、今年は優一さんが側にいてくれる上に、こんなにも贅沢でロマンチックな場所で誕生日を過ごせるのだから、嬉しいなんて言葉じゃ足りない。

　それも、プロポーズまでされるという最高のシチュエーションで。

「茉奈に出会うまでは、クリスマスイブは恋人たちの特別な時間だと思ってた」

　優一さんは私をソファに座らせると、そっと肩を抱いた。

「今は違うの……？」

「違う。愛しい人が生まれた日。オレにとってクリスマスイブは、そういう日に変わったんだ」

　優一さんは肩を引き寄せ、唇を重ねた。

「……優一さん。私だって、ただの誕生日が、愛する人からプロポーズされた日に変わったのよ……」

　溢れる想いが止められなくて、自分から優一さんへキスをする。それに応えてくれるかのように、優一さんは私をベッドに連れていって、優しく服を脱がせた。

　ベッドが軋きしむ中、優一さんが私の左手を強く握ってきて、さっき贈られたばかりの指輪が指にあたる鈍い痛みで少し我に返る。

　あんなに憧れだったｅｌｌの指輪が、自分の指におさまっていることが、まだ不思議で仕方ない。それも、優一さんが作ってくれた私だけの指輪なのだから。

　少し前、優一さんがパリへ二週間視察に行ったことがあったけれど、実は指輪を作りに行っていたと聞いたときは、言葉にならないほどに嬉しかった。この指輪を、どんな想いで作ってくれたのか、想像するだけでまた涙が出てきそうになる。

「茉奈、なんだか集中してないな」

　優一さんは呼吸を乱しながら、私を軽く睨んだ。

「そんなことないよ。優一さんの愛を感じて、幸せに浸っていただけ……」

「本当に？　それならもっと、そういう顔をして」

「え？」

　優一さんは意地悪く言うと、私をそれまでより強く激しく抱いてくる。

　そこに優一さんからの愛情を感じて、ひたすら甘い声を漏らしていた……。




　翌日、夢が覚めた思いで、お互い出社の準備をした。

　あらかじめ着替えを持参してきたから、このまま直接会社には行くことができる。

「優一さん、この指輪は外しておいたほうがいいよね？」

　豪華客船に名残惜しさを感じながら、優一さんの車に乗り込んだ。

「いや、そのままでいいよ。茉奈とのことは、婚約者としてきちんとみんなに報告したいから。いいだろ？」

「もちろんよ。だけど、まだ優一さんのご両親にもお会いしていないし、仕事もこんなに忙しいときだし……」

　会社でこんなに素敵な指輪をつけていたら、すぐに事情を聞かれてしまうに違いない。そのときは、どう言ったらいいんだろう。

「茉奈のご両親にも、挨拶に行きたいと思ってる。ただ、会社のみんなには、茉奈からオーケーをもらったと伝えなくてはいけなくて」

　苦笑いをした優一さんの理由が分からず、私はきょとんとするだけだった。

　久しぶりに優一さんとふたりで出社をすると、同じフロアのみんながすでに来ていた。

「おはようございます、社長！」

　まるで待ち焦がれているかのように、ひとりの女子社員が私たちの側へやって来た。広報部の田た端ばたさんで、元気いっぱいの若手社員だ。

　柊也さんと彩子さんも、笑顔で少し後ろに立っている。

「おはよう」

　優一さんが笑顔で挨拶を返すと、彼女の視線が私の手元に移った。

「もしかして、坂下さんの指輪は社長の……？」

　優一さんが黙って頷くと、田端さんは今にも泣きそうな顔で、みんなのほうを振り向いた。

「みんな、せーの！」

　何事かと驚いて、私はこの場の雰囲気についていけない。

「な、なに……？」

　呟いた瞬間、オフィスに響き渡る声がした。

「相良社長に坂下さん、おめでとうございます！」

「本当におめでとう！　茉奈ちゃん」

　彩子さんは、涙をうっすら浮かべながら、笑顔で私に抱きついた。

　柊也さんも、優一さんに「絶対に幸せになれよ」なんて言っている。

　優一さんのプロポーズは、事前にみんな知っていたらしい。私への指輪の制作やら、忙しい時期に休みを取るやらで、説明しないわけにはいかなかったからだ。

「みんなで、絶対に成功するよねって、祈りながら言ってたんですよ」

　田端さんは涙ぐみながら言った。

「ありがとうございます……」

　そこまで喜んでくれて嬉しい気持ちと、優一さんの人望の厚さに改めて感心する。

　優一さんは、ただ仕事で成功しただけの人じゃない。周りで支えてくれる人たちを、常に大事にしていると分かっていたつもりだったのに。

「坂下さん、指輪見せてください」

「は、はい」

　女性陣に囲まれて、気恥ずかしい思いで左手を差し出す。

　みんな感嘆の声を上げて食い入るように見るから、照れくささでいっぱいだ。

　いたたまれず、チラリと優一さんを見ると、小さな笑顔で頷かれた。

　けじめをつけて年を越したい、私と優一さんは話し合いでそう結論を出した。

　優一さんのご両親には、事前に彼がプロポーズの話をしていたそうで、年末に帰国してくれた。

　優一さんのマンションで初めて会ったご両親は想像以上に気さくな方で、結婚を呆気ないほどに快諾してもらえた。ご両親はまだまだ海外を飛び回るらしく、『優一とケンカしたら、外国へいらっしゃい』なんて、お母さんから冗談を言われたくらい。

　そして、私の故郷に来てくれた優一さんは、私の両親に挨拶をし、ここでもすんなり了承してもらえた。

　カリスマ社長との結婚に、最初こそ戸惑っていた両親も、優一さんの温かい人柄が伝わったようで、最後はホッとしたような笑顔を浮かべてくれていた。

　こうして、私たちの結婚式は四月に決まった。そして、私のショップ店員としての異動も正式に決まり、来週からは優一さんと離れて仕事をする。それは少し寂しいけれど、頑張りたい気持ちのほうが勝っていた。




　優一さんと再会して一年、あのときは想像すらもしていなかったウエディングドレスに、私は今、身を包んでいる。

　郊外の教会での結婚式は、一日一組限定となっている。マスコミや隠し撮りの対策に、優一さんは貸し切りができるこのヨーロピアン調の式場を選んでくれた。

　それだけ警戒するには理由があり、マスコミに報じられた私たちの結婚は、思いがけず大げさに拡散されてしまった。なにより注目されたのが私の婚約指輪で、優一さんの手作りだということが話題になっていた。

　ｅｌｌの刻印入りで、世界にひとつしかないもの。それがいつの間にか〝幻のｅｌｌの指輪〟と言われるようになっていた。

「オークションだと、どれくらい値がつくか分からないなんて、下世話な話よね」

　控え室でひとり、小箱に入っている指輪を見つめ、ひとり言を呟いたところで、優一さんが入ってきた。

「なにをブツブツ言っているんだ？」

　クスクス笑う優一さんは、薄いグレーのタキシードに身を包み、惚れぼれするほどに似合っている。

「うん、この指輪がオークションにかけられたらいくらになるかって、ネットで書かれていて……。っていうか、優一さんなんでここに来てるの!?」

　今は、式が始まるまでの待機の時間で、私も支度を整えて待っているところだった。さっきまで付き添ってくれていた両親は、親戚に挨拶に行くと言って部屋を出たばかりだ。

「お義父さんとお義母さんが出ていかれたのが見えたから、ちょっと茉奈に会いに来た」

　笑みを浮かべる優一さんは、私の前でひざまずく。

「もう少しで式じゃない。優一さんってば、私に会いに来てどうするの？」

　普段の落ち着いて余裕のある優一さんとは違う子供っぽい一面も大好きで、私はクスッと笑ってしまった。

「今日は、茉奈となかなかゆっくりできそうもないだろ？　だから、今しておこうと思って」

「えっ？」

　その瞬間、優一さんの唇が重なった。

「優一さん、誓いのキスがあるじゃない」

「あれじゃ、物足りないだろう？」

　優一さんは不満げな顔をして、もう一度唇を重ねてきた。何度も舌を絡ませては、私の手を痛いくらいに握ってくる。

「愛してる、茉奈……」

「私もよ、優一さん……」

　息を切らせる私に、優一さんは穏やかに微笑んだ。

「あとで、教会で誓おう。オレたちの永遠の愛を」

「うん……」

　絶対に誓う。決して離さないと、疑わないと、優一さんを愛すると。

　そう、それはever lasting love。

　愛する人からもらった、かけがえのない幸せ……。
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永遠、そして真実の愛で




「ありがとうございました」

　ドアの前で深々と頭を下げて、お客様をお見送りする。

　ここは、ｅｌｌの本店。クリスマスイブに私が和也に振られた場所。そして、優一さんと再会した場所でもある。

「坂下さん、すごいじゃない。あのお客様、ネックレスも購入されていったわよ」

　店内に戻ると、店長である葉は山やまさんが目を輝かせてやって来た。

「ありがとうございます。今回の新作は、特に素敵なものばかりなので、自然と手に取っていただけるんですよ」

　そう言うと、葉山さんは大きな目を細めて、首をゆっくり横に振った。

「ううん。坂下さんの努力の賜たま物ものよ。私ね、三カ月前に坂下さんが異動してくると聞いたとき、正直言うと、冗談じゃないと思ったの」

　葉山さんの言葉に、私は真剣に耳を傾ける。

　こんなふうに彼女の本音が聞けるようになるなんて、三カ月前は想像もできなかった。

「だって、相良社長の奥様よ？　婚約指輪は〝幻のｅｌｌ〟と呼ばれて、結婚までの経緯はシンデレラストーリーともてはやされて……」

「はい。それは、十分分かっているつもりです……」

　奈子さんからの〝公私混同〟発言がなんでもなく思えるくらいに、その後の風当たりは強かった。

　本社のみんなからは祝福されても、ショップの人たちは違う。ここへ異動になったとき、私は挨拶すら無視されていた。

「いったい社長は、どこまで奥様の我儘を聞く気なのかって思ってた。でも、実際に一緒に仕事をしたら、違うと分かったわ」

「葉山さん……。私、ｅｌｌのショップでも、トップの売上を誇る葉山さんに、少しでも認めてもらえたら、とても嬉しいです」

　優一さんたち取締役サイドが絶大な信頼を置く葉山さんは、接客のやり方ひとつでも、とても勉強になる。

「坂下さんは、努力してきたものね。ｅｌｌだけでなく、あらゆるジュエリーのことを、休憩の合間にも熱心に勉強して……」

　葉山さんは、腕時計で時間を確認すると、私に笑みを向けた。

「そろそろ、社長が来られる頃じゃない？　遠慮せずに、少しふたりで休憩に行ったら？」

　今日は、優一さんが店舗の視察に来る日だ。

　ゆりさんの一件があってから、接客にさらに力を入れるようになり、優一さんや柊也さんが定期的に店舗に顔を出すようになった。

「いえ、業務中は夫婦ではありませんので」

　以前のように、優一さんが悪く言われるのだけは避けたい。

　だから、結婚した今でも通勤は別にして、名字も旧姓のままで働いている。

「本当にいいの？　気にしなくていいのに」

　今ではショップの人たちも好意的に思ってくれているけど、だからなおさら甘えられない。

　そんなことを思っていると、ドアが開いて優一さんが入ってきた。

「社長。お疲れ様です」

　葉山さんはサッと近くへ行くと、頭を下げて挨拶をする。

「お疲れ。ここは、いつも清潔感で溢れてるな」

　優一さんは満足そうに店内をぐるりと見渡している。

　ほんの三カ月前まで、優一さんの秘書をしていたのが嘘みたい。

　今、優一さんは秘書をつけずに、スケジュール管理も自分でやっている。

　忙しい身だから、無理はしないでほしいけど……。

「坂下、新しい仕事は慣れたか？」

　優一さんはあくまで〝社長〟として、私に声をかけてきた。

「はい。葉山さんに指導していただけるので」

　そう答えると、葉山さんは待ってましたとばかりに、さっきのお客様の話を優一さんにしている。

「へえ。そうか。頑張ってるんだな、坂下も」

　優しく微笑む優一さんに、私も自然と顔がほころぶ。

「ありがとうございます」

　普段は業務に集中しているけど、こうやって優一さんの顔を見ると、仕事終わりを楽しみに待つ自分がいた。




「お疲れ様でした」

「お疲れ様、坂下さん。また頑張ろうね」

　葉山さんに挨拶を済ませ、ショップをあとにする。

　二十二時を回った街はカップルやビジネスマンのグループが目立っていた。

「茉奈、お疲れ様」

　声がして驚いて振り向くと、優一さんがビジネスカバン片手に立っている。

「優一さん！　今帰りなの？　もしかして、また徒歩？」

「ああ。今日は徒歩。偶然だな。一緒に帰ろう」

　穏やかな笑みを浮かべて、彼は左手を差し出した。

　優一さんの薬指に光る結婚指輪は、ｅｌｌで売られている指輪だ。シンプルなプラチナの指輪なのに、私たちの結婚指輪というだけで、急に売上を伸ばし始めている。

「業務は終わったんだから、もう夫婦の時間だろ？」

　いたずらっ子のような口調で優一さんにそう言われ、私は笑みを浮かべて彼の指に自分の指を絡めた。

「今週、三回目の偶然ね」

　ちょっと意地悪っぽく言うと、優一さんはとぼけたように「そうだったかな？」と返した。

　そんな彼がおかしくて、私はクスクス笑いながらも、胸はときめきでいっぱいだ。

　だって、優一さんがわざと私の退社時間に合わせて来ているのが分かるから。

　普段は車で通勤するのに、わざわざ徒歩で来て、私とこうやって手を繋いで帰る。

　それが、優一さんの優しさだと感じるから、私は幸せな気持ちで満たされていた。

　優一さんはショップの仕事のことは、私に深く聞いてこない。

　私も、業務外で優一さんにアドバイスをもらうのはフェアじゃない気がして、自宅ではお互いあまり仕事の話はしなかった。




　マンションに帰ると、ササッと夕飯とお風呂を済ませる。

　最近、優一さんは書斎にこもって、仕事の続きをしていることが多いからだ。

「じゃあ、おやすみ」

　優一さんは、私の唇にキスを落とすと、服を着て寝室を出ていった。

「もうちょっと、一緒にいてほしかったな……」

　新婚だっていうのに、こうやって体を重ね合ったあとも、すぐに書斎に行ってしまう。

　いったい、なんの仕事をしているんだろう。

　秘書の頃なら、それも分かっただろうけど、あえて聞くことはしない。詮索していると思われたくないし、今は優一さんの仕事を気にしている場合じゃないから。

　自分の仕事に集中しなくちゃ。

「明日も忙しいし、早く寝よ……」

　憧れのショップ店員になれて張り切る反面、優一さんともっと一緒にいたい、と欲張りな自分もいた。




「四半期のＭＶＰ!?」

　葉山さんから朝告げられた言葉に、私は目を丸くする。

「そうよ。三カ月間で一番売上がよかった人が、本社で表彰されるの。坂下さんは、本店エリア部門のトップだったのよ」

　葉山さんは満面の笑みで、「おめでとう！」と言ってくれた。それに続くように、先輩たちも笑顔で拍手をしてくれる。

「ありがとうございます……」

　泣きそうなくらいに嬉しくて、本当に頑張ってよかったと心から思う。

「そうそう。表彰式の日ね、社長から新作発表があるみたいなの。せっかくだから、本社で聞いてきたらいいわよ」

「はい。ありがとうございます」

　葉山さんによると、上顧客を集めての発表会をするらしいけど、毎回新作が出るたびに大々的な発表をするわけじゃない。だから、今回はきっと特別なんだろう。

　だけどそれ以上の詳細は、〝現場〟の私たちには分からない。そのことが、少し寂しく感じられた……。




「坂下、おめでとう」

「ありがとうございます」

　本社での表彰式には、全国から十人が集まった。

　ここは、新作発表も行われるホールで、壇上では優一さんが私たち受賞者を労う言葉を並べてくれた。

　手渡された表彰状を見つめながら、たくさんの人に感謝でいっぱいになる。

　厳しくも優しい葉山さんや、いつも細かな対応を教えてくれる先輩たち。

　そして、自分だって激務なのに、いつだって私を支えてチャンスをくれる優一さんの期待に応えていきたい。

　今、心からそう思っていた。

「それでは、のちほど新作発表がありますので、受賞者の皆様は退席ください」

　彩子さんの声かけで、みんな席を立つ。

　久しぶりに見る彩子さんは、相変わらず凛として素敵だ。

　私と目が合うと、小さく微笑んでくれた。

　私もホールを出て、どこで優一さんの話を聞こうか迷っていると、

「茉奈ちゃん、こっち」

　柊也さんが声をかけてくれた。

「柊也さん。お久しぶりですね」

　柊也さんも元気そうでホッとする。

　その柊也さんは、ニッとすると私に手招きをした。

　そこは会議室のひとつで、ニューヨークの店舗ともテレビ会議をしたりする場所だった。

「ここなら、優一の様子が見られるから」

「そうですね。ありがとうございます」

　新作発表の様子は、社内向けにＷＥＢで流されるから、それをテレビに繋いで、時間の取れる社員が見ることができる。

　すでに会議室には、本社勤務の人たちやＭＶＰ受賞者たちが集まっていた。

　画面には、ちょうど顧客が集まっている姿が映し出されている。

「楽しみだろ？　どんな発表がされるか」

　彩子さんはホールの対応でここには来ないらしく、柊也さんが私の隣に座った。

「そういえば、柊也さんはご存知なんですよね？　今日の発表の内容って……」

「まあな。いろいろ議論の末、決まったことだから。茉奈ちゃんも、びっくりすると思うよ」

　含みのある笑顔を浮かべた柊也さんは、モニターに視線を移す。

　画面の向こうでは、優一さんが壇上に上がったところだった。背後にはスクリーンがあり、【新作発表】という文字が映っている。

「そういえば、優一さんって、最近ずっと家でも仕事をしていたんです。このためだったんですよね。聞きたかったんですけど、なんだか聞けなくて……」

「ああ、そうなんだ。まあ、かなり気合入れてたからな。それに、聞いたところで、きっと教えてくれなかったと思うよ」

「え？」

　それは、どういう意味だろうと思っていると、優一さんの声が聞こえ始めて、私もテレビに視線を向けた。

「今回、皆様には新しいラインの紹介をしたいと思います。ｅｌｌブランドの新しいライン、その名もＭＡＮＡジュエリーです」

　優一さんがそう言ったあと、スクリーンには、ゴールドやシルバーの指輪とネックレス、そしてピンクダイヤモンドが映し出された。

「ＭＡＮＡジュエリー？」

　ふと呟くと、柊也さんが私に声をかけた。

「まんま、お前の名前」

「私の名前ですか？」

　まさか……と思っていると、優一さんの説明が続いた。

「コンセプトは、かわいさもあり、凛とした女性に似合うジュエリー。そして、幸せを願うという意味で、ピンクダイヤモンドを使うことにこだわっています」

　息をのみ、優一さんの説明を食い入るように聞く。

「相良社長！　そういえば、奥様の名前が茉奈さんですよね？　奥様がモデルですか？」

　上顧客からの少し冗談めかした質問に、優一さんは笑みを浮かべた。

「そうです。私の妻の名前を取りました。ですが、〝マナ〟には、〝愛〟や〝真〟という字も当てはめられます。永遠の愛がコンセプトのｅｌｌに〝真実の愛〟を付け加えたのがＭＡＮＡジュエリーです」

　優一さんの説明に、来場者からは拍手が起こっている。

「優一が戻ってくるから、社長室に行ってろよ。オレが許す」

　柊也さんが背中を優しく叩いてくれて、私は小さく頷いた。

　私の名前から取ったジュエリーのラインなんて、想像もしてなくて涙が溢れそうになる。

　久しぶりに社長室に行き、優一さんを待っていると、しばらくして彼は戻ってきた。

「茉奈が待ってるって聞いて、急いで戻ってきたよ」

　優一さんは、笑顔で言ってくれたけど、私は言葉が出てこない。

　それくらい感動していて、自然と優一さんの体を抱きしめていた。

「優一さん、嬉しい……」

「ジュエリーのことか？　茉奈を驚かせようと思って、内緒にしてたんだ」

　優一さんは私をそっと抱きしめて、そして体を離した。

「驚くより先に、感動しちゃった」

　小さく笑顔を向けると、優一さんは棚から長方形のケースを取り出した。

「それなら、もう一度感動してもらおうかな」

　優一さんは、ケースからネックレスを出す。

「それは……？」

「ＭＡＮＡジュエリーのネックレス。一番最初に、茉奈にプレゼントしたいから」

　そう言って、優一さんは首にネックレスをつけてくれた。それは、ピンクダイヤモンドをハート型にあしらったネックレスだった。

　私は涙が溢れてくる。

「葉山店長から、茉奈の仕事ぶりは聞いてる。よく、頑張ってきたな。おめでとう、ＭＶＰ」

「ありがとう……。でも、それは優一さんがいてくれたからよ。出会ったときからずっと、私を支えてくれてる」

　優一さんは私の涙をそっと拭いながら、笑顔を向けた。

「そんなのは当たり前だろう？　オレにとって茉奈は、かけがえのない存在だから。茉奈への愛は、これからもずっと形にしていく」

「優一さん……」

　溢れる涙は、溢れる優一さんへの愛。

　永遠の愛と真実の愛は、優一さんがこれからずっと、私に教えてくれるものなんだ……。

「愛してるよ、茉奈」

「私だって、優一さんを愛してる」

　偶然の出会いから始まった運命に、心から感謝をする。

　そして、これからも守っていきたい。

　愛する人が作り上げたｅｌｌを、これからも愛する人と一緒に。

　重なる唇に、私はそれを誓った……。





ＥＮＤ









あとがき




　本作を手に取ってくださった皆さま、本当にありがとうございます。

　今回は、高級ジュエリーブランドを創設したカリスマ社長との恋のお話でした。

　カリスマ社長こと優一は、才能に溢れ、とても前向きな人です。ｅｌｌを柊也や彩子と大きくしていき、世界進出も果たすまさに成功者。仕事では、努力に努力を重ねてきた人です。そんな彼には、『安らげる場所と人』がいませんでした。海外赴任が多い両親の元、幼少期から外国暮らしばかりで、優一には故郷がありません。

　そんな彼が、ひょんなことから出会った茉奈は、ひたむきで純粋な女性でした。

　自分の肩書き目当てで寄ってくる女性たちとは違って、優一には輝いて見えたのです。そんな茉奈に対して、惜しみなく愛を注ぐ優一に、茉奈も一生懸命応えようとします。ｅｌｌで働く茉奈は、自分に前向きな環境を作ってくれた優一への感謝と、愛する人が創ったブランドを守りたい、その気持ちでひたすら頑張ります。試行錯誤はあったものの、茉奈にとってｅｌｌは憧れのブランドから、大切な守るべきものに変わっていったのです。

　そんな今作は、今までの私の作品の中では、大人の恋愛感がよく出ているのではないかと思います。夢があり、自分があり、その一部に恋があり……。

　でも、愛する人の存在はかけがえのないもので、その人がいるから頑張れる。恋愛一辺倒ではないけど、失いたくないもの。そんな恋愛模様を書いてみました。

　皆さまの周りの愛する人、家族や友人それに仕事仲間、そういう人たちを大事にしたいと思えるきっかけ、そして夢も追いながら愛する人との時間も大切にするきっかけ、そういう作品になれたらいいなと思います。

　きっと、優一と茉奈も、これからも夢を大事に抱えつつ、お互いを愛し大切にしながら生きていってくれると信じています。




　最後に、作品を支えてくださる担当の倉持様、ライターの妹尾様、イラストレーターの青井レミ様、本当にありがとうございました。そして読者の皆様には、感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。

　それでは皆さま、またお会いできる日を願って。





花か音のん莉り亜あ
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